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教
育
実
践
報
告

弐
千
某
年
藝
術
周
遊
券
之
旅

―
―
ま
た
は
私
は
如
何
に
し
て
二
千
円
札
一
枚
で
世
界
の
王
を
超
え
よ
う
と
思
う
に
至
っ
た
か

国
語
科
　
柳
　
本
　
　
　
博

【芸
術
】

優
れ
た
芸
術
は
、
優
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
読
み
解
く
側
に
快
い
解

釈
を
求
め
る
。
解
釈
し
鑑
賞
す
る
こ
と
は
時
々
刻
々
の
自
ら
の
感
性
の
発
達
あ
る

い
は
消
長
を
如
実
に
表
す
鏡
と
も
な
る
。
古
典
と
呼
ば
れ
、
現
代
に
残
っ
て
い
る

作
品
は
当
然
、
時
代
の
風
化
に
も
負
け
ず
に
維
持
し
て
き
た
強
靭
さ

。
耐
性
を
価

値
と
し
て
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〈
ア
ー
ト
は
、
人
の
視
覚
に
関
す
る
記
憶
の
膨
大
な
集
積
回
路
の
な
か
か
ら
生

み
だ
さ
れ
、
見
る
人
の
感
性
や
記
憶
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
共
鳴
し
た
り
、
刺
激
を

あ
た
え
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
や
神
話
は
、
そ
れ
が
語
り
継
が
れ
、
記

さ
れ
る
こ
と
で
、
忘
却
の
海
の
な
か
か
ら
淘
汰
さ
れ
て
き
た

「選
ば
れ
た
情
報
」

と
い
え
る
だ
ろ
う
〉

文
学
や
音
楽
、
美
術
そ
し
て
そ
れ
ら
の
総
合
体
と
し
て
の
演
劇
や
映
画
に
は

魅
了
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
自
分
が
長
年
味
わ
っ
て
き
た
も
の
の
な
か
で

「美
術
」

と
い
う
観
点
に
つ
い
て
は
抜
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
以
前
か
ら
美
術
に
つ
い

て
も
勉
強
し
た
い
と
お
ぼ
ろ
げ
に
考
え
て
は
い
た
。

い
ま
や
自
分
は
次
の
よ
う
な
言
葉
に
鼓
舞
さ
れ
て
い
る
。

〈
用
心
深
く
、
い
や
臆
病
に
今
ま
で
の
使
い
古
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
を
な
ぞ
っ
て

な
に
に
な
る
か
〉
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
２
０
１
１
年
３
月
、
東
京

国
立
近
代
美
術
館
の
「生
誕
１
０
０
年
岡
本
太
郎
展
」
で
出
会
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
畏
れ
を
感
じ
る
。

【全
集
】

「あ
る
作
家
に
つ
い
て
理
解
し
た
い
の
な
ら
、書
簡
や
日
記
ま
で
も
集
め
た

『全

集
』
を
通
読
す
べ
き
で
あ
る
」
。

大
学
の
講
義
中
の
教
授
の
雑
談
だ
っ
た
か
、
何
か
講
義
の
解
説
だ
っ
た
か
、
特

に
印
象
に
残

っ
て
い
る
言
葉
の

一
つ
で
あ
る
。
「全
集
、
完
全
版
、
コ
ン
プ
リ
ー
ト
」

と
い
っ
た
言
葉
と
そ
れ
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
営
為
は
、
何
か
物
事
を
極
め
よ

う
と
す
る
と
き
の
自
分
の
指
針
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
を
、
あ
る
い
は
作
家
を
、
全
体
像
を
知
る
こ
と
で
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。

た
だ
、
文
学
、
演
劇
、
映
画
と
い
う
も
の
に
流
れ
す
ぎ
て
い
た
き
ら
い
が
あ
り
、

ま
た
新
た
な
展
開
や
充
電
を
す
る
た
め
に
、
何
か
の
方
策
を
模
索
し
て
き
た
の
も

確
か
だ
。
２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博
に
は
若
く
未
熟
だ

っ
た
こ
ろ
の
情
熱
が
再
燃
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さ
せ
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
未
熟
さ
を
再
認
識
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
未
知

の
分
野
は
多
岐

・
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。

【周
遊
券
】

中
学

一
年
の
担
任
で
あ
っ
た
当
時
、学
年
企
画
と
し
て
〈
博
物
館
見
学
〉
が
あ
っ

た
。
定
期
試
験
翌
日
、
都
内
の
何
か
所
か
を
グ
ル
ー
プ
で
出
か
け
レ
ポ
ー
ト
す
る

と
い
う
学
年
企
画
の
定
番
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二
学
期
中
間
後
、
引
率
の
分
担
が

な
さ
れ
、
東
池
袋
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
に
出
か
け
た
。
五
月
雨
式
に
や
っ

て
く
る
生
徒
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
分
も
展
示
を
見
て
学
校
に
戻

る
。
あ
と
は
レ
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
の
関
心
を
示

さ
な
い
生
徒
同
様
、
僕
に
と
っ
て
も
あ
ま
り
食
指
の
動
く
展
示
で
は
な
か
っ
た
。

惰
性
と
い
う
言
葉
で
片
付
く
何
歩
か
が
終
わ
っ
た
。
そ
の
と
き
で
あ
る
。
劇
場
や

博
物
館
に
は
次
回
予
告
な
ど
の
チ
ラ
シ
が
多
い
。
そ
ん
な
出
入
口
に
飾
ら
れ
た

束
の
な
か
、
「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
の
チ
ラ
シ
を
見
つ
け
た
。
都
内
５６
か
所
の
美
術

館

・
博
物
館
の
入
場
引
換
券
も
し
く
は
割
引
券
が
つ
い
て
２
０
０
０
円
と
い
う
企

画
券
の
案
内
で
あ
っ
た
。
期
限
は
最
初
の
使
用
日
か
ら
２
か
月
間
。
以
前
に
も
ポ

ス
タ
ー
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は
あ

っ
た
。
行
っ
た
こ
と
の
あ
る

美
術
館
な
ど
は
片
手
程
度
で
あ
っ
た
か
。
大
半
は
未
見
。
少
々
、
心
が
動
い
た
。

休
日
な
ど
を
使
う
て
、
は
た
し
て
行
け
る
も
の
か
。
２
か
月
と
い
え
ば
休
日
（日

祝
祭
日
）
が
だ
い
た
い
１０
日
。
１
日
に
５
館
ほ
ど
回
る
計
算
に
な
る
。
そ
れ
に
都

内
の
中
心
と
い
う
学
校
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
れ
ば
、
加
え
て
、
放
課
後
の

時
間
や
冬
休
み
前
の
期
間
、
年
末
ま
で
を
考
え
る
と
不
可
能
な
数
字
で
は
な
い
。

試
験
後
の
時
期
、
何
か
が
騒
い
だ
。
そ
の
と
き
ち
ょ
う
ど
１０
月
中
旬
。
個
人
的

に
い
ち
ば
ん
時
間
が
あ
る
と
き
だ

っ
た
。
春
夏
秋
冬
、
演
劇
部
の
大
会
関
係
が

目
白
押
し
で
あ
る
。
春
の
新
入
生
歓
迎
会
か
ら
夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
秋
の

初
め
の
地
区
大
会
と
文
化
祭
に
向
け
て
の
準
備
（執
筆
か
ら
稽
古
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、

本
番
）
、
冬
は
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ
、

春
は
俳
優
座
劇
場
と
、
２１
世
紀
以
降
ず
っ
と
追
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
秋
の
終

わ
り
の
都
大
会
の
仕
事
が
な
い
と
そ
こ
に
少
し
だ
け
余
裕
が
で
き
る
。
そ
ん
な
間

隙
を
縫
え
ば
、
十
分
達
成
可
能
な
数
字
で
あ
る
と
思
っ
た
の
だ
。
自
信
は
な
い
。

た
だ
無
論
、
簡
単
に
達
成
で
き
る
数
字
で
あ
っ
て
は
挑
戦
す
る
意
味
は
な
い
。

加
え
て
数
字
に
そ
そ
ら
れ
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も

「
５６
」
館
と
い
う
数
字
で
あ

る
。
５６
の
前
は
５５
。
こ
の
数
字
は
ゴ
ジ
ラ
松
井
秀
喜
の
背
番
号
で
あ
り
、
そ
の

由
来
は
王
貞
治
の
シ
ー
ズ
ン
最
多
本
塁
打
記
録
か
ら
き
て
い
る
。
１
９
６
４
年
、

王
選
手
は
５５
本
塁
打
を
放
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
た
く
さ
ん
の
選
手
が
挑
戦
し
て
及

ば
な
か
っ
た
。
ラ
ン
デ
ィ

・
バ
ー
ス
（阪
神
）
は

一
本
及
ば
な
か
っ
た
。
タ
フ
ィ

・

ロ
ー
ズ
（近
鉄
）
と
ア
レ
ツ
ク
ス
・
カ
ブ
レ
ラ
（西
武
）
が
並
ん
だ
だ
け
で
あ
る
。
ま

だ
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
録
の
代
名
詞
と
し
て
５０
年
近
く
た
っ
て
も
燦
然
と
輝
い
て
い

る
。
２
か
月
で
完
全
踏
破
す
れ
ば
世
界
の
王
を
超
え
る
。
も
ち
ろ
ん
野
球
と
ア
ー

ト
は
無
関
係
。
数
字
の
符
合
以
外
な
ん
の
脈
絡
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
さ

に
冒
険
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
挑
戦
で
あ
る
。
も
と
も
と
な
ん
の
変
哲
も
な
い
題

材
を
戯
曲
に
す
る
た
め
に
四
苦
八
苦
、
七
転
八
倒
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
苦
し

み
は
後
に
楽
し
み
や
喜
び
に
転
化
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
な
ん
の
脈
絡
が
い
る

も
の
か
。
牽
強
付
会
の
旅
立
ち
で
あ
る
。

【旅
立
ち
】

演
劇
も
コ
ン
サ
ー
ト
も
ラ
イ
ブ
が
何
よ
り
で
あ
る
。
そ
し
て
美
術
の
場
合
は
美

術
館
に
足
を
運
ん
で
実
際
に
見
な
く
て
は
話
に
な
ら
な
い
。
ご
く
た
ま
に
し
か
美
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術
館
に
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
体
系
的
な
も
の
も
考
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど
「知

識
ゼ

ロ
」
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
「
ぐ
る
っ
と
パ
ス
２
０
０
７
」
で
体
験
し

た
記
録
を
ま
と
め
て
み
た
。
２
０
０
７
（平
成
１９
）
年

１０
月
下
旬
か
ら
２
か
月
間

の
記
録
で
あ
る
。
「ぐ
る

っ
と
パ
ス
」
は
公
益
財
団
法
人

。
東
京
都
歴
史
文
化
財

団
が
発
行
す
る
も
の
で
、
エ
リ
ア
ご
と
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
る
。
年
に
よ
っ

て
少
し
ず

つ
変
わ
る
も
の
の
、
１０
館
ほ
ど
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
年
も
あ
る
し
、

い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
で
各

一
か
所
を
見
て
応
募
資
格
と
し
た
年
も
あ
る
。

【対
象
施
設

一
覧
】
下
に
書
い
て
あ
る
展
覧
会
に
無
料
入
場
。
（
）
付
き
は
割
引

●
上
野
エ
リ
ア

０１

国
立
科
学
博
物
館
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

０２

東
京
国
立
博
物
館
…
‥
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
（常
設
展

。
企
画
展
）

０３

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
…
…
芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

。
（企
画
展
）

０４

東
京
都
美
術
館
‥
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
（企
画
展
）

０５

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・常
設
展

。
企
画
展

０６

恩
賜
上
野
動
物
園
…
…
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
入
園

０７

上
野
の
森
美
術
館
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
企
画
展
）

０８

下
町
風
俗
資
料
館
…
‥
‥
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
常
設
展

。
企
画
展

０９

書
道
博
物
館
…
‥
‥
…
‥
…
…
…
…
…
…
‥
・…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

１０

朝
倉
彫
塑
館
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

Ｈ
　
一
葉
記
念
館
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

●
皇
居
周
辺
エ
リ
ア

ー２

東
京
国
立
近
代
美
術
館
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

１３

東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館

‥
…
…
…

…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

１４

東
京
国
立
近
代
美
術
館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
…
…
常
設
展

・
企
画
展

１５

科
学
技
術
館
‥
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

１６

山
種
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
…
…
企
画
展

１７

プ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
常
設
展

・
企
画
展

１８

相
田
み
つ
を
美
術
館
‥
…
…
…
…
…
‥
…
‥
…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

１９

出
光
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
企
画
展

●
目
黒

・
港
エ
リ
ア

２０

東
京
都
庭
園
美
術
館
‥
…
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
庭
園

・
企
画
展

２１

国
立
科
学
博
物
館
附
属
自
然
教
育
園
…
‥
・…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

２２

松
岡
美
術
館
…
‥
‥
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
・常
設
展

・
企
画
展

２３

目
黒
区
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
企
画
展

２４

東
京
都
写
真
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
指
定
の
企
画
展
の
み

２５

森
美
術
館
…
‥
‥
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
企
画
展
）

東
京
シ
テ
ィ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
入
場
割
引
）

２６

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
企
画
展
）

２７

泉
屋
博
古
館

分
館
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
展

２８

大
倉
集
古
館
…
‥
‥
…
…
‥
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
・常
設
展

・
企
画
展

●
世
田
谷

。
新
宿

・
池
袋
エ
リ
ア

２９

世
田
谷
美
術
館
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
収
蔵
品
展

。
（企
画
展
）

３〇

五
島
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
（企
画
展
）

３１

世
田
谷
文
学
館
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

３２

損
保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児
美
術
館
…
‥
‥
…
…
…
八
企
画
展
）

３３

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
…
…
企
画
展

３４

Ｎ

Ｔ

Ｔ

イ

ン

タ

ー

コ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

・
セ

ン

タ

ー

［
Ｉ

Ｃ

Ｃ

］
…

…

企

画

展
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３５

古
賀
政
男
音
楽
博
物
館
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

３６

秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
…
…
…
‥
…
…
・…
常
設
展

・
企
画
展

３７

新
宿
歴
史
博
物
館
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
常
設
展

。
企
画
展

３８

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
…
…
‥
…
…
…
・…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

●
両
国

。
深
川
エ
リ
ア

３９

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
…
…
…
‥
‥
…
…
‥
…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

４０

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
。…
常
設
展

。
企
画
展

４１

東
京
都
現
代
美
術
館
…
…
…
…
…
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

。
（企
画
展
）

４２

江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館
…
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
常
設
展

・
企
画
展

４３

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館
…
…
‥
…
…
…
…
・…
常
設
展

・
企
画
展

●
臨
海
エ
リ
ア

４４

船
の
科
学
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
常
設
展

４５

日
本
科
学
未
来
館
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

４６

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京

リ
ス
ー
ピ
ア
…
…
常
設
展

４７

葛
西
臨
海
水
族
園
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
‥
…
入
園

●
多
摩
エ
リ
ア

４８

武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術
館
…
‥
‥
…
…
‥
…
…
…
常
設
展

・
企
画
展

４９

井
の
頭
自
然
文
化
園
‥
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
入
園

５〇

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
…
‥
…
…
…
…
・…
…
企
画
展

５１

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・…
常
設
展

・
企
画
展

５２

多
摩
六
都
科
学
館
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
常
設
展

・
企
画
展

５３

府
中
市
美
術
館
…
‥
…
…
…
…
…
‥
‥
…
…
…
…
…
常
設
展

。
（企
画
展
）

５４

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
…
…
常
設
展

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

。
（企
画
展
）

５５

多
摩
動
物
公
園
‥
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
入
園

５６

八
王
子
市
夢
美
術
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・常
設
展

・
企
画
展

以
上
の
５６
館
。
こ
の
便
宜
的
な
通
し
番
号
は
そ
の
ま
ま
標
題
代
わ
り
に
付
記

し
、
「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
以
外
で
入
っ
た
場
所
は
○
で
示
し
た
。
「常
」
は
常
設
展

の
こ
と
で
あ
り
、
企
画
展

・
特
別
展
は
タ
イ
ト
ル
を
記
し
た
。

【
１０
月
某
日
】
銀
座
～
六
本
木
　
４
館
（
２５
は
併
せ
て
カ
ウ
ン
ト
）

１９
　
出
光
美
術
館

「仙
圧
　
禅
画
に
遊
ぶ
」

窓
口
で
２
０
０
０
円
札
を

一
枚
出
し
て
購
入
す
る
。
す
ぐ
さ
ま
左
肩
が
固
定
さ

れ
た
チ
ケ
ッ
ト
の
東
を
受
け
取
る
。
裏
表
紙
に
日
付
の
ハ
ン
コ
が
押
さ
れ
、
該
当

箇
所
が
点
線
ど
お
り
切
り
取
ら
れ
る
。
「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
の
栄
え
あ
る
第
１
館

目
。

ハ
ン
コ
を
押
さ
れ
て
２
か
月
間
の
旅
の
開
始
。
自
動
改
札
に
な
っ
て
久
し

い
と
こ
ろ
、
駅
の
改
札
で
切
符
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
ら
れ
る
気
分
に
似
て
い
る
か
。

初

っ
端
か
ら
感
慨
。
こ
ん
な
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
絶
対
に

「禅
画
」
な
ど
に

お
金
を
払
っ
て
観
よ
う
と
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
ま
で
に

発
見
が
あ
る
。
い
わ
ば
江
戸
時
代
の
漫
画
で
あ
る
。
た
と
え
ば
蛙
の
絵
が
あ
る
。

〈
坐
禅
し
て
／
人
が
仏
に
な
る
な
ら
ば
〉
と
言
葉
が
足
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ

ま
り
、
「蛙
な
ら
ば
ど
う
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。
蛙
は
い
つ
も
坐
禅
し
て
い

る
よ
う
な
姿
な
の
だ
か
ら
。
ふ
む
ふ
む
と
１
館
目
か
ら
唸
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら

〈気
に
入
ら
ぬ
／
風
も
あ
ろ
う
に
柳
哉
（か
な
）
〉
も
風
刺
的
で
風
流
。
有
名
な
〈
○

△
□
〉
が
た
だ
墨
で
書
か
れ
た
だ
け
の
絵
（字
？
）
も
あ
っ
た
。
２
０
１
３
年
初
春

に
”
仁
鼻
”
ヨ
ｃ
８

で
「白
隠
展
」
を
見
た
。
ふ
と
筆
で
書
か
れ
た
描
線
に
感
じ
入
る
。

仙
圧
に
至
る
系
譜
に
思
い
を
は
せ
る
。
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１８
　
相
田
み
つ
を
美
術
館

「
い
ま
か
ら
　
こ
こ
か
ら
」

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
に
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
美
術
館
。
著
名
な
詩

画
と
出
会
う
。
独
特
の
筆
跡
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。
〈
雨
の
日
に

は
／
雨
の
中
を
／
風
の
日
に
は
／
風
の
中
を
〉
〈
夢
は
で
っ
か
く
／
根
は
ふ
か
く
〉

〈
一
生
勉
強
／

一
生
青
春
〉
…
…
こ
れ
ら
の
言
葉
が
身
体
に
染
み
入

っ
て
く
る
。

中
で
も
最
も
長
く
立
ち
止
ま
リ
メ
モ
し
た
の
は
次
の
詩
。
〈
父
母
で
２
人
／
そ
の

ま
た
父
母
で
４
人
／
そ
の
ま
た
父
母
で
８
人
／
Ю
代
前
に
な
る
と
１
２
０
４
人

／
２０
代
前
に
な
る
と

一
万
人
を
超
え
る
〉
。
そ
の
悠
久
の
流
れ
が
心
地
よ
く
、
そ

し
て
驚
き
を
誘
う
。
な
お
、
こ
こ
に
は
翌
年
２
月
に
も
再
訪
し
た
。
「花
の
詩
画

と
書
の
世
界
　
星
野
富
弘

。
相
田
み
つ
を
展
」
。
星
野
氏
の
近
影
を
見
る
。
自
髪

が
増
え
て
い
る
。
も
う
還
暦
を
超
え
て
い
る
の
だ
か
ら
当
た
り
前
か
。
初
め
て
氏

の
存
在
を
知

っ
て
衝
撃
を
受
け
て
か
ら
、
２０
年
近
く
経

つ
。
あ
い
か
わ
ら
ず
そ

の
境
遇
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
優
し
さ
が
染
み
る
。
相
田
み
つ
を
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
ま
る
で
フ
ォ
ー
ク
デ

ュ
オ
の
よ
う
だ
。
〈
こ
の
手
が
も
う

一
度
だ
け
動

く
の
な
ら
ば
母
の
肩
を
た
た
き
た
い
〉
〈
ト
ン
ボ
よ
、
止
ま

っ
て
い
て
い
い
よ
／

そ
こ
は
足
の
指
だ
け
ど
も
う
動
か
な
い
か
ら
〉
〈
苦
し
み
と
悲
し
み
の
両
方
あ

っ

て
私
が
私
に
（自
分
が
自
分
に
）
な
る
〉
な
ど
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
じ
わ
り
と
胸

に
重
い
も
の
が
沸
き
起
こ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
重
み
は
決
し
て
不
快
な
も
の
で
は

な
い
。

２５
　
美
術
館

「六
本
木
ク
ロ
ツ
シ
ン
グ
２
０
０
７

¨
未
来

へ
の
脈
動
」
展

や
は
り
お
金
の
か
か
っ
て
い
る
美
術
館
だ
け
あ
る
。
こ
の
日
、
こ
こ
だ
け
有
料
。

券
を
も

っ
て
し
て
も
１
０
０
円
割
り
引
か
れ
る
だ
け
で
１
４
０
０
円
。
た
だ
し
最

も
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
簡
単
に
言
う
と
若
い
作
家
を
中
心
と
し
た
、

コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
斬
新
な
コ
ン
セ
プ
ト
。
絵
画
だ
け
で
な
く
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
中
で
も
最
も
秀
逸
だ
っ
た
の
が

「
で
き
や
よ
い
」
の
絵

「カ
ッ
ペ
リ
」
。
鮮
や
か
な
水
色
を
バ
ッ
ク
に
パ
ス
テ
ル
風
の
色
彩
の
花
が
ま
る
で

人
物
の
よ
う
に
、
色
を
指
で
広
げ
て
い
る
か
ら
そ
う
見
え
る
の
か
、
特
に
華
や
か

で
鮮
や
か
。　
一
瞬
で
目
が
離
せ
な
く
な
り
、
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い
た
く
な
る
。

そ
れ
か
ら
榎
忠
の
メ
タ
リ
ッ
ク
な
街
の
出
現
か
と
思
い
き
や
、
す
べ
て
廃
部
品
に

よ
る
展
示
も
あ
る
。
続
い
て
吉
村
芳
生
「ド
ロ
ー
イ
ン
グ
新
聞
。毎
日
」
。
こ
れ
は
、

印
刷
さ
れ
た
新
聞
を
す
べ
て
自
ら
の
鉛
筆
で
模
写
す
る
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
試
み
で
あ
る
。
写
真
も
す
べ
て
鉛
筆
で
写
す
の
だ
。
何
か
意
味
が
あ
る
の

か
。
し
か
し
意
味
を
問
い
始
め
た
ら
芸
術
の
存
在
意
義
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に

行
き
着
く
だ
ろ
う
。
横
山
裕

一
の

「ト
ラ
ベ
ル
」
。
機
械
的
で
、
極
力
特
徴
を
排

し
た
線
は
漫
画
の
範
疇
は
超
え
な
い
だ
ろ
う
。
四
谷
シ
モ
ン
の
少
女
人
形
。
唐
十

郎
の
赤
テ
ン
ト
で
有
名
だ

っ
た
。
小
道
具
も
そ
う
い
え
ば
ア
ー
ト
と
い
え
よ
う
。

他
に
も

「台
風
芸
術
」
な
る
展
示
も
あ
っ
た
。
台
風
接
近
を
模
し
て
ア
ー
ト
に
す

る
の
だ
。
台
風
が
来
る
ぞ
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
警
戒
す
る
と
同
時
に
、
子
供
の
頃

か
ら
言
い
よ
う
の
な
い
パ
ワ
ー
や
圧
倒
的
な
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
ワ
ク
ワ

ク
感
を
描
く
の
だ
。
大
型
扇
風
機
に
飛
び
上
が
り
舞
い
踊
る
各
国
の
お
金
。
バ
ッ

ク
に
は
六
本
木
の
実
際
の
街
並
み
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
の
５３
階
と
い
う
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
こ
そ
の
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
第

一
日
目
に

し
て
教
え
子
の
作
品
と
出
会

っ
て
し
ま

っ
た
。
長
谷
川
踏
太
君
と
ア
ー
ト
集
団

「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
作
品
で
あ
る
。
ぜ
ん
ぶ
ア
ナ
ロ
グ
の
時
計
が
７
つ
ほ
ど
円

形
の
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
時
間
が
動
く
。
た
と
え
ば
６
時
２９
分
か
ら
３０
分
。

す
る
と
長
針
と
短
針
が
ぴ

っ
た
り
合
う
。
こ
れ
は
い
わ
ば
シ
ン
ク
ロ
さ
れ
た
ダ
ン

ス
で
あ
る
。
幼
い
中
学
生
だ

っ
た
こ
ろ
の
純
粋
さ
を
思
い
起
こ
し
舌
を
巻
く
ば
か
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り
で
あ

っ
た
。
あ
と
は
、
写
真
で
示
さ
れ
る
の
だ
が
左
手
の
親
指
と
人
差
し
指

の
間
、
柔
ら
か
い
部
分
に
罫
線
を
引
い
て
、
最
も
効
率
的
な
覚
え
書
き
と
す
る
、

い
わ
ば

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
の
よ
う
な
作
品
ま
で
あ

っ
た
。
こ
の
初
日
、
５
館
ほ
ど

見
た
の
だ
が
、
何
よ
り
森
美
術
館
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
か

っ
た
。
美
術
も
映
画

や
演
劇
に
負
け
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
契
機
と
な

っ
た
。
以
後
、

当
館
の
主
だ
っ
た
展
覧
会
に
は
出
か
け
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
展
も
そ
う
だ

が
、
「
ア
ー
ト
は
心
の
た
め
に
あ
る
」
な
ど
の
企
画
展
が
ま
た
素
晴
ら
し
い
セ
ン

ス
な
の
だ
。
今
年
（
２
０
１
３
年
）
、
会
田
誠
の
個
展
の
開
催
も
あ
り
、

つ
い
に
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
購
入
す
る
ま
で
に
至

っ
て
し
ま
っ
た
。

２５
　
東
京
シ
テ
ィ
ビ

ュ
ー

同
じ
フ
ロ
ア
に
展
望
台
も
つ
い
て
い
る
。
六
本
木
の
ヒ
ル
ズ
か
ら
の
眺
め
は
高

い
。
東
京
タ
ワ
ー
も
近
い
。
加
え
て
、
こ
れ
も
追
加
料
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
そ
の
ま
た
上
の
屋
上
に
も
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
囲
む
か

た
ち
で
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
（木
造
）
に
な

っ
て
い
る
部
分
を
天
気
が
い
い
と
き
だ
け

歩
け
る
。
オ
ー
プ

ン
エ
ア
、
海
抜
２
８
０
メ
ー
ト
ル
の
景
色
と
い
う
の
は
ま
さ
に

壮
観
。
た
だ
し
、
風
が
吹
く
と
す
ぐ
閉
鎖
に
な
る
。
当
た
り
前
だ
。
こ
こ
か
ら
の

東
京
の
パ
ノ
ラ
マ
に
は
心
奪
わ
れ
た
。
近
年
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
東
京
タ

ワ
ー
が
コ
ラ
ボ
す
る
よ
う
に

一
望
で
き
る
。
東
京
タ
ワ
ー
は
至
近
距
離
に
あ
る
た

め
そ
の
迫
力
で
は
６
３
４
メ
ー
ト
ル
に
決
し
て
ひ
け
を
と

っ
て
い
な
い
。
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
方
角
に
は
高
い
ビ
ル
が
あ
り
下
半
身
が
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
の
か
。

１７
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館

「セ
ザ
ン
ヌ
４
つ
の
魅
力
」

さ
す
が
に
１
日
に
こ
れ
だ
け
見
る
と
す
で
に
満
腹
で
あ
る
。
さ
す
が
は
音
に
聞

こ
え
る
プ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
に
対
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
凄
さ
は
感
じ
て

い
る
も
の
の
も
う
別
腹
に
も
入
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
こ
は
自
分
が
都
立
高
校

の
時
代
に
美
術
の
課
題
で
訪
ね
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
早
足
で
駆
け

抜
け
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
の

「少
女
」
。
ふ
く
よ
か
な
少
女
の
姿
に
美
を
感
じ
、
思

い
を
よ
せ
た
か
ら
か
、
し
ば
ら
く
こ
こ
で
購
入
し
た
絵
葉
書
の
こ
と
を
思
い
起

こ
す
。
他
に
も
ピ
カ
ソ

「女
の
横
顔
」
、
セ
ザ
ン
ヌ

「サ
ン
ト
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー

ル
山
と
シ
ャ
ト
ー

。
ノ
ワ
ー
ル
」
な
ど
が
印
象
に
残

っ
た
。
た
だ
し
、
〈
印
象
派
〉

に
つ
い
て
明
確
に
意
識
す
る
の
は
も
う
少
し
後
の
こ
と
で
あ
る
。

【
１０
月
某
日
】
深
川
～
東
大
島
～
清
澄
白
河

（４
館
。
計
８
館
）

４０
　
江
東
区
芭
蕉
記
念
館

俳
句

・
俳
文
な
ら
ば
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
や
る
気

の
な
い
館
。
単
に
紙
の
コ
ピ
ー
、
印
刷
、
模
造
品
ば
か
り
。
も
と
も
と
こ
こ
は
入

場
料
が
１
０
０
円
な
の
だ
。
最
悪
の
評
価
だ
と
思
っ
た
が
外
に
出
る
と
芭
蕉
像
と

展
望
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
隅
田
川
の
光
景
が
広
が
る
。
展
望
台
と
銘
打
つ
ほ
ど
に
高

さ
は
な
い
も
の
の
、
文
字
ど
お
り
の
光
景
、
光
が
広
が
る
川
面
を
見
て
少
し
だ
け

評
価
を
上
げ
て
外
へ
出
る
。

４２
　
江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館

「江
東
区
の
た
か
ら
も
の
」

都
営
線
の
東
大
島
駅
に
降
り
た
の
は
初
め
て
。
日
曜
の
午
後
、
草
野
球
に
興
じ

る
歓
声
。
川
面
を
走
る
秋
風
。
建
物
は
立
派
。
中
に
は
原
寸
大
に
再
現
し
た
船
番

所
の
模
型
が
あ
る
。
近
づ
く
と
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
、
お
奉
行
様
が
説
明
を
始
め
る
。
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「
の
ぼ

っ
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
」
な
ど
注
意
も
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
々
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
感
じ
で
、
興
味
が
ほ
ん
の
少
し
だ
け
鎌
首
を
も
た
げ
る
。
こ
こ
に
は
絶
え

間
な
く
水
音
が
し
て
い
た
。
川
の
流
れ
が
船
の
舶
先
に
当
た
る
小
さ
な
音
で
あ

る
ｃ
繊
細
な
水
音
が
落
ち
着
き
を
生
み
出
し
て
い
る
。

４２
　
江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館

「堀
割
が
町
を
つ
く
る
」

こ
こ
も
ま
た
ど
う
せ
や
る
気
の
な
い
展
示
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
入
場
直
後

す
ぐ
の
パ
ネ
ル
展
示
。
江
東
区
ゆ
か
り
の
人
物
、
た
と
え
ば
，
伊
東
甲
子
太
郎
。

新
選
組
の
中
で
も
こ
の
程
度
か
、
と
進
む
。
順
路
を
た
ど
る
と
地
階
。
目
を
見
張

る
。
江
戸
の
町
並
み
が
再
現
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
東
京
博
物
館
ほ
ど
の
大
き
さ
は

な
い
も
の
の
、魚
屋
や
長
屋
の
風
景
が
実
に
よ
く
再
現
さ
れ
て
い
た
。
全
体
的
に
、

い
か
に
も
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
匂
い
が
立
ち
昇
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
舞
台

セ
ッ
ト
で
よ
く
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の

「汚
し
」
が
ま
た
見
事
。
た
だ
し
、
ラ
イ
ト

な
ど
、
文
字
幕
や
東
西
幕
な
ど
で
隠
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
。

４１

　

東

京

都

現

代

美

術

館

「
Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｅ

　

Ｆ

Ｏ

Ｒ

　

Ｙ

Ｏ

Ｕ

Ｒ

　

Ｆ

Ｕ

Ｔ

Ｕ

Ｒ

Ｅ

」

清
澄
白
河
名
物
の
こ
の
館
来
訪
は
３
回
目
。
現
代
美
術
館
な
ら
で
は
の
最
先
端

美
術
、
そ
の
秘
訣
は
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
だ
と
思
っ
た
。
最
も
感
動
し
た
の
が

「自

転
車
で
街
を
疾
走
す
る
」
ビ
デ
オ
映
像
。
疾
走
そ
の
も
の
の
目
線
で
撮
り
続
け
て

い
る
の
だ
。
実
際
に
街
を
、
止
ま
る
こ
と
な
く
１５
分
。
『大
脱
走
』
ふ
う
ジ
ヤ
ン

プ
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
あ
る
。
足
元
に
映
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
楽
し
い
錯
覚

も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
沢
尻
エ
リ
カ
の
１
０
０
変
化
写
真
も
あ
る
。
メ
イ
ク
で
化

け
る
の
だ
。
当
時
、
「別
に
」
で
話
題
。
看
護
婦
や
悪
魔
、
ア
ル
カ
イ
ダ
ふ
う
テ

ロ
リ
ス
ト
、
あ
し
ゅ
ら
男
爵
の
よ
う
に
顔
の
半
分
が
猫
、
な
ど
。
な
お
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
が
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
時
に

展
示
に
参
加
し
て
い
た
の
は
蛤
川
実
花
。
造
花
と
金
魚
。
ブ
レ
や
ピ
ン
ボ
ケ
を
最

大
限
に
生
か
し
て
い
る
。
の
ち
、蟷
川
と
沢
尻
は
映
画

『
ヘ
ル
タ
ー
ス
ケ
ル
タ
ー
』

で
監
督
と
主
演
と
し
て
コ
ン
ビ
を
組
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
マ
イ
ケ
ル

・
リ

ン
の
「花
柄
模
様
」
。
三
方
の
壁
に
鉛
筆
で
繊
細
に
。
奥
の

一
面
の
み
鮮
や
か
彩
色
。

ド
キ
ッ
と
す
る
。
鉛
筆
が
本
当
に
美
術
館
の
壁
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

の
だ
。
同
じ
く
、
「ポ
ツ
プ
道
１
９
６
０
Ｓ
１
２
０
０
０
Ｓ
」
で
は
、
特
別
公
開

の
岡
本
太
郎

「明
日
の
神
話
」
を
再
び
仰
ぎ
見
る
。
実
は
先
立
つ
こ
の
８
月
に
ジ

ブ
リ
の
美
術

。
男
鹿
和
雄
展
が
あ
り
、
す
で
に
見
て
い
た
。
没
後
、
幻
の
大
壁
画

が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ふ
れ
こ
み
の
も
と
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
大
々
的
に
報
道
さ

れ
て
い
た
の
だ
。
２
回
目
で
は
あ
つ
た
が
や
は
り
、
そ
の
巨
大
き
の
凄
味
と
色
と

形
の

「た
だ
も
の
で
は
な
い
」
感
に
圧
倒
さ
れ
る
。
美
術
が
身
近
に
な
っ
た
証
拠

か
、
い
ま
は
京
王
線
渋
谷
駅
へ
の
連
絡
通
路
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
岡
本
太
郎
の
言

葉
を
ひ
と
つ
引
用
し
て
お
こ
う
。
「う
ま
く
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
き
れ
い
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
ち
よ
く
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
ア
ン
デ
ィ
ー

・
ウ
オ
ー

ホ
ー
ル
の
著
名
な
モ
ン
ロ
ー
色
違
い
や
奈
良
美
智
の
性
悪
説
の
よ
う
な
子
供
の

顔
。
顔
と
言
え
ば
、
人
形
に
人
間
の
顔
、
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
鞄
の
中
に
投
影

さ
れ
た
立
体
の
顔
が
呻
い
て
い
る
映
像
。
普
通
の
人
形
な
が
ら
顔
が
リ
ア
ル
な
の

で
気
持
ち
が
悪
い
。
そ
の
他
、
こ
の
あ
と
魅
了
さ
れ
る
会
田
誠

「美
し
い
旗
」
（「戦

争
画
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
の
１
枚
）
と
出
会
う
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
に
大

極
旗
と
夏
服
セ
ー
ラ
ー
服
に
日
の
丸
の
対
峙
。
劇
画
の
よ
う
な
描
線
と
、
ス
ラ
ッ

と
背
筋
の
伸
び
た
美
し
さ
。
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い
た
い
と
思
わ
せ
る
崇
高

さ
。
深
い
精
神
性
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
。
そ
れ
か
ら
、
な
り
き
り
美
術
家

・
森

村
泰
昌
に
出
会
う
。
「批
評
と
そ
の
愛
人
」
。
リ
ン
ゴ
に
自
ら
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
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て
い
る
。

【
Ｈ
月
某
日
】
上
野
　
５
館

（計
１３
）

０８
　
下
町
風
俗
資
料
館

江
戸
期
か
ら
今
度
は
大
正
～
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
ヘ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
。
も
ち
ろ

ん
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
懐
か
し
い
。

上
野
に
も
大
仏
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
啄
木
の
歌
に
も
出
て
く
る
稜
雲
閣
は
、
関
東

大
震
災
で
上
階
が
壊
れ
、
倒
壊
防
止
の
た
め
に
意
図
的
に
破
壊
さ
れ
た
そ
う
だ
。

０４
　
東
京
都
美
術
館

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
展
」

音
声
ガ
イ
ド
が
あ
る
と
こ
ろ
は
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。
こ
の
館
も
檀
れ
い
に

よ
る
５
０
０
円
。
森
美
術
館
は
無
料
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
も
素
晴
ら
し
い
美
声
で

文
句
な
し
。
耳
か
け
式
も
優
し
い
。
い
ろ
ん
な
情
報
と
い
う
よ
り
、
絵
に
関
す
る

周
縁
事
実
が
興
味
深
い
。
ガ
イ
ド
を
聞
く
と
、
絵
が
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
と

し
て
完
全
に
立
ち
上
が

っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
の
だ
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術

館
と
は
、
前
の
階
段
を
ロ
ッ
キ
ー
が
映
画
の
中
で
駆
け
上
が

っ
た
場
所
。
こ
の
展

覧
会
の
自
眉
は
ド
ロ
テ
ア

・
タ

ニ
ン
グ

「誕
生
日
」
。
こ
ち
ら
を
キ
ッ
と
晩
み
つ

け
る
女
性
。
右
手
に
は
た
く
さ
ん
の
扉
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
に
が
誕
生
日
な
の

か
。
そ
う
、
こ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ド
ア
を
く
ぐ

っ
て
い
く
端
緒
と
し
て
の
誕
生

日
だ
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
。
ス
ヵ
ｌ
卜
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
茨
に
は
、
ま
る

で
彼
女
の
将
来
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
。
加
え
て
、
白
い
女
も
ま
と
わ
り
つ

い
て
い
る
。
幻
想
的
で
す
ら
あ
り
、
現
実
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
続
い

て
ダ

ニ
エ
ル

・
ガ
ー
バ
ー

「室
内
、
朝
の
光
」
。
巨
大
な
窓
、
左
側
に
手
紙
を
読

む
少
女
。
テ
ー
マ
は
光
、
ひ
た
す
ら
光
。
彼
女
の
衣
服
を
通
し
て
透
き
通
る
光
さ

え
も
描
か
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ー

「
テ
ル
ニ
の
山
羊
飼
い
」
。
画
面
中
央
に
大
き
く

Ｖ
字
に
開
い
た
真
ん
中
の
光
が
際
立
つ
。
山
羊
や
人
間
は
あ
く
ま
で
そ
の
光
の
守

護
者
で
し
か
な
い
。
ホ
ア
キ
ン
・
ソ
ロ
ー
ニ
ャ

「幼
い
両
生
類
た
ち
」
。
海
辺
で

戯
れ
る
二
人
の
男
の
子
。
後
ろ
を
向
い
て
お
し
ゃ
ま
な
感
じ
を
与
え
る
日
傘
の
姉

（
？
）
。
微
笑
ま
し
い
光
景
。
男
の
子
の
裸
の
尻
の
丸
み
が
丸
く
て
よ
い
。
ジ
ョ
ー

ジ
ア
・オ
キ
ー
フ

「ピ
ン
ク
の
地
の
上
の
２
本
の
カ
ラ
ー
ツ
リ
ー
」
。
花
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
。
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
い
と
作
者
が
強
弁
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
そ
の
意

味
は
強
ま
る
だ
ろ
う
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ

ッ
ホ
も
他
に
登
場
。
満
足
の
展
覧
会
。

近
い
将
来
、
現
地
に
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
た
い
美
術
館
で
あ
る
。

０５
　
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂

上
野
の
森
の
中
で
も
、
こ
ん
な
企
画
で
も
な
い
か
ぎ
り
絶
対
に
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
所
。
展
示
に
は
ま
っ
た
く
も

っ
て
感
心
し
な

い
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
史
に
も
ま
っ
た
く
興
味
は
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
。
明
治

２３
年
建
造
と
い
う
ホ
ー
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
ミ
シ
ミ
シ
と
音
が
す
る
。
ピ

ア
ノ
の
音
が
聞
こ
え
る
。
練
習
も
兼
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
学
生
と
い
う
に

は
少
々
と
う
の
た
っ
た
女
性
が
練
習
中
。
座
席
に
腰
掛
け
、
し
ば
し
音
を
聴
く
。

感
想
に
変
更
点
は
な
い
。

０３
　
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

「岡
倉
天
心
―
―
藝
術
教
育
の
歩
み
」

岡
倉
天
心
。
藝
大
の
創
設
に
関
わ

っ
た
人
物
の
ひ
と
り
だ
と
い
う
。
し
か
も
自

分
の
書
い
た
も
の
で
は
な
い
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
煙
草
を

喫

っ
て
い
る
姿
の
絵
が
あ
る
。
眼
光
鋭
い
。
猿
回
し
や
不
動
の
迫
力
の
眼
差
し
が

あ
る
。
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０９
　
書
道
博
物
館

常

＆

「中
村
不
折
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ー
肉
筆
の
美
　
隋

・
唐
代
」

漱
石
と
も
交
流
が
あ

っ
た
中
村
不
折
の
旧
家
が
博
物
館
と
な

っ
た
。
千
年
以
上

前
の
独
特
の
字
体
を
見
る
。
そ
れ
だ
け
。
こ
の
日
５
館
日
、
さ
す
が
に
疲
れ
て
し

ば
し
館
内
ベ
ン
チ
に
座
る
。

【
Ｈ
月
某
日
】
西
新
宿
～
六
本
木
　
６
館
＋
１

（計
１９
）

３４
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

［Ｉ
Ｃ
Ｃ
］

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｉ
‐ｆ
ｌ
ｕ
ｉ
ｄ
、
ｉ
ｎ
Ｖ
ｉ
Ｓ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
、
・ｌ
ｎ
ａ
ｕ
ｄ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
…
…
」

新
国
立
劇
場
目
的
以
外
で
初
め
て
訪
れ
た
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
。
閑
散
。
意
外

な
空
間
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
周
り
に
人
が
い
な
い
の
に
、
入
口
で
は

「混
み
ま

す
よ
。

コ
イ
ン
ロ
ツ
カ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
。
確
か
に
中
に
人
は
い
た
。　
一

種
の
宗
教
的
体
験
。
坂
本
龍

一
と
高
谷
史
郎
。
音
楽
と
、
水
槽
に
移
さ
れ
た
映
像
。

暗
い
空
間
に
２
メ
ー
ト
ル
四
方
、
３０
セ
ン
チ
高
の
水
槽
が
３
×
３
。
水
槽
内
部
に

人
工
的
な
霧
。
透
過
と
不
透
過
を
つ
な
ぐ
流
動
的
パ
タ
ー
ン
ｃ
水
と
霧
の
織
り
な

す
パ
タ
ー
ン
を
通
過
す
る
こ
と
で
絶
え
ず
融
解
さ
れ
る
。
抽
象
と
具
象
の
あ
い
だ

を
、
可
視
と
不
可
視
の
境
界
を
、
聴
き
と
れ
る
も
の
と
聴
き
と
れ
な
い
も
の
の
あ

わ
い
を
た
ゆ
た
い
続
け
る
の
だ
。
映
像
の
中
身
は
た
と
え
ば
、
人
型
の
シ
ル
エ
ッ

ト
、
動
か
な
い
。
数
字
の
羅
列
。　
一
面
を
覆
い
つ
く
す
。
水
、
雲
。
戦
争
、
判
然
。

意
志
を
投
げ
る
民
衆
。
宇
宙
の
果
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
羅
列
。
め
ま
い
を
覚

え
る
。
４０
～
５０
分
は
い
た
だ
ろ
う
か
。
履
き
古
し
た
靴
を
枕
に
横
た
わ
っ
て
見
て

い
た
。
た
と
え
坂
本
龍

一
で
あ
ろ
う
と
絶
対
パ
ス
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
、
思
わ

ぬ
拾
い
も
の
と
感
じ
た
。

３３
　
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「北
欧
モ
ダ
ン
　
デ
ザ
イ
ン

＆

ク
ラ
フ
ト
」

前
者
と
同
じ
建
物
な
が
ら
感
想
は
真
逆
。
奇
怪
な
椅
子
を
ど
う
し
ろ
と
い
う
の

だ
。
観
て
楽
し
む
か
ら
ア
ー
ト
な
の
か
。
北
欧
漫
画
界
の
巨
匠
だ
か
ら
か
、
「ム
ー

ミ
ン
」
の
ト
ー
ベ

・
ヤ
ン
ソ
ン
も
イ
ラ
ス
ト
で
登
場
し
て
き
た
。

３２
　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児
美
術
館

「
ベ
ル
ト

・
モ
リ
ゾ
」
＆

常

ベ
ル
ト

・
モ
リ
ゾ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

〈
最
も
美
し
き
印
象
派
画
家
〉
。

女
性
な
ら
で
は
の
家
族
、
特
に
愛
す
る
娘
を
描
い
た
作
品
が
多
か
っ
た
。
「寓
話
」

乳
母
（
お
手
伝
い
）
と
小
さ
な
娘
が
向
か
い
合

っ
て
い
る
。
絵
本
を
読
み
間
か
せ

る
の
で
あ
ろ
う
か
、
色
彩
と
と
も
に
す
べ
て
が
愛
ら
し
い
。
「夢
見
る
ジ

ュ
リ
ー
」

モ
デ
ル
で
あ
る
上
記
の
娘
の
成
長
し
た
姿
。
も
と
も
と
の
美
貌
に
加
え
、
頬
杖

つ
い
た
姿
が
凛
々
し
く
も
美
し
い
。
「
モ
ル
ク
ー
ル
の
リ
ラ
の
本
」
母
と
娘
二
人

の
遠
景
。
優
し
い
眼
差
し
を
感
じ
る
。
あ
ま
リ
リ
ア
ル
で
は
な
い
夢
幻
の
感
じ
。

そ
し
て
、
常
設
展
の
ほ
う
で
ゴ

ッ
ホ

「
ひ
ま
わ
り
」
を
見
る
。
購
入
価
格
５６
億
円

は
と
も
か
く
、
や
は
り
た
だ
な
ら
ぬ
迫
力
を
味
わ
う
。
立
ち
上
が

っ
て
く
る
油
絵

の
具
の
筆
跡
、
ゴ
ッ
ホ
独
特
の
タ
ッ
チ
を
初
め
て
認
識
。
魅
了
さ
れ
る
。

２７
　
泉
屋
博
古
館

分
館

六
本
木

一
丁
目
は
香
港
テ
イ
ス
ト
、
坂
を
ひ
た
す
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
上
が

る
と
建
物
。
中
は
た
し
か
に
き
れ
い
な
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
感
興
を
覚
え
る
こ

と
は
な
い
日
本
画
。
「群
貝
」
と
い
う
、
波
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
貝
、
複
数
の
姿

を
描
い
た
作
品
だ
け
に
唯

一
感
心
。
精
密
で
あ

っ
た
。
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２８
　
大
倉
集
古
館

「富
岡
鉄
斎
展
」

富
岡
鉄
斎
の

「高
歳
」
と
い
う
書
。
上
に
は
日
の
丸
の
赤
（大
正
４
年
の
作
）

や
常
設
の
大
き
な
仏
像
な
ど
を
見
る
。
雰
囲
気
は
静
か
す
ぎ
て
あ
ま
り
好
み
で
は

な
い
。

２６
　
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

「鳥
獣
戯
画
が
や
っ
て
き
た
１
」

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
移
動
。
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
と
は
違
っ
て
ま
だ
ま
だ
新
し

く
、
人
出
も
目
立
つ
。
展
示
品
は
漫
画
の
よ
う
な
扱
い
な
の
だ
ろ
う
が
放
屁
な
ど

下
品
な
描
写
も
目
立
っ
て
い
た
。

○
国
立
新
美
術
館

「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ー

牛
乳
を
注
ぐ
女
と
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
展
」

こ
れ
は
パ
ス
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
名
作

「牛
乳
を
注
ぐ
女
」
は
必

見
の
名
作
と
い
う
こ
と
で
。
黄
色
、
エ
プ
ロ
ン
の
青
、
赤
。
な
か
で
も
特
に
独
特

の
青
（
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ル
ー
）
に
魅
せ
ら
れ
る
。
光
だ
け
で
な
く
、
パ
ン
の
質
感
。

精
緻
さ
は
ひ
と
つ
の
写
真
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
絵
は
有
名
な
ほ
ど
に
は
そ
ん
な

に
大
き
く
は
な
い
の
だ
。
見
学
場
所
は
絵
を
正
面
に
、
最
前
列
は
常
に
動
い
て

ゆ
っ
く
り
お
進
み
く
だ
さ
い
、
と
い
う
ェ
リ
ア
。
立
ち
止
ま
っ
て
ゆ
っ
く
り
鑑
賞

で
き
る
ほ
う
は
少
し
距
離
が
あ
る
。
い
ま
だ
か
つ
て
１
枚
の
絵
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
二
度
見
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
ほ
ど
。
何
度
も
最
前
列
を
往

復
す
る
。
五
度
見
ま
で
は
数
え
た
。
ま
さ
に
名
作
と
い
わ
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ

る
。
他
の
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
に
は
あ
ま
り
感
心
せ
ず
。
そ
れ
だ
け
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

が
光
っ
て
い
た
。
唯

一
、
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル

・
ヴ
ァ
ー
イ

「ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
孤
児
院
の
少
女
」
が
横
向
き
、
窓
の
光
の
な
か
、　
一
心
不
乱
に
本
を

読
む
光
景
は
実
に
美
し
い
。

【
Ｈ
月
某
日
】
新
宿
～
両
国
　
２
館

（計
２１
）

３７
　
新
宿
歴
史
博
物
館
　
常

＆

「夏
目
漱
石
と
新
宿
の
文
学
者
た
ち
」

塩
原
姓
の
話
、
芥
川
の
柳
川
姓
と
と
も
に
家
庭
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
文
学

者
の
こ
と
を
思
う
。
他
に
は
、
都
電
や
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ

ュ
な
ど
昔
の
新
宿
の
繁

華
街
ぶ
り
を
知
る
。

３９
　
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

「文
豪

・
夏
目
漱
石
―
―
そ
の
こ
こ
ろ
と
ま
な
ざ
し
」

こ
ち
ら
も
漱
石
。
入
場
す
る
と
い
き
な
り
人
形
。
声
、
音
声
に
よ
る
復
元
。
穏

や
か
な
印
象
。
前
述
の
歴
史
博
物
館
と
同
じ
も
の
も
い
く
つ
か
。
印
象
的
な
の
は

デ
ス
マ
ス
ク
。
「
こ
こ
ろ
」
の
冒
頭
部
分
。
養
父
と
五
歳
時
の
写
真
も
あ
り
。

【
Ｈ
月
某
日
】
府
中
～
八
王
子
　
４
館

（計
２５
）

５１
　
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
　
常

＆

「玉
川
上
水
と
分
水
」

建
築
物
が
ア
ー
ト
と
な
る
。
こ
う
い
う
展
示
物
は
愛
知
の
明
治
村
以
来
か
。

１
９
２
９
年
の
建
物
を
移
築
し
た
銭
湯
な
ど
、
変
わ
っ
た
印
象
を
持
つ
。
見
た
こ

と
も
な
い
も
の
に
対
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
い
え
る
か
。
玉
川
上
水
展
に
も
引
か

れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
心
中
し
た
作
家
の
こ
と
な
ど
は
全
く
出
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
に

「木
樋
」
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
は
驚
い
た
。

５３
　
府
中
市
美
術
館
　
「キ
ス
リ
ン
グ
展
」
＆
常

描
線
が
濃
い
。
漫
画
的
な
線
と
も
い
え
る
。
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
華
」
と
い
う

副
題
。
こ
ち
ら
を
キ
ッ
と
見
つ
め
る
像
が
迫
る
。
な
か
で
は

「女
優
エ
デ
ィ
ッ
ト
・

メ
ラ
の
肖
像
」
が
ピ
カ
イ
チ
。
扇
情
的
で
美
し
い
。
ま
た
、
常
設
展
の
清
宮
督
文
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「夏
の
終
わ
り
」
。
筋
雲
と
海
を
前
に
向
か
う
少
女
の
後
ろ
姿
は

一
幅
の
詩
と
い
え

よ
う
。

５５
　
多
摩
動
物
公
園

「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
に
は

「美
術
館

・
博
物
館
な
ど
」
と
あ
る
。
そ
の

「な
ど
」

は
こ
こ
。
動
物
園
ま
で
つ
い
て
い
る
の
だ
。
ラ
イ
オ
ン
バ
ス
に
ラ
イ
オ
ン
を
引

き
寄
せ
る
た
め
、
餌
と
な
る
ベ
ー
コ
ン
は
常
に
窓
枠
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
い
る
。

コ
ア
ラ
は
木
に
つ
か
ま
っ
て
寝
て
い
る
。
器
用
な
こ
と
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

５６
　
八
王
子
市
夢
美
術
館

「ポ

ッ
プ
ア
ー
ト
　
【
ｏ
ｏ
Ｑ
∽
↓

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｑ
∽
」

先
の
東
京
都
現
代
美
術
館
に
比
べ
る
と
残
念
な
が
ら
規
模
も
作
品
の
力
も
乏

し
い
。
同
じ
キ
ー
ス

・
ヘ
リ
ン
グ
に
ア
ン
デ
ィ

・
ウ
オ
ー
ホ
ー
ル
、
リ
キ
テ
ン
ス

タ
イ
ン
な
ど
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
コ
レ
、
と
い
う
も
の
が
な
い
。

ヘ
リ
ン
グ
の
二

人
の
頭
が
重
な

っ
て
ハ
ー
ト
型
に
な

っ
て
い
る
と
か
、
シ
ャ
レ
て
い
る
の
だ
が
。

【
Ｈ
月
某
日
】
国
立
競
技
場
～
上
野
　
３
館
＋
１

（計
２８
）

３６
　
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館

〈
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
で
重
要
な
こ
と
は
、
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、
参
加
す
る

こ
と
で
あ
る
。
人
生
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
成
功
す
る
こ
と
で
な
く
努
力

す
る
こ
と
で
あ
る
。
根
本
的
な
こ
と
は
、
征
服
し
た
か
ど
う
か
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
よ
く
闘
っ
た
ど
う
か
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
え
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
っ
そ
う
強
固
な
、
い
っ
そ
う
激
し
い
、
し
か
も
よ
り
慎
重
に
し
て
寛
大

な
人
間
性
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
〉
（オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
父
と
呼
ば
れ

る
ピ
エ
ー
ル

・
ド

・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
＝
仏
＝
の
言
葉
）
。
最
初
の

一
文
だ
け

で
な
く
、
あ
と
に
続
く
言
葉
を
し

っ
か
り
と
知
る
。
意
味
の
広
汎
性
を
感
じ
る
ｃ

他
に
も
五
輪
の
旗
が
順
に
青
黄
黒
緑
赤
の
順
だ
と
い
う
。
展
示
に
よ
り
同
じ
金
メ

ダ
ル
も
形
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
な
お
、
当
日
は
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め

国
立
競
技
場
の
中
に
は
入
れ
な
か

っ
た
。
翌
年
３
月
、
入

っ
て
み
た
。
風
の
中
、

遠
く
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
優
し
く
も
軽
快
な
音
楽
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
遠
く

近
く
都
内
の
建
物
を
見
る
。
桜
が
近
い
、
春
の
匂
い
が
充
満
し
て
い
て
快
適
な
競

技
場
見
学
だ
っ
た
。

０７
　
上
野
の
森
美
術
館

「
シ
ャ
ガ
ー
ル
展
」

〈
２０
世
紀
最
大
の
画
家
の
ひ
と
り
、
色
彩
の
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
〉
と
銘
打
た
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
小
さ
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ

こ
ま
で
い
ろ
ん
な
絵
を
見
て
き
た
が
、
マ
ル
ク

・
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
小
さ
な
リ
ト
グ

ラ
フ
で
あ
り
、
満
足
に
は
遠
い
。
大
画
面
に
慣
ら
さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
視
聴
が
、
旅
先
で

小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
中
身
が
肝
心
で
あ
ろ

う
。
で
も
、
ブ
ル
ー
の
色
彩
、
女
の
子
た
ち
の
群
舞

「パ
レ
ー
ド
」
と
、
ほ
と
ん

ど
青
の
全
身
像
が
バ
ッ
ク
に
溶
け
込
み
、
加
え
て
赤
と
緑
あ
り
の

「ア
ル
ル
カ
ン
」

だ
け
が
よ
か
っ
た
か
。
音
声
ガ
イ
ド
が
な
い
の
も
残
念
。

○
国
立
西
洋
美
術
館

「ム
ン
ク
展
」

直
前
の
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
比
較
し
て
よ
り
興
味
深
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
不

吉
。
そ
の
理
由
を
認
識
し
た
。
ム
ン
ク
と
言
え
ば
ド
ク
ロ
な
の
だ
。
白
目
と
黒
目

で
は
な
く
、
す
べ
て
黒
と
い
う
よ
リ
ス
コ
ン
と
抜
け
て
し
ま

っ
て
い
る
。
〈
生
命

の
フ
リ
ー
ズ
〉
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
う
ね
っ
た
よ
う
な
描
線
と
川
の
橋
の

上
と
い
う
作
品
群
。
個
々
独
立
で
な
く
全
体
と
し
て

一
つ
の
作
品
だ
と
い
う
考
え
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方
。
有
名
な
「叫
び
」
も
連
作
で
あ

っ
た
と
い
う
点
は
驚
き
。
「叫
び
」
「不
安
」
「絶

望
」
と
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
で

「叫
び
」
は
コ
ピ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
大
だ
け
で
あ
っ

た
。
本
物
で
な
い
の
は
や
は
り
残
念
。

０２
　
東
京
国
立
博
物
館

「大
徳
川
展
」

入
場
口
近
く
に
い
き
な
り

「金
扇
馬
印
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
３
メ
ー
ト

ル
近
く
あ
る
黄
金
の
扇
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
徳
川
幕
府
の
威
容
を
実
感
す
る
。

３
０
０
年
前
の
宝
物
。
漆
、
黄
金
、
め
で
た
い
色
ば
か
り
だ
。
展
示
終
了
日
が

近
く
大
混
雑
で
あ
っ
た
。

【
Ｈ
月
某
日
】
青
山
～
新
宿
～
上
野
　
６
館

（計
３４
）

○
岡
本
太
郎
記
念
館

も
と
も
と
個
人
の
ア
ト
リ
エ
。
狭
く
雑
然
。
そ
れ
こ
そ
岡
本
太
郎
。
「座
る
こ

と
を
拒
否
す
る
椅
子
」
な
ど
も
あ
る
。
と
に
か
く
パ
ワ
ー
が
溢
れ
て
い
る
。
太

陽
の
塔
な
ど
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
本
物
を
見
た
く
な

っ
た
。

大
阪
へ
の
思
い
を
抱
く
。

３５
　
古
賀
政
男
音
楽
博
物
館

古
賀
邸

へ
の
道
の
石
畳
を
再
現
し
た
と
い
う
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
。
横
に

は
小
さ
な
映
像
。
桜
の
揺
れ
る
さ
ま
や
蝉
の
鳴
き
声
。
幾
多
の
歌
手
や
作
曲
家

が
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
足
を
置
く
と
曲
（歌
付
き
）

が
流
れ
る
と
い
う
趣
向
は
近
未
来
に
お
い
て
応
用
可
能
に
な
る
か
。

Ｈ
　

一
葉
記
念
館

こ
こ
は
ま
だ
新
築
の
建
築
物
が
自
眉
。
１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
３
階
ま
で

す
べ
て
斜
め
に
階
段
が
通
り
、
上
が

っ
て
い
く
に
つ
れ
て
説
明
が
深
ま
る
と
い

う
仕
組
み
。
人
形
で
作
品
を
示
し
て
い
る
。
地
下
に
は
化
粧
室
や
講
演
会
場
に

も
な
る
小
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
樋
口

一
葉
。
本
名
な

つ
。
２４
歳
の
若
さ
で
夭
折
。

い
ま
五
千
円
札
。
医
者
嫌
い
で
病
院
に
行
く
の
は
拒
否
し
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、

命
日
２３
日
を
前
に
３
日
間
の
無
料
公
開
日
に
あ
た
っ
て
い
て
人
が
多
か

っ
た
。

１０
　
朝
倉
彫
塑
館

ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
て
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
階
段
上
へ
。
再
開
発
中
の
日
暮

里
を
見
る
屋
上
見
学
が
快
か
っ
た
。　
一
階
に
あ
る
裸
の
１３
、
４
歳
の
少
年
。
百

年
近
く
前
だ
が
、
日
玉
が
入
っ
て
い
る
た
め
黒
い
プ
ロ
ン
ズ
像
な
が
ら
リ
ア
ル
。

０６
　
恩
賜
上
野
動
物
園

中
学
国
語
の
教
材
に

「変
わ
る
動
物
園
」
と
い
う
説
明
文
が
あ
る
。
檻
、
柵

と
い
う
従
来
に
捉
わ
れ
な
い
、
共
生
施
設
と
し
て
の
動
物
園
。
そ
う
い
っ
た
概

念
を
明
確
に
理
解
で
き
た
。
生
態
系
に
合
わ
せ
て
、
共
生
し
て
い
る
動
物
た
ち
。

そ
ん
な
な
か
、
ゴ
リ
ラ
が
バ
ナ
ナ
を
取
り
に
行
く
。
す
る
と
乗

っ
た
台
が
体
重

計
で
そ
の
場
で
体
重
を
測

っ
て
見
物
人
に
知
ら
せ
る
な
ど
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。

演
出
に
関
し
て
。
入
口
入

っ
て
す
ぐ
に
パ
ン
ダ
と
い
う
の
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス

が
す
ぐ
来
て
し
ま
う
ド
ラ
マ
の
よ
う
で
よ
ろ
し
く
な
い
の
で
は
。
も
ち
ろ
ん
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
人
が
集
ま
り
や
す
い
人
気
の
場
所
な
の
だ
ろ
う
け
ど
、

願
わ
く
ば
奥
で
会

い
た
い
。
ま
た
、
行
列
が
曲
が
り
く
ね

っ
て
い
て
列
の
途
中

で
も
姿
が
垣
間
見
え
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
の
か
。
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０１
　
国
立
科
学
博
物
館

「大
ロ
ボ
ッ
ト
博
」

ロ
ボ
ッ
ト
を
か
ら
く
り
人
形
に
見
立
て
、
歴
史
的
に
考
察
し
て
い
く
。
発
想

の
冴
え
。
三
菱
の
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
や
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
車
型
や
演
奏
型
の

ロ
ボ
ッ
ト
。
愛
知
万
博
を
思
い
起
こ
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
実

は
初
対
面
。
他
に
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
シ
ョ
ウ
が
印
象
的
（提
供
は
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
）
。

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
普
通
に
い
る
未
来
の
家
庭
と
い
う
設
定
。
息
子
に
と
っ
て
は
サ
ッ

カ
ー
の
キ
ッ
ク
の
相
手
。
蹴
る
動
き
の
で
き
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
。
娘
と

一
緒
に
ダ
ン

ス
の
試
行
錯
誤
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
は
踊
れ
も
す
る
の
だ
。
母
の
替
わ
り
に
友

達
に
飲
み
物
を
出
す
。
し
か
も
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
好
み
の
飲
み
物
を
識
別

・

記
憶
し
て
い
る
。
父
の
鍵
を
下
の
駐
車
場
ま
で
届
け
る
。
歩
け
る
の
だ
。
走
る
ま

で
い
か
な
い
け
れ
ど
早
歩
き
は
で
き
る
。
し
か
も
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
か
け
て
別
方

向
に
行
き
そ
う
に
な
る
と
い
う
演
出
も
施
さ
れ
て
い
た
。

１４
　
東
京
国
立
近
代
美
術
館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

カ
メ
ラ
な
ど
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
機
材
に
は
興
味
が
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
映
画
フ
ィ
ル
ム
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
他
に
も
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
そ
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
大
藤
信
郎

が
日
本
の
ア
ニ
メ
界
黎
明
期
の
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

【
Ｈ
月
某
日
】
竹
橋
　
３
館

（計
３７
）

１５
　
科
学
技
術
館

ひ
た
す
ら

「理
科
」
「科
学
」
「技
術
」
。
こ
こ
に
も
愛
知
万
博
の
影
あ
り
。
日

立
の
パ
ビ
リ
オ
ン
的
な
ユ
ビ
キ
タ
ス
シ
ス
テ
ム
が
す
で
に
導
入
。
入
国
の
案
内
ロ

ボ
ッ
ト
と
の
対
話
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
最
先
端
技
術
と
対
面
。
た
と
え
ば
未
来

の
通
信
シ
ス
テ
ム
。
す
べ
て
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
と
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
何

と
で
も
、
と
い
う
点
が
目
新
し
い
。
他
に
も
壁

一
面
の
Ｔ
Ｖ
画
面
が
楽
器
に
な
っ

た
リ
ボ
ー
ル
遊
び
し
た
り
、
な
ど
。

１３
　
東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館

「
工
芸
館
３０
年
の
あ
ゆ
み
」

工
芸
品
に
興
味
は
乏
し
い
。
芸
術
の
王
道
の
ひ
と
つ
と
は
思
う
け
れ
ど
自
分
に

は
遠
い
。
い
わ
ば
名
作
選

・
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
的
な
展
示
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

食
指
が
動
か
な
い
。
唯

一
、
四
谷
シ
モ
ン
の
少
女
人
形
は
こ
こ
で
も
異
彩
を
放

っ

て
い
た
。

１６
　
山
種
美
術
館

「秋
の
彩
り
―
―
小
林
古
径
他
」

日
本
画

・
水
墨
画

・
風
景
画
に
も
あ
ま
り
興
味
を
持
て
な
い
自
分
を
自
覚
し
て

き
た
。
魅
か
れ
る
の
は
洋
画

。
人
物
画

・
美
人
画
だ
。
唯

一
、
東
山
魁
夷
に
は

感
心
す
る
。
遠
く
か
ら
見
て
も
、
こ
の
人
の
作
品
だ
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
感
じ
る
。
似
て
い
る
作
品
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
す
ぎ
な
い
。
古
典
と
し
て
遺

っ
て

い
る
も
の
は
す
べ
て
そ
う
だ
と
も
い
え
る
か
。
こ
こ
で
は
３
月
に

「春
の
め
ざ

め
―
―
大
観
他
」
を
見
る
。
横
山
大
観
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

「大
き
く
観
る
」

こ
と
の
で
き
る
巨
大
さ
が
よ
い
。
し
か
し
他
は
早
歩
き
で

一
瞥
。
日
本
画
に
は
合

わ
な
い
。

【
Ｈ
月
某
日
】
世
田
谷
～
横
浜
　
３
館
＋
１

（計
４０
）

２９
　
世
田
谷
美
術
館

「パ
ラ
オ
ー
ー
ふ
た
つ
の
人
生
　
鬼
才

。
中
島
敦
と
日
本
の

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
・
土
方
久
功
展
」

世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
さ
す
が
は
世
田
谷
。
展
示
の
仕
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方
も
凝
っ
て
い
る
。
洒
落
て
い
る
。
普
通
の
紙
に
よ
る
展
示
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
け

れ
ど
も
、
観
覧
者
の
接
近
を
察
知
し
て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
壁
に
も
投
影
さ
れ

る
。
壁

一
杯
で
と
て
も
読
み
や
す
い
。
こ
こ
で
感
心
し
た
の
は
中
島
敦
が
息
子

・

桓
に
寄
せ
た
南
洋
か
ら
の
絵
ハ
ガ
キ
。
愛
情
に
溢
れ
、
端
正
な
肉
筆
で
あ

っ
た
。

こ
の
人
は
原
稿
も
端
正
で
あ
っ
た
。
南
洋
へ
の
出
張
は

一
年
足
ら
ず
。
そ
れ
で
も

夭
逝
し
た
中
島
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
お
お
ら
か
さ
、
巧

ま
ざ
る
ユ
ー
モ
ア
な
ど
を
思
い
出
す
。
土
方
の
絵
も
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

ゴ
ー
ギ
ヤ
ン
と
い
う
よ
り
漫
画
の
よ
う
で
は
あ
っ
た
が
。
他
に
も

「夢
か
ら
の
贈

り
物
―
―
ル
オ
ー
、
ル
ド
ン
、
長
谷
川
潔
、
駒
井
哲
郎
」
展
示
も
あ
り
。
同
じ
ア

ン
グ
ル
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返
し
が
あ
り
、
少
々
疲
れ
た
。

３〇
　
五
島
美
術
館

ま
っ
た
く
面
白
く
な
い
釜
展
。
幾
何
学
模
様
の
釜
と
い
わ
れ
て
も
閉
口
。
運
慶

作
と
言
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
な
い
明
王
像
は
大
迫
力
。
庭
園
は
山
道
と
見
ま
が

う
ほ
ど
の
規
模
。
仏
像

。
地
蔵
が
そ
こ
か
し
こ
に
。
見
晴
台
は
そ
れ
ほ
ど
の
見
晴

ら
し
と
は
思
え
な
い
。
唐
突
に
二
子
玉
川
へ
の
東
急
線
が
近
く
を
横
切
り
、
山
道

で
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
も
ら
え
る
。

３１
　
世
田
谷
文
学
館

常

＆

「植
草
甚

一
／
マ
イ

・
フ
ェ
イ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト

・
シ
ン
グ
ス
」

入
館
す
る
や
９０
年
代
初
頭
か
ら
敬
愛
す
る
絹
谷
幸
二
の
絵
画
が
あ
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
る
。
意
外
な
出
会
い
は
熱
を
上
げ
る
。
世
田
谷
ゆ
か
り
の
文
学
者

に
つ
い
て
の
展
示
。
沢
木
耕
太
郎

「散
歩
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
の
原
稿
用
紙
。

そ
の
端
正
な
文
字
。
逆
に
以
前
居
住
し
て
い
た
と
い
う
寺
山
修
司
の
文
字
は
丸
く

て
味
が
あ
る
。
横
溝
正
史
の
角
川
文
庫
版
の
旧
版
表
紙
羅
列
。
小
さ
く
も
、
お

ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
表
紙
絵
画
群
も
展
示
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。
他
に
は
カ
フ
ェ

に
ゴ
ジ
ラ
の
着
ぐ
る
み
も
展
示
し
て
あ
る
。
撮
影
所
が
近
い
か
ら
か
。
植
草
甚

一

は
２
０
０
８
年
に
生
誕
百
年
と
い
う
こ
と
で
特
集
展
示
。
散
歩
、
古
本
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
美
術
。
い
か
に
も
小
粋
な
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
印
象
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
入
り

書
簡
の
展
示
も
お
洒
落
で
あ
っ
た
。

○
横
浜
美
術
館

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
美
術
」

い
ろ
い
ろ
な
美
術
館

・
博
物
館
を
回
っ
て
い
る
と
、
次
回
展
と
か
周
辺
の
場
所

も
訪
れ
た
く
な
る
。
こ
の
日
は
東
京
西
部
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま
ま
横
浜
へ
行
っ

て
し
ま
う
。
地
下
鉄

。
み
な
と
み
ら
い
駅
の
地
下
道
を
上
が
っ
て
い
き
な
り
、
の

感
じ
が
良
か
っ
た
の
か
、
美
術
館
の
建
物
自
体
の
威
容
に
打
た
れ
る
。
国
立
新

美
術
館
よ
り
も
ス
ケ
ー
ル
感
が
あ
る
。
富
士
山
が
広
大
な
裾
野
を
持
つ
よ
う
に
、

何
よ
り
そ
れ
は
前
庭
の
広
さ
に
依
拠
す
る
も
の
か
。
都
内
を
離
れ
る
と
こ
う
も
豊

か
に
な
る
か
と
感
じ
る
。
内
部
の
展
示
自
体
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
た
。
配
列
の

間
に

「間
」
が
あ
る
の
だ
。
堪
能
の
度
合
い
が
深
ま
る
気
が
す
る
。
こ
こ
は
な
ん

と
い
っ
て
も
ル
ネ

。
マ
グ
リ
ッ
ト

「大
家
族
」
。
飛
翔
す
る
鳥
の
影
の
み
が
青
空

に
雲
、
と
い
う
構
図
。
三
谷
幸
喜
の
演
劇
で
も
舞
台
装
置
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ト
ル
な
の
か
疑
間
は
残
る
。
空
の
ブ
ル
ー
は
と
て
も
素

敵
。
他
に
も
同
じ
作
者
の

「人
間
の
条
件
」
。
キ
ヤ
ン
バ
ス
の
絵
と
背
景
が

一
致
。

し
か
し
あ
く
ま
で
も
全
体
は
絵
で
あ
る
と
い
う
。
他
に
サ
ル
バ
ト
ー
ル
・ダ
リ
「幻

想
的
風
景
　
英
雄
的
正
午
」
で
下
半
身
は
実
像
、
上
は
消
え
か
け
た
雲
の
姿
に
鳥

が
髭
の
あ
る
人
物
の
顔
を
描
き
出
す
。
ア
ン
ド
レ

。
マ
ツ
ソ
ン

「殺
害
」
は
奔
流

さ
れ
た
赤
色
の
抽
象
画
と
思
わ
れ
る
も
の
の
実
は
人
の
顔
の
よ
う
な
も
の
も
見
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え
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
オ

・
デ

・
キ
リ
コ

「
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
ー
の
別
れ
」

は
三
角
定
規
な
ど
で
描
か
れ
た
二
人
の
人
体
。
た
だ
し
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
に

は
丸
み
が
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
か
ら
は
逸
脱
し
て
遠
征

し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
と
て
も
充
実
し
て
い
て
来
た
甲
斐
は
大
い
に
あ
っ

た
。
中
身
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ト
ナ
ン

・
ア
ル
ト
ー
を
含

め
、
も
う
少
し
深
く
広
く
勉
強
す
る
べ
し
、
と
実
感
す
る
。

【
１２
月
某
日
】
目
黒
～
恵
比
寿
　
２
館

（計
４２
）

２３
　
目
黒
区
美
術
館

「目
黒
の
新
進
作
家
―
―
七
人
の
作
家
、
７
つ
の
表
現
」

い
よ
い
よ
１２
月
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
訪
れ
た
目
黒
。
区
の
美
術
館
で
も
か

な
り
充
実
し
て
い
る
。
特
に
い
き
な
り
度
肝
を
抜
か
れ
た
の
が
瀧
健
太
郎
の
ヴ
ィ

デ
オ

・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（現
代
美
術
で
、
従
来
の
彫
刻
や
絵
画
の
ジ
ヤ
ン

ル
に
入
ら
な
い
作
品
と
そ
の
環
境
を

一
つ
の
総
体
と
し
て
呈
示
し
た
も
の
）
。
題

は
別
で
あ
る
も
の
の
い
わ
ゆ
る

「箱
の
中
の
女
」
。
箱
の
中
に
い
く
つ
か
の
モ
ニ

タ
ー
。
ク
リ
ア
な
映
像
が
実
に
リ
ア
ル
。
箱
の
中
の
女
が
時
に
手
だ
け
、
時
に
足

だ
け
、
顔
。背
中
。
そ
れ
が
ク
リ
ア
な
ビ
ジ

ュ
ア
ル
で
轟
く
。
扇
情
的
で
衝
撃
的
。

言
葉
を
超
え
た
幾
多
の
感
情
が
泡
沫
的
な
意
味
と
な
っ
て
浮
か
ん
で
は
消
え
る
。

他
に
も
源
生
ハ
ル
コ

「促
線
緑
」
。
美
麗
な
線
に
パ
ス
テ
ル
で
緑
色
。
同
じ
く
東

亭
順
の
ア
ク
リ
ル
絵
具
に
よ
る
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
は
淡
色
が
実
に
心
地
よ
い
。
屋

代
敏
博

「銭
湯
画
」
。
ま
る
で
王
宮
の
よ
う
で
あ
る
。
古
来
の
富
士
が
こ
れ
も
パ

ス
テ
ル
調
。
前
の
カ
ラ
ン
な
ど
と
相
ま
っ
て
実
に
収
ま
り
の
良
い
造
形
。
そ
う
、

絵
で
は
な
く
写
真
な
の
だ
。
他
に
も
別
の
作
家
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
・ア
フ
リ
カ
・

エ
ジ
プ
ト
な
ど
、
た
だ
の
本
の
ド
ア
の
写
真
に
は
そ
の
重
み
身
も
感
じ
た
し
、
モ

ノ
ク
ロ
の
少
女
の
ア
ッ
プ
の
絵
に
赤
い
色
が
豪
く
絵
も
よ
か
っ
た
。
ト
ー
タ
ル

で
東
京
都
現
代
美
術
館
の
ヤ
ン
グ

・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
見
出
す
。
区
の
美
術
館
、

長
る
べ
し
で
あ
る
。

２４
　
東
京
都
写
真
美
術
館

「昭
和
　
写
真
の
１
９
４
５
～
１
９
８
９

［オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
バ
ブ
ル
ヘ
］
」

こ
れ
ま
で
江
戸

。
戦
前
な
ど
の
写
真
を
見
て
き
た
け
れ
ど
、
こ
れ
は
現
代
の
、

い
ま
の
展
示
。
興
味
深
く
既
知
の
場
所
、
建
物
、
服
装
、
顔
つ
き
、
髪
型
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
観
る
。
写
真
集
で
有
名
な
橋
口
譲
二
の

「
１７
歳
」
と
そ
の
後
の
変

化
の
展
示
も
見
た
。
も
う
２０
年
近
く
前

の
そ
の
年
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
ア
ラ

フ
ォ
ー
。
立
派
な
大
人
に
な
っ
た
と
実
感
。
王
の
肖
像
。
浮
浪
者
の
顔
も
何
や
ら

刻
ま
れ
た
敷
が
神
々
し
い
。
何
げ
な
い
街
角
の
写
真
。
覚
え
て
い
る
。
あ
の
こ
ろ

の
汚
い
日
本
。
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
筑
波
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
の
再
開
発
の
写

真
。
昭
和
最
後
の
太
陽
、
昭
和
６４
年
１
月
７
日
の
沈
み
か
け
る
太
陽
。
写
真
の
持

つ
雄
弁
さ
に
感
じ
入
る
。
当
館
に
は
の
ち
に
森
村
泰
昌
の
個
展
に
訪
れ
て
大
変
魅

了
さ
れ
た
。

【
１２
月
某
日
】
葛
西
～
お
台
場
　
５
館

（計
４７
）

４７
　
葛
西
臨
海
水
族
園

以
前
、
学
年
企
画
で
引
率
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。
出
入
国
が
潜
水
艦
を
模
し
て

い
る
の
か
、
ひ
と
つ
の
ド
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
実
に
大
げ
さ
だ
と
い
え
よ
う
。

水
族
館
な
ど
時
間
つ
ぶ
し
の
何
も
の
で
も
な
い
と
思
い
つ
つ
、
見
て
い
る
と
気
持

ち
が
和
ん
で
く
る
。
ペ
ン
ギ
ン
の
生
態
や
さ
ま
ざ
ま
な
深
海
魚
の
色
と
形
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
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４６
　
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京

リ
ス
ー
ビ
ア

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
絶
対
に
入
ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
透
明
で
四
角
い
形
を
し
た
カ
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
を
差
し
込
む

と
中
身
が
浮
き
上
が
る
仕
組
み
。
ハ
チ
の
巣
の
六
角
形
の
頑
丈
さ
、
素
数
の
話
、

蝉
の
生
態
、
１３
年
周
期
だ
と
２
年
、
５
年
な
ど
の
周
期
の
天
敵
に
合
わ
な
い
と
か
。

足
で
踏
ん
で
色
を
つ
け
て
ゆ
く
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
磁
石
に
よ
る
実
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
こ
う
い
う

「科
学
」
的
な
も
の
の
な
か
で
は
、
科
学
技
術
館
よ
り
も
面
白

く
観
ら
れ
た
。

４４
　
船
の
科
学
館

船
、
海
、
島
国
。
あ
り
が
た
い
、
す
ば
ら
し
い
。
で
も
興
味
は
沸
か
な
い
。
造

船
技
術
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
と
再
確
認
す
る
ば
か
り
。
本
館
は
そ
ん
な
印
象
。

と
こ
ろ
が
、
南
極
観
測
船

・
宗
谷
の
内
部

「
狭
い
」
の

一
言
。
足
を
伸
ば
し
て

は
寝
ら
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
過
酷
な
航
海
を
想
像
す
る
。
『南
極
物
語
』
で
有

名
に
な

っ
た
タ
ロ
。
ジ
ロ
の
小
屋
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
羊
蹄
丸
は
な
ん
と
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ

・
パ
ビ
リ
オ
ン
。
実
際
に
イ
タ
リ
ア
で
あ

っ
た
か
、
万
博
で
実
際
に
船

ご
と
展
示
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
『飢
餓
海
峡
』
を
、
は
た
ま
た

『津
軽
海
峡
冬

景
色
』
な
ど
、
連
想
は
と
め
ど
も
な
く
浮
か
ん
で
は
消
え
る
。
な
か
は
人
形
付
き
。

こ
れ
ぞ
万
博
。
佐
渡
の
金
山
の
博
物
館
に
も
あ

っ
た
。
最
初
は
艦
長
人
形
の
録
音

さ
れ
た
挨
拶
か
ら
始
ま
る
。
酔
ち
払
い
や
リ
ン
ゴ
売
り
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
人
形
。

『ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
』
の
ポ
ス
タ
ー
も
あ
る
。
波
で
、
揺
れ
る
展
示
物
。
気
を
許
す

と
酔
う
。
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
物
。

４５

　

日

本

科

学

未

来

館

「
地

下

展

―

Ｉ

Ｕ

Ｎ

Ｄ

Ｅ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

」

地
下
が
テ
ー
マ
と
い
う
、
日
の
付
け
所
、
が
秀
抜
。
し
か
し
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
に
入
れ
る
か
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ッ
ト
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
。
当
初
は
た
だ

単
に
何
も
説
明
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
小
さ
な
ラ
イ
ト
し

か
な
く
て
、
全
体
が
ひ
と
つ
の
地
下
空
間
に
見
え
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
た
。
そ
れ
で
も
若
干
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
的
な
部
分
は
あ
り
、
そ
し
て
中
へ
（地
下

へ
）
入
っ
て
い
く
の
だ
。
い
ち
ば
ん
興
味
を
引
い
た
の
は

〈
５
０
０
０
年
後
の
未

来
へ
。
松
下
電
器

。
毎
日
新
聞
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〉
。
Ｅ
Ｘ
Ｐ
０
７０
時
の
記
憶
。

６
９
７
０
年

へ
。
何
を
入
れ
た
か
と
い
う
点
と
、
実
際
の
小
学
生
の
作
文

〈
僕

に
は
優
し
い
父

・
母
と
、
ロ
ゲ
ン
カ
相
手
の
姉
が
い
る
。
食
べ
物
も
錠
剤
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
？
　
勉
強
も
ス
キ
な
と
き
に
ス
キ
な
よ
う
に
自
宅
で
、
通
う
こ
と

な
く
い
る
の
で
は
？
〉
。
お
よ
そ
４０
年
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
可
能
に
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
か
。
や
は
り

「地
下
」
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
興
味
の
広
が
る
展
示

は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
３
月
に

「
エ
イ
リ
ア
ン
展
」
を
観
た
。
〈
い
や
、

い
る
と
思
う
よ
。〉
と
い
う
秀
逸
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
魅
か
れ
る
と
お
り
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
遥
か
に
宇
宙
物
の
ほ
う
が
あ
っ
た
。

２２
　
松
岡
美
術
館

松
岡
氏
と
い
う
資
産
家
が
そ
の
財
力
で
古
く
て
良
い
も
の
を
集
め
、
そ
れ
を

必
死
に

一
般
大
衆
に
見
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
感
心
す
る
。
仏
像
も
凄
く
古
い
。

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
偶
像
な
ど
も
あ
る
。
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
よ
う
な
棺
の
実
物
。
紀

元
前
１
０
０
０
年
以
上
前
の
も
の
。
棺
に
は
有
名
な
顔
、内
側
に
は
絵
が
あ
っ
た
。

洋
画
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
山
種

・
五
島
よ
り
も
上
。
こ
こ
で
は
後
に
へ

ン
リ
ー

・
ム
ー
ア
の
彫
刻
展
も
見
る
。
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【
１２
月
某
日
】
白
金
～
渋
谷
　
２
館
＋
１

（計
４９
）

２１
　
国
立
科
学
博
物
館
附
属
自
然
教
育
園

大
都
会
の
ど
真
ん
中
だ
と
い
う
の
に
、
ま
っ
た
く
ビ
ル
群
が
見
え
な
い
。
本
当

に
高
級
住
宅
の
代
名
詞

・
白
金
台
な
の
か
と
驚
く
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を
抱

く
。
こ
こ
で
は
、
汗
ば
む
ほ
ど
に
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
会
の
喧
騒
は
遠

く
、
鳥
の
鳴
き
声
が
響
く
。
歩
き
回
る
こ
と
の
意
味
は
意
外
性
以
外
に
な
か
な
か

見
い
だ
せ
な
い
け
れ
ど
。

２０
　
東
京
都
庭
園
美
術
館

「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
１
１
８
３
７
１
２
０
０
７
」

上
記
と

一
緒
の
場
所
に
あ
る
建
物
は
風
格
も
調
和
も
あ
っ
た
。
落
ち
着
い
て
鑑

賞
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
い
ま
の
テ
ー
マ
は
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
、
ち

っ
と
も
食
指
が
動

か
な
い
。
た
し
か
に
き
れ
い
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、
宝
石
に
う

っ
と
り
と
し
て
い

る
女
性
た
ち
の
目
に
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
っ
た
。

Ｏ

Ｎ

Ａ

Ｎ

Ｚ

Ｕ

Ｋ

Ａ

　

Ｕ

Ｎ

Ｄ

Ｅ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

Ｄ

「
田
名
網
敬

一
展
―
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

衝
動
的
に
渋
谷
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
降
り
立
つ
。
女
子
高
生
と
人
魚
、
な
ど
の

絶
妙
の
取
り
合
わ
せ
。
か
つ
迫
力
も
あ
り
、
マ
ン
ガ
に
通
じ
る
凄
味
も
感
じ
る
。

色
の
奔
流
は
で
き
や
よ
い
に
も
通
じ
よ
う
。

【
１２
月
某
日
】
府
中
～
三
鷹
～
吉
祥
寺
　
４
館
＋
１

（計
５３
）

５４
　
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
　
村
野
四
郎
記
念
館

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「お
た
め
し
月
面
生
活
」

多
摩
川
沿
い
の
元
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
散
歩
が
て
ら
て
く
て
く
と
。
〈
建
物

・

自
然

・
水
場
な
ど
天
然
素
材
も
含
め
て
切
り
取
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー

・
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〉
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
素
敵
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

自
然
そ
の
も
の
が
展
示
品
な
の
だ
。
村
野
四
郎
記
念
館
も
昔
の
小
学
校
の
建
物
に

展
示
物
が
あ
り
、
さ
り
げ
な
い
言
葉
に
力
が
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
光
を
感
じ

る
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
は
初
体
験
。
も
と
も
と
星
を
見
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
今
回
が
初
と
な
る
。
今
日
の
夜
空
、
と
い
う
形
で
、

今
日
の
星
空
の
状
況
が
発
表
さ
れ
る
。
現
代
の
弁
士
な
の
だ
と
思
う
。
リ
ク
ラ
イ

エ
ン
グ
の
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
椅
子
で
広
く
て
の
ん
び
り
で
き
た
。

５〇
　
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「ト
コ
ト
ン
ー
　
神
沢
利
子
展
」

絵
本
が
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
春
に
な
る
と
い
い
コ
ト
あ
る
〉
な
ど
。

可
愛
ら
し
い
絵
本
。
た
だ
、
あ
ま
り
展
示
全
体
に
興
味
は
持
て
な
か
っ
た
。

〇
三
鷹
市
　
山
本
有
三
記
念
館

以
前
自
分
が
在
住
し
て
い
た
三
鷹
市
を
歩
く
。
２０
年
以
上
。
町
全
体
が
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク

・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ブ
リ
美
術
館

へ
の
道
と
重
な

り
親
子
連
れ
が
目
立

つ
冬
。
こ
の
記
念
館
は
実
際
に
山
本
有
三
が
暮
ら
し
て
い
た

家
だ
と
い
う
。
ギ
シ
ギ
シ
軋
む
。
文
字
通
り

「路
傍
の
石
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

か
な
り
大
き
い
。

４９
　
井
の
頭
自
然
文
化
園

動
物
に
も
自
然
に
も
う
ん
ざ
り
、
と
い
う
心
境
。
彫
刻
に
は
勢
い
を
感
じ
た
。

広
島
平
和
公
園
の
原
型
に
は
驚
く
。
分
園
に
は
水
族
館
的
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。
か

み
つ
き
ガ
メ
の
巨
大
な
も
の
、
元
ペ
ッ
ト
が
巨
大
化
か
、
ペ
リ
ッ
ト
に
発
砲
ス
チ
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ロ
ー
ル
あ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
分
解
さ
れ
な
い
た
め
注
意
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
だ
。
身
近
な
自
然
破
壊
の
問
題
。

４８
　
武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術
館

常
設
展
だ
け
だ
が
そ
れ
ほ
ど
面
白
み
を
感
じ
な
か
っ
た
。
果
実
の
絵
。
黒
バ
ッ

ク
に
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
を
観
る
。
そ
れ
よ
り
年
の
瀬
の
吉
祥
寺
の
人
の
多
さ
に
驚

く
。

【
１２
月
某
日
】
池
袋
～
　
１
館
＋
２

（計
５４
）

３８
　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館

こ
の
ツ
ア
ー
と
い
う
か
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
場

所
再
訪
。
展
示
の
仕
方
は
き
れ
い
で
あ
る
。
説
明
も

「め
く
り
」
形
式
に
な
っ
て

い
て
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
と
に
か
く
感
じ
る
の
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
り
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
の
発
展
に
よ
り
、　
一
般
の
場
所
が

停
滞
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

○
弥
生
美
術
館

「ふ
ろ
く
の
ミ
リ
ョ
ク
展
」

手
塚
治
虫
の
「ふ
し
ぎ
な
少
年
や
昭
和
３７
年
製
の
「プ
ロ
野
球
背
番
号
早
見
表
」

な
ど
を
見
る
。
紙
の
、
実
際
に
は
触
れ
な
い
な
が
ら
手
触
り
を
夢
想
す
る
。
そ
れ

で
も
懐
か
し
い
と
い
う
よ
り
僕
の
時
代
に
は
少
し
早
い
こ
と
を
思
う
。

○
竹
久
夢
二
美
術
館

「弥
生
」
に
隣
接
。
四
半
世
紀
ぶ
り
。
学
生
時
代
に
来
た
記
憶
が
あ
る
。
竹
久

の
美
人
画
に
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
こ
の
場
所
を
探

し
て
さ
ま
よ
っ
た
東
大
の
古
い
た
た
ず
ま
い
に
は
魅
了
さ
れ
た
。
影
の
濃
い
部
分

が
い
い
味
を
出
し
て
い
た
。

【
１２
月
某
日
】
竹
橋
　
１
館

（計
５５
）

１２
　
東
京
国
立
近
代
美
術
館

「
日
本
彫
刻
の
近
代
」
＆
常

高
村
光
雲

「抗
夫
」
の
迫
力
。
岡
本
太
郎
の

「燃
え
る
人
」
の
奔
放
さ
。
つ
い

に
５５
館
達
成
。
自
ら
東
京
の
街
を
自
分
な
り
の
博
覧
会
場
に
で
き
た
。

【記
録
】

数
字
は
ど
う
な
っ
た
か
。
結
論
、新
記
録
は
残
念
な
が
ら
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

５５
館
ど
ま
り
で
あ
る
。
唯

一
、
多
摩
六
都
科
学
館
の
み
、
休
館
が
長
く
、
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
、
不
可
抗
力
か
。
い
や
、
こ
の
冒
険
期
間
中
、

空
い
て
な
い
日
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
あ
と
で
認
識
し
た
。

や
ろ
う
と
す
れ
ば
で
き
た
の
で
あ
る
。
不
注
意
も
多
分
に
あ
り
、
残
念
な
が
ら
記

録
は
更
新
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

な
お
、
多
摩
六
都
科
学
館
に
は
翌
年
３
月
に
達
成
。
全
天
周
映
画

「ア
フ
リ
カ
・

セ
レ
ン
ケ
テ
ィ
」
な
ど
も
鑑
賞
で
き
た
。
ア
フ
リ
カ
の
過
酷
な
大
自
然
の
な
か
で

生
き
物
の
姿
が
鮮
烈
に
迫
力
た
っ
ぷ
り
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
３

月
ま
で
に

「ぐ
る
っ
と
パ
ス
」
２
周
目
を
は
じ
め
ト
ー
タ
ル
の
べ
１
０
０
館
の
美

術
館

・
博
物
館
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
替
わ
り
の
新
た
な
記
録
で

あ
っ
た
。

【発
見
】

西
洋
絵
画
は
文
章
に
た
と
え
る
と
縦
書
き
で
は
な
く
横
書
き
で
あ
る
こ
と
。
だ
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か
ら
時
計
回
り
で
展
示
室
の
左
側
か
ら
回
っ
て
い
く
。
な
る
ほ
ど
と
思
う
。
そ
れ

か
ら
、
音
声
ガ
イ
ド
の
素
晴
ら
し
さ
。
〈
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（作
品
説
明
）
と
カ
タ
ロ

グ
は
絵
を
見
て
か
ら
読
む
〉
。
そ
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
。
〈
ど
ん
な
作
品
で
も

先
入
観
を
持
た
な
い
で
見
る
の
が
望
ま
し
い
の
だ
が
、
実
際
に
は
何
の
気
な
し
に

「タ
イ
ト
ル
は
何
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
読
ん
で
し
ま
う
。
そ
う

す
る
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
説
明
し
て
あ
る
と
お
り
に
し
か
、
絵
が
見
え
な
く
な

る
。
自
分
自
身
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
扉
が
閉
ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
逆
に
勘

違
い
も
含
め
、
自
分
な
り
の
見
方
を
し
て
、
あ
と
か
ら
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
説
明
を

読
ん
だ
リ
カ
タ
ロ
グ
の
解
説
を
読
む
方
が
ず

っ
と
面
白
く
、
三
倍
に
楽
し
め
る
〉

音
声
ガ
イ
ド
も
同
様
で
あ
る
。
用
意
さ
れ
て
あ
る
場
合
は
必
ず
利
用
し
た
。
お

金
が
か
か
っ
て
も
絶
対
に
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
め
る
。
時
間
の
余
裕
が
な
い
場

合
は
す
ぐ
聞
い
て
し
ま
う
の
だ
が
、
や
は
り
理
想
は
ま
ず
自
分
で
じ
っ
く
り
と
味

わ
っ
て
か
ら
解
説
を
聞
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
ま
と
め
】

途
中
か
ら
、
東
京
を
ひ
と
つ
の
万
博
に
見
立
て
る
試
み
で
あ
る
と
確
信
が
持
て

た
。
何
よ
り
楽
し
か
っ
た
。
初
見
の
場
所
。
な
ぜ
い
ま
ま
で
こ
ん
な
に
近
く
に
あ

る
の
に
訪
ね
な
か

っ
た
の
か
、
と
思
う
初
め
て
の
場
所
が
多
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
美
術
、
工
芸
品
、
現
代
美
術
と
し
て
の
ビ
デ
オ
も
ア
ー
ト
と
し
て
認
識
で
き
た
。

最
も
素
晴
ら
し
か
つ
た
の
は
森
美
術
館
と
東
京
都
現
代
美
術
館
が
双
壁
。
も
ち

ろ
ん
企
画
展
の
中
身
に
よ
る
。
パ
ス
さ
え
あ
れ
ば
無
料
入
場
で
き
る
常
設
展
は

や
は
り
無
料
で
あ
る
程
度
の
も
の
で
し
か
残
念
な
が
ら
な
か

っ
た
。
絵
の
単
体

で
い
え
ば
、
パ
ス
の
中
に
は
入

っ
て
い
な
い
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
か
、
会
田
誠
の

「美

し
い
旗
」
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
付
随
し
て
Ｊ
Ｒ
や
地
下
鉄
を
駆
使
し
て
の
東
京
散
策
。
六
本
木
、

お
台
場
、
多
摩
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
訪
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
場
所
を
何
か
所

も
散
策
が
て
ら
歩
い
た
。
新
た
な
興
味
が
湧
い
た
。
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
た
。

裏
テ
ー
マ
で
あ
る
減
量
は
、
運
動
し
感
動
し
た
あ
と
食
欲
も
増
し
て
、
ト
ー
タ
ル

ー
キ
ロ
増
え
て
い
た
。
あ
ん
な
に
歩
い
た
の
に
、
意
味
が
な
い
。
い
や
、
心
も
体

も
健
康
で
あ
る
。
秋
か
ら
冬
へ
。
季
節
の
動
き
を
感
じ
た
。
現
在
の
季
節
を
満
喫
。

次
な
る
季
節
の
匂
い
。
ま
た
歩
こ
う
。
そ
し
て
我
が
創
作
に
活
か
そ
う
。
そ
の
思

い
を
強
く
抱
く
。

【後

日
談
】

時
が
た
ち
、
「
ぐ
る

っ
と
パ
ス
」
も
い
ま
や
７０
館
を
超
え
る
館
数
と
な

っ
た
。

離
れ
た
館
も

一
部
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
増
加
の

一
途
。
２
０
０
９
年
に

は
６６
館
、
２
０
１
２
年
に
は
７５
館
ま
で
膨
れ
上
が

っ
て
い
る
。
７５
と
い
え
ば
今

度
は
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
の
年
間
最
多
本
塁
打
記
録
、
バ
リ
ー

・
ボ
ン
ズ
の
７３
本

（
２
０
０
１
年

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

僕
の
な
か
で
何
か
が
動
く
。
し
か
し
、
物
理
的

・
立
場
的
に
も
は
や
容
易
な
試
み

で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
単
館
で
い
く
つ
か
見
る
場
合
に
も
か
な
り
お
得
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
上
手
に
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
周
囲
に

も
是
非
に
と
勧
め
て
い
き
た
い
。

い
ま
で
は
、
印
象
派
や
岡
本
太
郎
、
横
尾
忠
則
、
会
田
誠
と
好
き
な
作
家
の
展

覧
会
に
は
何
を
お
い
て
も
出
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
思
え
ば
、
個
人
的
に
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
、
自
由
度
が
高
い
時
期
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で

あ

っ
た
。
「知
識
ゼ

ロ
」
だ

っ
た
と
こ
ろ
に
少
し
だ
け
数
字
が
カ
ウ
ン
ト
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。
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〈
参
考

・
引
用
文
献
〉

①
　
長
谷
川
祐
子

『女
の
子
の
た
め
の
現
代
ア
ー
ト
入
門
』

（淡
交
社
　
２
０
１
０
年
）
Ｐ
８６

０
　
山
口
裕
美

『現
代
ア
ー
ト
入
門
の
入
門
』（光
文
社
新
書
　
２
０
０
２
年
）
Ｐ
ｌ６８

③
　
同
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主
体
的
な

〈
読
み
〉
を
導
く
指
導
者
の

「声
」

―
太
宰
治

「失
敗
園
」
を
用
い
た
朗
読
実
践
―

は
じ
め
に
―
指
導
者
の

「声
」

へ
の
ま
な
ざ
し
―

教
室
空
間
に
お
け
る

「声
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
浮

か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
指
導
者
の
発
間
に
対

す
る
回
答
や
、
各
自
の
調
査
報
告
、
学
習
者
同
士
の
話
し
合
い
活
動
な
ど
と
い
っ

た
場
面
で
聞
こ
え
て
く
る
学
習
者
の

「声
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
音
声
言
語
指

導
の
領
域
に
お
い
て
数
多
く
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
め
て
教
室
空
間
を

見
渡
し
た
時
、
教
室
空
間
に
は
看
過
で
き
な
い

「声
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
れ
は
、
指
導
者
の

「声
」
で
あ
る
。

自
身
の
授
業
実
践
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
教
室
空
間
に
お
け
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
は
ず
の
自
ら
の
声
を
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
共
有
す
る
六
名
の
現
職
教
員
が
集
ま
り
、
朗
読

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
勉
強
会
で
、
学
習
者
の
声
を
活

性
化
さ
せ
る
役
割
と
し
て
の
指
導
者
の
声
に
着
目
し
て
き
た
。
学
習
者
の
主
体
的

な

〈
読
み
〉
を
導
く
指
導
者
の

「声
」
、
そ
し
て
そ
の
授
業
方
法
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
指
導
者
の
声
と
学
習
者
の
解
釈

の
影
響
関
係
に
着
目
し
た
。
こ
れ
を
検
証
す
る
場
と
し
て
二
〇

一
二
年
七
月
二

一

間
　
嶋

　

　

剛

日
に
行
わ
れ
た
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
部
会

「朗
読
の
理
論
と
実
践
の

会
」
が
主
催
す
る

「朗
読
実
践

へ
の
提
案
Ｉ
Ｎ
早
稲
田
二
〇

一
二
」
（以
下
、
「朗

読
実
践

へ
の
提
案
」
と
す
る
）
で
発
表
を
行
う
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
の
発
表
の

成
果
は
、
本
稿
で
報
告
す
る
授
業
実
践
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

題
材
と
し
て
選
ん
だ
の
は
太
宰
治

「失
敗
園
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
文
学
作
品

と
し
て
の

「失
敗
園
」
の
意
義
づ
け
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
朗
読
教
材
と
し
て
の

「失
敗
園
」
の
価
値
を
探

っ
た
。

一
節
で
は
、
現
在
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

「失
敗
園
」
の
作
品
を
紹
介
し
、

そ
の
中
で
作
品
と
し
て
の
可
能
性
に
言
及
し
た
。
二
節
で
は
、
学
習
者
の
主
体
的

な

〈
読
み
〉
／

〈
解
釈
〉
の
前
提
と
な
る
指
導
者
の
朗
読
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

ま
ず
指
導
者
の
朗
読
が
、
学
習
者
の
学
習
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

を
考
察
し
、
指
導
者
の
朗
読
の
位
置
付
け
を
見
直
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

影
響
関
係
が
、
ど
の
よ
う
な
要
素
に
起
因
す
る
も
の
か
、
「役
割
語
」
と
い
う
概

念
を
援
用
し
て
分
析
し
た
。
こ
の
分
析
を
踏
ま
え
、
「朗
読
実
践

へ
の
提
案
」
お

よ
び
中
学

一
年
生
を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
い
、
指
導
者
の
声
が
学
習
者
の
解

釈
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
が
、

聞
き
手
の
解
釈
に
幅
を
も
た
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
学
習
者
同

小

林

雄

佑
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士
の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
要
因
と
な
り
、
そ
の
議
論
が
個
々
の
学
習
者
の
主
体

的
な
解
釈
を
も
た
ら
す
と
仮
定
し
、
朗
読
を
主
た
る
学
習
活
動
と
し
た
指
導
案
を

構
想
し
た
。

三
節
で
は
、
右
の
授
業
実
践
の
報
告
と
考
察
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
朗
読
実
践

を
教
室
空
間
で
行
う
際
の
指
導
者
の
声
が
果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

教
材
と
し
て
の

「失
敗
園
」

「失
敗
園
」
は
、
語
り
手

「私
」
の

「陸
屋
」
に
あ
る

「六
坪
ほ
ど
の
庭
」
を

舞
台
に
し
た
物
語
で
あ
る
。
そ
の
庭
は

「妻
」
の
手
に
よ
っ
て
植
物
た
ち
が

「秩

序
も
無
く
」
植
え
ら
れ
て
お
り
、
「私
」
は
そ
れ
を

「す
べ
て
失
敗
の
様
子
」
と

断
じ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
失
敗
作
で
あ
る

「恥
づ
か
し
き
身
な
り
」
の
植
物
た
ち

が

「囁
く
」
声
を

「速
記
」
し
た
と
い
う
の
が

「失
敗
園
」
の
お
よ
そ
の
構
成
で

あ
る
。

作
品
に
用
い
ら
れ
る
植
物
に
よ
る
語
り
と
そ
の
速
記
と
い
う
形
式
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
小
説
家
ジ
ュ
ー
ル

・
ル
ナ
ー
ル
に
そ
の
着
想
を
得
た
と
い
っ
て
よ
い
。
冒
頭

に
お
け
る
語
り
の
末
尾
に
、
「必
ず
し
も
、
仏
人
ル
ナ
ア
ル
氏
の
真
似
で
も
無
い

の
だ
」
と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ル
ナ
ー

ル
と
い
え
ば

『
に
ん
じ
ん
』
（
一
八
九
四
）
が
今
日
で
も
著
名
だ
が
、
こ
こ
で
は

『博

物
誌
』
（
一
八
九
六
）
が
そ
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
『博
物
誌
』
は
ル
ナ
ー

ル
に
よ
る
自
然
観
察
と
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
で
、
そ
の
対
象
は
植
物
、
昆
虫
、
動
物
な

ど
多
岐
に
亘
る
。
「失
敗
園
」
と
同
様
、
対
象
ご
と
に
項
目
が
分
け
ら
れ
、
端
的

な
表
現
で
そ
の
生
き
物
の
あ
り
方
が
生
き
生
き
と
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
写
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
端
的
な
表
現
に
よ
る
洒
脱
さ
は
、
本
作
に
も
現
れ
て
い
る
と
い

え
卜
，
つ
。

「失
敗
園
」
は
比
較
的
平
明
な
内
容
の
小
品
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
こ
れ
ま
で
の

太
宰
研
究
の
な
か
で

「失
敗
園
」
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
も
の
は
管
見

の
限
り
ほ
と
ん
ど
な
い
。
田
中
励
儀
は

「失
敗
園
」
の
時
代
的
背
景
を
踏
ま
え
、

作
品
発
表
当
時
に
お
け
る

「庶
民
生
活
が
圧
迫
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
局
へ
の
対
応
」
、

「作
者
の
自
己
戯
画
化
」
な
ど
を
論
点
と
し
て
あ
げ
、
「
日
中
戦
争
下
の
太
宰
の

作
家
姿
勢
を
示
す
、
ひ
と
つ
の
指
標
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

一
九
三

一
年
に
発
生
し
た
満
州
事
変
以
降
、
文
壇
で
は
作
家
に
よ
る
実
体
験
あ

る
い
は
現
地
取
材
を
題
材
に
し
た
、
自
然
主
義
文
学
に
通
じ
る
面
を
持
つ
報
告
文

学
な
ど
が
流
行
し
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
く
作
家
の
眼
や
、
作
品
の
当
事
者

性
が
リ
ア
リ
ズ
ム
と
し
て
求
め
ら
れ
た
。
直
原
英
了
は

「大
体
、
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ

ユ
と
云
ふ
も
の
は
、
極
度
に
己
れ
を
殺
し
て
、
見
た
ま
ま
を
、
感
じ
た
ま
ま
を
、

素
直
に
、
透
明
に
表
現
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
速
記
と
い
う
生
の

息
遣
い
を
伝
え
る
表
現
形
式
は
そ
う
し
た
期
待
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
時
に
、
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
晩
年

「文
藝
的
な
、
余
り
に
文
藝
的
な
」

に
お
い
て

「小
説
の
破
壊
者
」
と
し
て
名
を
挙
げ
る
自
然
主
義
文
学
の
破
壊
者

た
る

「ル
ナ
ア
ル
」
の
手
法
は
、
題
材
の
強
烈
さ
に
依
存
し
な
い
と
い
う
点
で
、

報
告
文
学
な
ど
と
差
異
化
を
図
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
流
行
を
踏
ま
え
つ
つ
、

そ
れ
ら
氾
濫
す
る
様
式
と
の
明
確
な
差
異
化
を
期
す
と
い
う
意
味
で
、
繰
り
返
し

実
験
小
説
を
描
き
続
け
て
き
た
太
宰
ら
し
い
作
品
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
作
家
と

し
て
の
自
意
識
、
芥
川
と
の
関
わ
り
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
点
に
お
い
て

「失
敗
園
」
の
教
材
と
し

て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

第

一
に
、
「失
敗
園
」
の
持
つ

『博
物
誌
』
に
依
拠
す
る
平
明
な
表
現
は
聞
き
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手
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
読
み
手
と
聞
き
手
と
い
う
相
互

的
な
関
係
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
で
も
入
っ
て
き
や
す
い
も
の
と
い
え
る
。
描
写

も
端
的
で
あ
る
た
め
、
途
中
で
文
脈
を
見
失
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
速
記
と
い
う
形
式
は
会
話
を
そ
の
ま
ま
聞
き
書
き
し
た
と
い
う
体
で

表
現
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
に
発
声
す
る
と
い
う

行
為
と
の
格
差
が
生
ま
れ
に
く
い
。
黙
読
か
ら
音
読
へ
と
比
較
的
容
易
に
転
移
で

き
る
の
で
あ
る
。
会
話
体
を
実
際
に
声
に
出
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
会
話

に
よ
っ
て
成
立
す
る

「失
敗
園
」
を
理
解
す
る
重
要
な
方
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
の
息
遣
い
を
再
現
し
た
速
記
形
式
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

「失
敗
園
」
に
は
個
性
的
な
植
物
た
ち
が
多
数
登
場
す
る
。　
一
定
の
人
物
像
を

あ
る
程
度
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
標
が
は
っ
き
り

し
て
そ
れ
に
向
け
て
の
練
習
も
行
い
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

「失
敗
園
」
の
持
つ
作
品
的
特
徴
が
教
材
と
し
て
の
価
値
に
結
び
つ
い
て
く
る
の

で
あ
る
。

一
一　
指
導
者
の
朗
読
が
学
習
者
の
解
釈
に
与
え
る
影
響

二
―

一　
指
導
者
の
朗
読
の
構
造

文
学
作
品
を
用
い
て
学
習
者
の
主
体
的
な
解
釈
を
育
む
指
導
は
、
近
年
さ
か

ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
文
学
作
品
を
扱
う
授
業
に
つ
い
て
、
浜
本
純
逸
は

「作

者
の
意
図
や
作
品
の
主
題
を
求
め
て

一
つ
の
正
解
を
教
え
る
時
代
」
か
ら

「学
習

者
の
主
体
的
な
読
み
を
交
流
し
て
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
へ
と
発
展
し
て

き
た
」
と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に

「学
習
者
の
主
体
的
な
読
み
」
を
表
出
さ
せ
る

方
法
と
し
て
中
村
佳
文
は
、
「様
々
な
意
見
交
換
を
経
て

一
つ
の
表
現
と
し
て
出

力
す
る
」
方
法
の
中
で

「最
も
手
軽
に
実
施
で
き
る
」
も
の
は

「朗
読
」
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
朗
読
行
為
の
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
年
朗

読
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
東
百
道
は
、
朗
読
活
動
に
は
次
の
三
段
階
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

□

朗
読
者
が
文
学
作
品
（台
本
）
の
文
字
言
語
を
自
ら
の
認
識
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
認
識
し
て
い
く
段
階

回

朗
読
者
が
自
ら
の
表
現
イ
メ
ー
ジ
を
想
像

・
創
造
し
つ
つ
現
実
に
再
表
現

し
て
い
く
段
階

回
　
聞
き
手
が
朗
読
作
品
と
し
て
の
音
声
言
語
を
認
識
し
て
い
く
段
階

こ
こ
で
東
が
言
及
す
る
朗
読
活
動
の
形
式
は
、
教
室
空
間
に
限
ら
な
い
広
い
意

味
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
―
学
習
者
の
朗
読
を
中
心
と
し
た
授
業
実
践
に
当

て
は
め
て
考
え
て
み
た
場
合
、
学
習
者
が
作
品
理
解
を
深
め
て
い
く
□
、
そ
の

解
釈
を
基
に
実
際
に
声
に
出
し
て
表
現
す
る
回
、
他
の
学
習
者
の
朗
読
を
聞
き

相
互
交
流
を
行
う
回
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
多
く
の
実
践
の
場
合
、
学
習
者
に
よ
る
国
の
段
階
に
は
、
さ
ら
に
前

段
階
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
は
、
学
習
者
が
行
う
□
～
回
の
過
程
を
、
指
導
者
が
行
う
段
階
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
指
導
者
自
身
が
作
品
の
解
釈
を
深
め
る
□
、
そ
の
解
釈
を
学
習
者

に
示
す
日
、
さ
ら
に
そ
れ
を
学
習
者
が
受
け
止
め
る
国
で
あ
る
。
学
習
者
に
よ

る
□
は
そ
の
上
に
成
立
す
る
。
学
習
者
の
朗
読
活
動
に
は
、
潜
在
的
に
指
導
者

に
よ
る
□
～
回
の
活
動
が
伴
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
持
っ
た
朗
読
実
践
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
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授
業
形
式
の
場
合
、
学
習
者
の
朗
読
は
指
導
者
の
朗
読
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
指
導
者
の
朗
読
が
学
習
者
の

「再
想
像

。

再
創
造
」
に
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
指
導
者

に
よ
る
朗
読
は
、
学
習
者
に

「範
」
を
示
す
と
い
う
意
味
で
の

「範
読
」
の
役
割

を
明
確
に
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
学
習
者
に
よ
る
朗
読
を
想
定
し
た
授
業
の
み

な
ら
ず
、
「範
読
」
を
用
い
た
多
く
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
我
々
は
こ
の
よ
う
な
学
習
者
の
解
釈
に
基
づ
く
朗
読
の

構
築
過
程
に
強
く
影
響
を
持
つ

「範
読
」
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
自
覚
的
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
本
朗
読
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
も
、
こ
れ
ま
で
指
導
者
の
朗
読
、

す
な
わ
ち

「範
読
」
が
教
室
空
間
で
持
つ
役
割
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ
っ
た
と
は

言
え
な
い
。

一
般
的
に

「範
読
」
と
は

「目
の
前
の
間
き
手
を
意
識
し
た
、
ひ
と
つ
の
手
本

と
な
る
よ
う
な
読
み
方
」
（『音
声
言
語
指
導
大
辞
典
』
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
高
橋
俊
三
に
よ
れ
ば

「範
読
」
に
は
、
「規
範
的
な
音
声
言
語
を
指
導

す
る
」
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
作
品
の

「鑑
賞
行
為
に
供
す
る
」
側
面
が
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
我
々
は
、
前
者
の

「規
範
的
な
音
声
言
語
を
指
導
す
る
」

側
面
、
す
な
わ
ち
漢
字
の
正
し
い
読
み
方
な
ど
に
意
識
を
向
け
て
お
り
、
後
者
の

「鑑
賞
行
為
に
供
す
る
」
側
面
、
す
な
わ
ち
聞
き
手
の
解
釈
を
具
体
的
に
手
助
け

し
て
い
く
よ
う
な
側
面
に
つ
い
て
注
意
を
払
っ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の

こ
と
は
、
朗
読
実
践
に
関
す
る
多
く
の
蓄
積
を
も
つ
中
村
佳
文
が
範
読
に
つ
い
て

「主
に
指
導
者
が
学
習
者
に
読
み
聞
か
せ
る
た
め
に
、
模
範
的
に
読
む
」
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
教
育
現
場
の
中

で
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
配
慮
し
た
実
践
を
行

っ
て
い
る
指
導
者
が
い
る

こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
範
読
に
関
す
る
研
究
成
果
を
概
観
し
た
と
き
、

後
者
の
側
面
に
関
す
る
も
の
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が

現
状
だ
。

学
習
者
の
朗
読
の
構
築
過
程
に
お
い
て
は

「多
様
な
意
見
の
調
整
自
体
を
、
学

習
者
同
士
が
折
り
合
い
を
付
け
て
い
く
と
い
う
過
程
に
こ
そ
、
意
義
深
い
学
習
効

果
が
存
在
す
る
」
と
中
村
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「意
義
深
い
学
習
効
果
」
と
は
、

浜
本
の
指
摘
す
る

「交
流
に
よ
る
読
み
の
深
化
」
に
よ
る
主
体
的
な
解
釈
の
獲
得

に
繋
が
る
の
だ
。
範
読
が
学
習
者
の
解
釈
と
そ
れ
に
基
づ
く
朗
読
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
う
し
た
学
習
者
の

「調
整
」
。
「交
流
」

を
成
立
さ
せ
る
範
読
に
は
、
範
読
の
持
つ
二
つ
の
側
面
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
と

な
る
の
で
あ
る
。

二
―
一
一

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
の
提
案

我
々
は
こ
の
問
題
意
識
に
基
づ
き

「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
に
お
い
て
、
読
み

手
の
朗
読
と
聞
き
手
の
解
釈
の
影
響
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
発
表
は
、
授
業
実
践
に
向
け
た
発
表
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
グ

ル
ー
プ
は
金
水
敏
の
指
摘
す
る

「役
割
語
」
の
概
念
を
援
用
し
た
朗
読
の
方
法
を

考
案
し
、
発
表
し
た
。

「役
割
語
」
と
は
、
あ
る

「特
定
の
人
物
像
」
を
想
起
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
言

葉
遣
い
の
こ
と
を
指
す
。
金
水
は

「
日
本
語
の
役
割
語
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
指

標
は
、
人
称
代
名
詞
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
表
現
、
お
よ
び
文
末
表
現
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
「失
敗
園
」
に
登
場
す
る
植
物
た
ち
の
発
言
は
、
「役
割
語
」

で
溢
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
そ
の
人
称
代
名
詞
お
よ
び
文
末
表
現
も
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
人
称
代
名
詞
と
語
尾
を
意
識
せ
ず
に
、
も
し
く
は
過
度
に

意
識
し
て
読
む
こ
と
は
、
指
導
者
の
解
釈
を
聞
き
手
に
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
り
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か
ね
な
い
。
活
発
な
議
論
を
促
す
た
め
に
は
、
特
定
の
解
釈
を
押
し
付
け
な
い
範

読
が
必
要
と
な
る
。
学
習
者
の
主
体
的
な
解
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
指
導
者
の
範
読

に
基
づ
く
自
覚
的
な
解
釈
行
為
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
学
習
者
が
解
釈
行
為
に
自

覚
的
に
な
る
に
は
、
「多
様
な
意
見
の
調
整
自
体
を
、
学
習
者
同
士
が
折
り
合
い

を
つ
け
て
い
く
」
過
程
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め

「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
の
発
表
に
お
い
て
は
以
上
の
点
に
注
意
し
、

「役
割
語
」
を
強
調
し
な
い
よ
う
に
意
識
し
た
朗
読

（以
下
、
「
「役
割
語
」
を
意

識
し
た
朗
読
」
と
す
る
）
を
行

っ
た
。

既
に
似
た
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
荒
木
茂
に
よ
る

「表
現
読
み
」
と
い
う

概
念
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
「表
現
読
み
」
は
そ
の
動
作
主
体
が
学
習
者
自
身

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
提
示
し
て
い
る

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
は
、

学
習
者
の
解
釈

へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
指
導
者
の
朗
読
で
あ
る
。
二
つ

の
方
法
に
は
、
動
作
主
体
と
、
そ
の
目
的
に
お
い
て
明
確
な
差
異
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な

「役
割
語
」

へ
の
着
目
を
、
い
か
に
具
体
的
に
音
声

表
現
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
舞
台
作
品
の
作

・

演
出
を
手
掛
け
て
き
た
鴻
上
尚
史
の

「声
の
要
素
」
の
五
分
類
を
参
考
に
し
た
。

鴻
上
に
よ
れ
ば
、
声
に
は

「大
き
さ
」
「高
さ
」
「速
さ
」
「間
」
「音
色
」
の
五
つ

が
あ
る
と
い
う
。
具
体
的
な
例
と
し
て

「速
さ
」
「音
色
」
に
着
目
し
た

「ね
ぎ
」

を
挙
げ
る
。

「ね
ぎ
」
は

「我
輩
」
や

「給

へ
」
な
ど
の
威
厳
の
あ
る
老
人
を
思
わ
せ
る
役

割
語
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
老
人
の
よ
う
な
過
度
に
し
わ
が
れ
た

「音
色
」

を
用
い
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
ま
た
、
役
割
語
か
ら
想
起
さ
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
な
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た

「速
さ
」
で
読

む
こ
と
を
避
け
た
。
こ
の
他
に
、
役
割
語
で
あ
る

「我
輩
」
の
語
頭

「わ
」
を
強

調
し
な
い
よ
う
に
読
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
、
語
頭

「
わ
」
を
強
調
す
る
こ
と
で

「ね

ぎ
」
の
印
象
が

一
側
面
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

「
ね
ぎ
」
を
例
に
し
て
述
べ
た
が
、
「
に
ん
じ
ん
」
の
人
称
代
名
詞

で
あ
る

「わ
し
や
」
や

「ネ
ム
の
苗
」
の
語
尾

「花
が
咲
く
の
よ
」
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
の
植
物
が

「役
割
語
」
を
用
い
て
お
り
、
同
様
の
配
慮
を
全
体
に
対
し
て
行
っ

た
。

二
―
三
　
「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
の
検
証

本
朗
読
グ
ル
ー
プ
は
右
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
二
つ
の
検
証
を
行
っ
た
。　
一

つ
は
、
「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
で
の
発
表
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
中
学

一
年
生

を
対
象
と
し
て
行
っ
た
検
証
で
あ
る
。

ま
ず

「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
で
は
、
聞
き
手
の
受
け
止
め
方
を
確
認
す
る
た

め
に
、
自
由
記
述
形
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
な
お
、
「朗
読
実
践
へ
の

提
案
」
に
お
け
る
参
加
者
（聞
き
手
）
は
、
早
稲
田
大
学
の
設
置
科
日
で
あ
る

「授

業
に
活
か
す
朗
読
講
座
」
を
履
修
し
て
い
る
学
生
を
中
心
に
、
公
立
高
校
の
生
徒
、

現
役
教
員
や
俳
優
な
ど
、
朗
読
に
興
味

。
関
心
の
あ
る
人
々
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
五
八
名
か
ら
の
回
答
を
得
た
。
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
多
く
は
、

朗
読
の
巧
拙
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
概
ね
高
い
評
価
で
あ
っ
た
。
ま

た
全
回
答
の
う
ち
、
本
文
に
対
す
る
解
釈
や
登
場
人
物
の
人
物
像
に
関
す
る
も
の

は
二
三
件
あ

っ
た
。
こ
の
回
答
を
見
る
と
、
「失
敗
園
」
全
体
の
雰
囲
気
に
対
す

る
聞
き
手
の
解
釈
が
多
く
あ
っ
た
。
以
下
に
挙
げ
る
三
点
は
そ
の
例
で
あ
る
。

①
　
役
の
演
じ
方
に
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
い
て
、
に
ぎ
や
か
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
ｃ
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②
　
ど

こ
か
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
野
菜
た
ち
の
声
が
届
い
て
き
ま
し
た
。

（中
略
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
朗
読
内
容
に
も
関
わ
ら
ず
、
よ
く
声
が
届
い
て

い
ま
し
た
。

③
　
け
だ
る
げ
な
中
に
な
ん
だ
か
笑

っ
て
し
ま
う
要
素
が
あ

っ
て
引
き

つ
け

ら
れ
た
。

①
は
作
品
に

「
に
ぎ
や
か
さ
」
を
読
み
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
②
は

「ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
さ
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
こ
う
し
た
明
る
さ
と

暗
さ
と
い
っ
た
二
極
化
し
た
解
釈
で
は
な
く
、
③
の
よ
う
に

「け
だ
る
げ
な
中
」

に
滑
稽
さ
を
見
出
し
、
そ
れ
を
作
品
の
魅
力
と
し
て
評
価
し
た
、
二
項
対
立
的
な

解
釈
に
落
と
し
込
ま
な
い
聞
き
手
も
存
在
し
た
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「失

敗
園
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本

朗
読
グ
ル
ー
プ
の

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
が
聞
き
手
の
解
釈
の
幅
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

一
方
で
、
「「範
読
」
を

「〈
読
み
〉
の

一
例
」
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
必
ず
し

も
個
性
を
抑
え
過
ぎ
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
の
よ
う
に
、　
一
つ
の
極
端
な
朗
読
を
行
う
こ
と
で
、
聞

き
手
に
違
和
感
を
抱
か
せ
る
可
能
性
を
用
意
し
、
議
論
さ
せ
る
と
い
う
実
践
方
法

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
明
る
い
ｏ
暗
い
と
い
う
ど
ち
ら
か

一
方
に

偏

っ
た
朗
読
を
聞
き
手
に
提
示
し
た
場
合
、
聞
き
手
の
解
釈
は
そ
れ
に
沿
っ
た

も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
対
極
と
な
る
よ
う
な
解
釈
に
限
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
各
自
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
議
論
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
深
化
さ
せ
、

主
体
的
な
解
釈
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
学
習
に
は
発
展
し
な
い
。

こ
の
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
検
証
を
実
際
の
教
室
で
行
っ

た
。
「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
で
扱
っ
た

「失
敗
園
」
を
指
導
者
が
ク
ラ
ス
ご
と

に
異
な
る
朗
読
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
り
学
習
者
の
作
品
に
対
す
る
印
象
が
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の
か
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
文
の

（
Ａ
）
暗
さ
、
倦
怠

感
を
強
調
し
た
朗
読
、
（
Ｂ
）
明
る
さ
、
滑
稽
さ
を
強
調
し
た
朗
読
、
（Ｃ
）
本

朗
読
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
よ
う
な

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
の
三
パ
タ
ー

ン
を
、
中
学

一
年
男
子
三
ク
ラ
ス

（各
ク
ラ
ス
約
四
〇
人
）
に
割
り
振
っ
た
。
こ

の
朗
読
を
各
ク
ラ
ス
で
行

っ
た
う
え
で
、
「作
品
を
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
と
感

じ
た
か
」
と
い
う
問
い
に
記
述
式
で
回
答
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
（Ａ
）
暗
さ
、
倦
怠
感
を
強
調
し
た
朗
読
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
で
は
、

全
体
的
な
印
象
を
記
述
し
た
学
習
者
の
う
ち
作
品
の
印
象
を

「暗
い
雰
囲
気
だ
っ

た
」
「気
力
が
な
い
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
も
の
が
二
三
人
あ
り
、
明

る
さ
、
滑
稽
さ
な
ど
の
印
象
を
記
述
し
た
学
習
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
も

と
も
と
本
文
に
は
、
退
廃
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
語
句
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
点
や
、
「何
度
も
自
殺
を
試
み
た
」
な
ど
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
語

ら
れ
る
太
宰
と
い
う
作
家
の
印
象
も
相
侯

っ
て
そ
う
し
た
解
釈
に
陥
り
が
ち
で

あ
る
点
が
そ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
が
、
加
え
て
暗
さ
を
強
調
し
た
指
導
者
の
朗
読

も
影
響
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
（
Ｂ
）
明
る
さ
、
滑
稽
さ
を
強
調
し
た
朗
読
を
行

っ
た
ク
ラ
ス
で
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
受
け
た
学
習
者
が
九
人
、
「に
ぎ
や
か
だ
っ
た
」
「な
ご
や

か
だ
」
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
受
け
た
学
習
者
が
七
人
と
拮
抗
し
た
。
（
Ａ
）

の
朗
読
と
比
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
つ
学
習
者
が
増
加
し
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
を
受
け
た
学
習
者
が
減
少
し
、
学
習
者
の
解
釈
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

前
記
二
通
り
の
朗
読
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
朗
読
方
法
に
従
っ
た
解
釈
が
提
示
さ
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れ
た
が
、
（Ｃ
）
「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
を
書
い
た
も
の
が

一
二
人
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
書
い
た
も
の
が
三

人
と
、
（Ａ
）
（
Ｂ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
朗
読
の
お
よ
そ
中
間
値
を
と

っ
て
い
る
。
本
文

の
語
句
な
ど
か
ら
暗
い
方
向
の
印
象
を
抱
き
や
す
い
作
品
で
は
あ
る
が
、
指
導
者

の
朗
読
に
よ
っ
て
学
習
者
の
印
象
を
左
右
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
指
導
者
が
暗
く
読
ん
だ
場
合
に
は
学
習
者
は
暗
い
印
象
を
抱
き
、
明
る
く
読

ん
だ
場
合
に
は
学
習
者
は
明
る
い
印
象
を
抱
く
傾
向
が
あ
る
。
「朗
読
実
践

へ
の

提
案
」
で
の
成
果
と
重
ね
て
、
指
導
者
の
朗
読
が
学
習
者
の
解
釈
に
恣
意
的
な
影

響
を
与
え
う
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「役
割
語
」
を
意
識

し
た
朗
読
と
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
議
論
が
、
学
習
者
の
主
体
的
な
解
釈
を
重
要
視

す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
学
習
者
の

「声
」
を
生
か
す
授
業
実
践
の
報
告

三
―

一　
実
践
指
導
案

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
学
習
者
の
朗
読
を
主
た
る
学
習
活
動
と
す
る
授

業
実
践
を
、
獨
協
中
学

・
高
等
学
校
に
お
い
て
中
学
三
年
生
四
ク
ラ
ス
を
対
象
に

行
っ
た
。
題
材
は
、
「朗
読
実
践
へ
の
提
案
」
で
も
用
い
た

「失
敗
園
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
方
針
に
従
い
、
次
に
報
告
す
る
実
践
案
で
は
学
習
者
の
議
論
に
よ

る

「読
み
の
深
化
」
を
重
要
視
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
習
は
二
時
間
目
に
相
当
す
る
。

各
植
物
の
解
釈
、
表
現
を
決
定
す
る
過
程
が
、
学
習
者
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
の

「深

化
」
を
促
す
だ
ろ
う
。
以
下
、
実
践
の
指
導
案
で
あ
る
。

学
習
目
標

一
、
指
導
者
の
朗
読
を
聞
き
、
作
品
の
登
場
人
物
に
対
す
る
印
象
を
持
つ
。

二
、
班
で
の
議
論
に
よ
っ
て
、
各
自
が
作
品
の
解
釈
を
深
め
る
。

三
、
班
で
の
解
釈
に
基
づ
く
朗
読
発
表
を
行
う
。

四
、
他
の
学
習
者
の
朗
読
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
の
朗
読
を
振
り
返
る
。

学
習
の
展
開
　
配
当
時
間
は
全
三
時
間
と
し
た
。

【第

一
時
】

第

一
時
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

「失
敗
園
」
の
台
本
を
配
布
し
、
指
導
者
が

「役

割
語
」
を
意
識
し
た

「失
敗
園
」
の
朗
読
を
行
う
。
そ
の
際
、
登
場
す
る
植
物
た

ち
の
印
象
、
お
よ
び
指
導
者
の
朗
読
に
対
す
る
感
想
を
書
か
せ
る
。
そ
の
上
で
班

分
け
を
行
い
、
自
分
の
担
当
を
決
め
さ
せ
る
．
授
業
終
了
時
に
台
本
を
回
収
す
る
。

【第
二
時
】

第
二
時
で
は
、
本
文
解
釈
と
台
本
作
り
、
お
よ
び
朗
読
練
習
を
班
ご
と
に
行
わ

せ
る
ｃ
議
論
を
促
す
た
め
、
第

一
時
に
台
本
に
書
き
こ
ま
れ
た
各
植
物
の
印
象
を

ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
、
本
時
の
学
習
の
全
体
像
、
お
よ
び
朗
読
練
習
を
行
う
手
順

を
示
し
た
手
引
き
を
各
班
に
配
布
す
る
。
活
動
の
中
で
、
「班
で
決
ま
っ
た
植
物

の
人
物
像
」
を
台
本
に
書
き
込
ま
せ
る
。
第

一
時
と
同
様
に
授
業
終
了
時
に
台
本

を
回
収
し
、
班
内
で
の
話
し
合
い
を
経
て
形
成
さ
れ
た
各
班
の
植
物
に
対
す
る
解

釈

（人
物
像
）
を
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
る
。

【第
二
時
】

第
二
時
で
は
、
班
ご
と
の
発
表
と
他
班
の
発
表
の
評
価
を
行
う
。
ま
ず
、
朗
読

練
習
を
行
わ
せ
る
。
そ
の
際
、
班
内
で
の
話
し
合

い
が
滞
り
、
朗
読
練
習
が
円

滑
に
行
え
て
い
な
い
班
に
は
、
前
時
に
他
の
班
が
形
成
し
た
人
物
像
に
つ
い
て
、

指
導
者
が
ま
と
め
た
も
の
を
参
考
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。
そ
の
後

一
班
ず

つ
、

単

元

名

学

習

者

六
つ
の
声
を
響
か
せ
よ
う
―
太
宰
治

「失
敗
園
」
を
用
い
て
―

獨
協
中
学
三
年
生
の
四
ク
ラ
ス

（各
約
二
〇
名
）
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前
に
出
て
発
表
さ
せ
る
。
〈
前
半
〉
と

〈
後
半
〉
の
二
班
で

一
セ
ッ
ト
と
し
て
発

表
さ
せ
る
。
最
後
に
、
自
身
の
班
の
朗
読
と
比
較
し
た
評
価
を
学
習
者
に
つ
け
さ

せ
る
。

三
―
一
一　
実
践
の
成
果

学
習
者
が
各
自
の
解
釈
を
交
流
さ
せ
、
深
め
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
が
本
実

践
の
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
に
基
づ
く
本
実
践
の
成
果
の

一
つ
は
、
解
釈

の
積
極
的
な
交
流
が
ほ
と
ん
ど
の
班
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
時
で
は
、

各
植
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
議
論
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
た
様
子
を
確
認
で
き

た
。
議
論
の
過
程
に
お
い
て
、
指
導
者
は
各
グ
ル
ー
プ
を
巡
回
し
、
解
釈
の
糸
口

を
つ
か
み
か
ね
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
助
言
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
指
導
者
に
よ
る
授
業
の
観
察
や
、
台
本
に
付
属
す
る
解
釈
の
議
論
メ

モ
欄
を
基
に
し
た
議
論
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。

あ
る
班
で
は

「棉
の
苗
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
学
習
者
Ａ

「現
実
を
わ
か
っ
て

い
る
人
」
、
学
習
者
Ｂ

「疑
い
深
い
」
、
学
習
者
Ｃ

「自
分
の
こ
と
を
他
人
の
こ

と
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
」、
学
習
者
Ｄ

「自
分
が
座
蒲
団
に
な
る
か
ら
誇
ら
し

げ
」
、
学
習
者
Ｅ

「義
姉
、
自
分
の
こ
と
を
小
さ
く
見
す
ぎ
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

台
本
付
属
の
解
釈
の
議
論
メ
モ
欄
に
は
、
相
互
の
解
釈
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
班
の

「棉
の
苗
」
に
対
す
る

最
終
的
な
解
釈
は
、
「希
望
が
あ
る
の
に
、
今
の
自
分
と
の
差
が
あ
り
す
ぎ
て
自

分
で
自
分
を
笑
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
誰
か

一
人
の
意
見
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
追
従
し
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
点
だ
。
最
終
的
な
解
釈
を
そ
の
ま
ま
意
見
と
し
て
挙
げ
て

い
る
者
は
い
な
い
。
班
員
各
々
の
意
見
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
、
最
終

的
な
解
釈
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
も
と
も
と

「誇
ら
し
げ
で
あ
る
」
や

「疑

っ
て
い
る
」
な
ど

一
面
的

で
あ

っ
た
解
釈
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
摺
合
せ
、
「棉
の
苗
」
の
人
物
像
を
形

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
純
に
意
見
が

一
つ
に
落
ち
着
い
た
、
減

っ
た
の
で
は

な
く
、　
一
人

一
人
の
意
見
が
交
流
に
よ
っ
て
発
展
的
に
統
合
さ
れ
た
結
果
と
み
て

よ
い
だ
ろ
う
。
異
な
る
解
釈
を
積
極
的
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
者
の
読

み
が
深
化
し
た

一
例
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
全
て
の
班
に
お
い
て
、

全
体
を
通
し
て
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
個
々
の
植
物
に
対
し
て
は
、
行
わ
れ
て

い
た
。

こ
れ
ら
の
事
象
が
示
す
の
は
、
学
習
者
が
自
分
の
解
釈
と
は
別
の
解
釈
に
班
の

中
で
出
会
い
、
そ
れ
ら
の
調
整
を
行

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
習
者
の
朗

読
の
構
築
過
程
に
お
い
て
は

「
多
様
な
意
見
の
調
整
自
体
を
、
学
習
者
同
士
が

折
り
合

い
を
付
け
て
い
く
と
い
う
過
程
に
こ
そ
、
意
義
深
い
学
習
効
果
が
存
在

す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
基
盤
と
な

っ
た
の
は
、
本
稿
で
提
案
し
、

指
導
者
が
実
践
の
冒
頭
に
行

っ
た

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
な
の
で
あ
る
。

本
実
践
の
も
う

一
つ
の
成
果
は
、
学
習
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
朗
読
と
い
う
形

で
表
現
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
に
伴
い
必
要
な
表
現
上
の
工
夫
を
施
せ
た
こ

と
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
な
議
論
の
過
程
を
経
て
、
各
班
は
作
品
全
体
や
個
々
の
植
物

た
ち
に
対
す
る
解
釈
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
教
室
空
間
で
他
の
班
に
朗
読

と
い
う
形
で
提
示
し
、
さ
ら
に
交
流
を
行
う
学
習
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

た
と
え
ば
、
あ
る
班
に
指
導
者
が

「薔
薇
」
の
人
物
像
に
対
す
る
解
釈
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「周
り
の
全
て
を
見
下
す
」
と
い
う
回
答
を
得
た
。
そ
の
人
物
像
を

表
現
す
る
た
め
の
方
法
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「語
頭
を
あ
げ
て
読
む
」
と
答
え
た
。
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議
論
を
経
て
、
最
終
的
な
グ
ル
ー
プ
の
解
釈
は

「
周
り
を
見
下
す
、
主
人
を
嫌
う
、

自
分
が

一
番
上
」
と
い
う
も
の
と
な
っ
た
。

発
表
会
で
は
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
形
で
練
習
の
通
り
に
読
ん
で
い
た
。
そ
の

結
果
、
他
の
学
習
者
か
ら

「女
王
感
が
出
て
い
た
」
や
、
「主
人
を
嫌
う
様
子
が

分
か
っ
た
」
な
ど
、
表
現
意
図
に
沿

っ
た
評
価
を
得
て
い
た
。
同
様
の
事
例
は
他

に
も
多
く
認
め
ら
れ
、
各
班
の
解
釈
に
基
づ
き
、
朗
読
を
す
る
努
力
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
え
る
。

三
―
三
　
実
践
の
課
題

こ
の
よ
う
な
成
果
が
認
め
ら
れ
る

一
方
で
、
課
題
が
残
る
実
践
で
も
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
本
文
に
数
多
く
登
場
す
る

「役
割
語
」
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
に
陥

っ
た
解
釈
に
基
づ
い
た
朗
読
を
行

っ
た
班
が
散
見
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
「失
敗
園
」
を
題
材
と
し
て
選
択
し
た
根
拠
と
し
て
、
個
性
的
な
植
物
た

ち
が
多
数
登
場
し
、
そ
の
個
性
の
細
か
な
差
異
を
論
じ
、
学
習
者
そ
れ
ぞ
れ
の
解

釈

・
表
現
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
点
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
複

数
の
班
が
本
文
か
ら
安
易
に
読
み
取
れ
る
植
物
た
ち
の
表
象
に
引
き
付
け
ら
れ
、

そ
れ
を
更
新
で
き
ず
に
い
た
。

た
と
え
ば
、
あ
る
班
で
は
、
当
初

「頭
が
悪
い
」
、
「植
物
の
育
ち
が
良
く
な
い

の
を
妻
の
せ
い
に
し
て
い
る
」
「性
格
が
悪
い
」
「自
分
勝
手
、
高
慢
」
と
、
主
人

を
非
難
す
る
よ
う
な
解
釈
の
み
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
解
釈
の
議
論
メ
モ
欄
に
は
、

「冷
静
」
「低
め
」
「落
ち
着
い
て
い
る
」
な
ど
の
言
葉
が
記
述
さ
れ
、
最
終
的
に

は
主
人
を

「落
ち
着
い
た
お
じ
さ
ん
、
冷
静
な
人
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は

「高
慢
」
な
ど
の
主
人
を
非
難
す
る
よ
う
な
解
釈
が
、
「冷

静
な
人
物
」
と
い
う
無
難
な
も
の
に
落
ち
着
い
た
点
で
あ
る
ｃ
こ
こ
で
は
議
論
を

通
じ
て
解
釈
が
単
純
化
し
、
後
退
し
た
と
す
ら
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
主
人
の

「愚
妻
」
「失
敗
」
「恥
ず
か
し
き
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を
見
逃
さ
な
い
解
釈
は
、

む
し
ろ
深
み
を
持
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
こ
に
、
異
彩
を
放
つ
よ
う
な
解
釈

が
淘
汰
さ
れ
、
無
難
な
も
の
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
と
い
う
話
し
合
い
活
動
の
注

意
点
を
指
摘
で
き
る
。

だ
が
、
中
村
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
正
解
の
な
い
議
題
に
お
け
る
意
見
調

整
は
、
そ
れ
自
体
が
重
要
な
学
習
的
意
義
を
持
つ
。
解
釈
の
単
純
化
や
後
退
は
、

正
解
も
な
く
容
易
に
評
価
基
準
を
設
定
し
が
た
い
が
、
議
論
へ
の
取
り
組
み
と
そ

の
成
果
は
十
分
に
評
価
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
例
の
よ
う
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
解
釈
に
と
ど
ま
っ
た

り
、　
一
面
的
な
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
班
が
存
在
し
た
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
本
朗
読
グ
ル
ー
プ
の
行
っ
た

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
の

問
題
点
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
方
法
で
は
各
植
物
の
人
物
像

に
対
す
る
主
体
的
な
解
釈
の
基
盤
を
与
え
る

一
方
で
、
学
習
者
の
状
況
や
題
材
と

な
る
作
品
に
よ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
解
釈
は
曖
昧
な
ま
ま
に
終
始
し
、
初
発
の
印

象
を
深
化
さ
せ
う
る
活
発
な
議
論
の
基
盤
と
は
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
を
用
い
た
授
業
を
実
践
す
る
場
合
、
学
習
者
の
学

習
経
験
に
配
慮
し
た
入
念
な
指
導
計
画
と
題
材
選
び
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
指
導
者
の
朗
読
は
、
学
習
者
の

〈
読
み
〉
の
構
築
に
対
し
て
影
響
力

を
持

つ
に
も
関
わ
ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
無
自
覚
の
ま
ま
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ

は
学
習
者
の
声
を
考
え
る
上
で
、
指
導
者
自
身
の
声
を
軽
ん
じ
て
き
た
こ
と
に
よ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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本
稿
で
は
、
「役
割
語
」
を
意
識
し
た
朗
読
を
学
習
者
の
議
論
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
の
指
導
者
の
声
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
習
者
は
自
ら
の

解
釈
行
為
に
自
覚
的
に
な
り
、
主
体
的
な
解
釈
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

主
体
的
な
解
釈
に
基
づ
く
朗
読
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
は
積
極
的
な

朗
読
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
実
践
後
の
振
り
返
り
を
み
る
と
、

あ
る
学
習
者
が

「台
詞
を
言
う
と
き
は
そ
の
キ
ャ
ラ
の
個
性
を
考
え
て
言
う
必
要

が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
解
釈
と
自
身
の
朗
読
活
動
を
結
び

付
け
て
評
価
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

今
回
の
実
践
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
指
導
者
の
声
は
、
学
習
者
の
解
釈
を

導
く
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
豊
か
な
朗
読
活

動
に
寄
与
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

［付
記
］

朗
読
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
執
筆

・
授
業
実
践
者
で
あ
る
本
校
講
師
間
嶋

剛
、
同
小
林
雄
佑
に
加
え
、
甲
斐
伊
織
（早
稲
田
大
学
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
・

早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
講
師
）
、
永
瀬
恵
子
（同
修
士
課
程

。
学
習
院
中
等
科

講
師
）
、
朴
木
達
樹
（同
修
士
課
程

。
中
央
大
学
付
属
中
学
校
講
師
）
、
堀
本
嘉
子

（日
本
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

・
聖
パ
ウ
ロ
学
園
高
等
学
校
エ
ン
カ
レ
ツ

ジ
コ
ー
ス
講
師
）
。
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
に
所
属
す
る
教
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
本
実
践
は
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
部
会

「朗
読
の
理
論

と
実
践
の
会
」
の

一
部
で
あ
る

「朗
読
実
践
へ
の
提
案
Ｉ
Ｎ

早
稲
田
二
〇

一
二
」

に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た

方
々
、
お
よ
び
実
践
の
対
象
と
な
っ
た
本
学
生
徒
に
、
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

『東
西
』
（月
刊
東
西
社
、　
一
九
四
〇
年
九
月
）

「「失
敗
園
」
論
」
『太
宰
治
研
究
１
』
（
和
泉
書
院
、　
一
九
九
九
年
六
月
）

「当
事
者
の
心
理
―
従
軍
記
の
こ
と
な
ど
―
」
『文
体
』
（
一
九
二
八
年

一
二
月
）

『改
造
』
（改
造
社
、　
一
九
二
八
年
四
月
）

浜
本
純
逸
監
修

『文
学
の
授
業
づ
く
リ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
授
業
実
践
を

ふ
ま
え
て
　
第
４
巻
』
（漢
水
社
、
二
〇

一
〇
年
三
月
）

『声
で
思
考
す
る
国
語
教
育
　
〈
教
室
〉
の
音
読

・
朗
読
実
践
構
想
』

（ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇

一
二
年
四
月
）

『朗
読
の
理
論
　
感
動
を
作
る
朗
読
を
目
指
し
て
』

（木
鶏
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）

「範
読
」
と
い
う
用
語
自
体
へ
の
批
判
的
な
論
も
存
在
す
る
が
、
本
稿
は

「範
」
の
も
つ
多
面
性
と
そ
の
意
義
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

肇
矢
惇
恵

「範
読
」
高
橋
俊
三
編

『音
声
言
語
指
導
大
辞
典
』

（明
治
図
書
、　
一
九
九
四
年
四
月
）

「教
師
の
朗
読

（謂
ゆ
る

「範
読
」
）
の
教
育
的
意
義
と
性
格
」
『群
馬
大

学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文

。
社
会
科
学
編
　
四
〇
巻
』
（
一
九
九
〇
年
二

月
）
。
学
習
者
の
解
釈
の
幅
を
担
保
す
る
方
法
と
し
て
、
指
導
者
の
朗

読
を
介
さ
な
い
黙
読
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
高
橋
の
指
摘
す

る
範
読
の
二
面
性
は
黙
読
の
欠
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
指
導
者
が
範
読

を
行
う
こ
と
で
、
学
習
者
は

「規
範
的
な
音
声
言
語
」
を
学
ぶ
の
で
あ

る
。
荒
木
茂
は
、
「黙
読
指
導
と
は
、
音
読
時
の
豊
か
な
表
情
音
声
が
心

内
化
し
て
黙
っ
て
読
ん
で
い
て
も
そ
れ
が
瞬
時
に
思
い
浮
か
べ
て
読
め

注
（
１
）

（
２
）

（
３

）

（
４
）

（５
）

（
６
）

（７
）

（
８
）

（
９
）

（
１０
）
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る
よ
う
に
す
る
指
導
で
あ
る
」
（『音
読
指
導
の
方
法
と
技
術
』

一
光
社
、

一
九
八
九
年
五
月
）
と
し
、
規
範
的
な
言
語
を
十
分
に
学
ば
な
い
段
階

で
行
わ
れ
る
黙
読
指
導
を
批
判
し
て
い
る
。

（
Ｈ
）
注
６
に
同
じ
。

（
１２
）
『ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語
　
役
割
語
の
謎
』
（岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年

一
月
）

（
１３
）
「表
現
読
み
」
と
は
、
「表
現
内
容
が
読
み
手
に
要
求
す
る
も
の
だ
け
を

音
声
表
現
す
る
」
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
朗
読
で
考
え
ら

れ
る
群
読
な
ど
様
々
な
手
法
を
排
し
、
か
つ

「棒
読
み
で

一
本
調
子
な

音
声
表
現
を
排
除
」
し
た
朗
読
方
法
で
あ
る
と
い
う
。

（『表
現
読
み
入
門
　
そ
の
理
論
と
実
際
』

一
光
社
、　
一
九
七
九
年
七
月
）

（
１４
）
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
に
お
い
て
こ
の
結
果
を
提
示
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
差
異
が
発
生
し
た
の
か
を
議
論
す
る
授
業
を
行

っ
た
。

（
１５
）
今
回
の
実
践
で
使
用
し
た

「失
敗
園
」
は

「だ
い
こ
ん
」
と

「
へ
ち
ま
」

を
カ
ッ
ト
し
た
簡
略
版
で
あ
る
。
ま
た
ネ
ム
の
苗
ま
で
を

〈
前
半
〉
、
に

ん
じ
ん
か
ら
を

〈
後
半
〉
と
し
た
。
本
文
下
の
空
欄
に
は
、
各
植
物
た

ち
の
人
物
像
を
記
入
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
上
段
に
は
指
導
者
の

朗
読
を
聞

い
た
時
考
え
た
人
物
像
、
中
段
に
は
班
内
で
の
議
論
を
し
、

他
の
学
習
者
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
た
人
物
像
、
下
段
に
は
班
内
で
の

議
論
を
経
て
決
定
さ
れ
た
人
物
像
を
記
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
習

者
は
自
分
の
植
物
に
対
す
る
解
釈
の
変
遷
過
程
を
意
識
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
１６
）
注
６
に
同
じ
。
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origin), "flame" (French orig"id and "conflagration" (Latin origin). "Fire" would be the easiest word

to understand and is suitable in any type of context. If you use "flame" instead of "fire", some

poetic sentiment would accompany with it. "Conflagration" sounds academic, on the other hand,

and the scientific explanations are expected to follow. In this way, different types of vocabularies

have enabled English people to express subtle nuances and to foster psychological perception for

them.

Through the examples of Japanese and English, I have given a brief overview into how

languages relate with people's cognitions and how they can enrich the culture in which they

are used. If we understand the organic nature of language rightly, language would surely keep

working as an inestimable system to explore our thought-world, and to cultivate our culture.
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(中略)

「だからつまりどこにいても同じだと」と天吾は言った。

「アンゼンなところなんてない」とふかえりは繰り返した。

(lQ84 Book3 210)

Here, Fuka'Eri is repeating the word " F.+." (anzed afber Tengo used it, but it is written in
katakana (7 >i> ). It makes us feel that Fuka'Eri might not know what Tengo really means by

the word "*4" (security), and that they might have a different range of vocabulary and cognition.

In the texts mainly consisting of hiragana and kanji, katakana effectively makes her strangeness

conspicuous. In this way, in literary texts, the syllabic system greatly helps arouse some feeling

in the reader's mind and affects the interpretation or recognition of the contexts. Here we can

see that a certain language system has an influence on the way people share the same cultural

background recognize things.

These syllabic systems play another important role in Japanese culture: a medium for

adopting vocabularies and thoughts from other cultures. With regard to this function, Senko K.

Maynard who studies the loanwords appeared in Japanese media made the following suggestive

commentsi "Today, most Chinese words in the Japanese language are written in Kanji. [...]
Western loanwords are written in katakana, [...]. Loanwords make a text seem modern and

sophisticated. Other functions include use ofthe brand names, loanwords that introduce concepts

otherwise nonexistent in Japan, technical terms, and euphemisms. American (and western)

images sell well in Japan" (Maynard 66'68). As she says, katakana and kanji have been used

to borrow words and concepts from other cultures, because they could save time and trouble

in "translating" diffrcult foreign terms. In other words, they have been contributing to enrich

Japanese vocabulary, the way ofthinking, and the culture.

It is necessary, however, to avoid concluding immediately that such linguistic varieties

should directly indicate the extent of cultural maturity. No one would agree with such an idea

that the more syllabic systems a language has, the higher the quality of the culture where it is
used is. For example, many western countries, where the alphabet is used as the only syllabic

system, have highly developed cultures. Each Ianguage has its own way to absorb a new idea

and different ways of exploring the cultural fields. Looking back on the history of the English

language, for example, you will find English people absorbed and digested the "advanced'culture

of ancient Greek, Rome, and France mostly by proliferating vocabularies. Now "English has the

largest vocabulary of any language in the world----over 600,000 words-in part, at least, because

English has borrowed words from every language with which it has had any contact"(Francis

154). Using various ways of word formation such as affixes and the simple system of alphabet,

which is common in many western countries, the English language has succeeded in increasing its

vocabulary. Now it has three different types of vocabulary: classic (Greek, Latin origid, literary
(mainly French origid and familiar (Germanic origin). For example, there are three different

words for "light and heat that are produced when burning something" in English: "fire" (German

(20



Language, Thought, and Culture

-A Brief Insight into Their Relations -
Ruiko Kawabe

:Language is somcetinles conlpared to an organisnl like a tree living on tlle soil called culture.

Nbt only does it absorb the nutritlon,howeveL the tree oflanguage can also cultivate the thought

and culture on which it grows.

The ldea that languages have a close relationshlp with cultures in whlch they are used has

been endOrsed by nlany sch01ars.BenJanlin:Lee Wllorf o:壼 lered ihis fanlous theory based on Sapir

that large‐ scale linguistic patterns in particular languages relate with the habitual concepts

which speakers Of thOse languages use in interpreting reality(lLucy 62)。 While he focused on

gralnn■ atical theory,the Russian psychologist L.S.ヽ 石Ogotsky discussed the sanle issue with special

regard to the functlon of the language in sociological context,and stated that particular language

systenl occurs in particular society and culture(R4aynard 3‐ 4).Although these theories dl壼ler ln

their points of view,both of thenl are pointing out the existence of indlrect but close interaction

an10ng language,thOught,and culture.

To conslder this lnteractive relationship among language,thought,and culture,it would be

very useful to think about Japanese through three syllabic writing syste:口 ls,that being katakana,

hiragana,and kanJi.:Derived fronl the salne origin(Chinese characters),each ofthese systelns has

assuコ ned a di:壼 lerent rOle in present Japanese:they provoke di:ぽ lerent in■ ages in people's ininds.IFor

exam.ple,you never see Japanese fashion inagazines intended for youth without anding a large

alnOunt Of katakana,because katakana can evoke a new,fashlonable ilnage.(3)n the other hand,

traditional or adult‐ orlented products tend to be pron■ oted in kanji,which can nlake thenl look

solenln or soコ aethillg authorized in its culture.While kanJl seenls an elぼ lective devlce to convey the

m.essage instantly since each has a connoted nleaning in itself,hlragana is useful for softening

Or blurring such:6xed in■ ages that some:kanJi llave.For exalIIple,people wllo have physical or

mental disab五 ties used to be assigned the kaη i“ 障害者 "(shougai‐sya),but recently the kanJi“ 害 ''

has been replaced with the hragana“ がい"to avoid the negatlve hnge the kanJi“ 害 "would glve:

its Originalコ neaning is``harnl''.

Ittterature is another exanlple to show the el“ ect language can have On thought and culture.

Japanese writers O■en use katakana tO can up a sense Ofstrangeness in a reader's nlind.A good

example is found in the novel lQ84 by Haruki:Murakanli.Theお 1lowing scene deplcts Tengo(天

吾)'s confusion about the unexpected vlsit by a mysterious girl Fuka‐ Eri(ふかえり),in which he

is trying to explain how dangerous it is for her to stay in his apartlnent.

「繰り返すようだけど、ここは安全じゃない」と天吾は言った。「僕はある種の人々に目

をつけられているみたいだ。どういう連中なのかまだよくわからないけど」

「アンゼンなところなんてない」とふかえりは言った。
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墓前に手を合わせる。永住権も経験もない外国人に仕事を与えてくれたこと、授業崩壊で悩んでい

たときはいつも励ましてくれたこと、翌年も仕事を継続できるようにいろいろ掛け合ってくれたこと、

ニューヨークを離れると伝えたとき残念そうな顔をしてくれたこと、それでいながら、再就職のため

の推薦状を書いてくれたこと、すべてのことを感謝した。帰国後も休暇を利用してブロンクスを訪れ

たときは、真っ先に会いに来てくれた。そしてその時は、私のことを部下ではなく、hendだと呼ん
でくれたことも思い出した。

その日の晩は、私が戻ってきたのを知って、かつての同僚たちが集まってくれることになっていた。

場所は、Lincoln高校近くのイタリア料理店。Mariaも来るのかな、そんなことを考えて、感傷的な

思いを振り払おうとしていた。
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日本に帰るまでまだ猶予がある。すべての可能性に賭けてみようと、全米を旅することにした。日

本人が多いといわれるカリフォルニアなら、多少のチャンスはあるかもしれない。でも、突然夏休み

に現れた日本人を採用してくれる学校なんてあるだろうか。望みが薄いのはわかっていた。でも失う

物は何もない。わずかな可能性を望みに、ピッツバーグ、オクラホマシティ、ヒューストン、サンタ

フェ、ラスベガス、ロサンゼルス、立ち寄った街の教育委員会のすべてに履歴書を置いてきた。と同

時に、最後の思い出づくり、アメリカの旅も満喫した。

Desperate lor an opportunl,"“ ay lllthe VS,I declded"travel oouid the∞ unい

with a stack Of resu■ ■es l rented a car in iNOヽⅣマiork and kept ari● ng dlagOnally

thrOughOut the huge continent,headillgヽ″e8t tO Cab10■ llin du■力ag the 8urnl:len I

Ⅵ8ted many state educaton depatments during the daヌ whne going"ballp=ks

to wa“h mlil(rleague battban games■ night.I managed to meet important peopt

嵐∞h。。1こ 3●ttomceg here and thce on weekdayg wme campng nl natonュ park8

on wee■ end3.

″′′メノカ物 るためなら なん●3やろ夕、そんなgク )で雇匿彗の1束1を瘤えて:全

米を,旅すること′.ιた。こュー
=7-ク
●:革|を僣ク4広大なス慶を,嬢 た,ごと。′

若ォ″″|のヵグフォノ″=′.昼間″ン

“

の教lβ妻物 、花″マイオーターク1のガ

今を″笏ιた。平′″ィ区1事務所|´″ スとアメを:″ク、週

―

τキャンプ

をιた。

しかし、こんな中途半端な就職活動で仕事が見つかるほど、アメリカも甘くない。滞在期限が切れ

る9月半ば、サンディエゴから帰国することになった。車の走行距離14,000キロ、訪れた州は13州、

そして接触事故 1件。無謀な旅とともに、 3年間のアメリカ生活が終わった。

帰国後は実家に戻り、大学の通信課程で日本の教職コースを履修しながら、塾やサポート校で教え

るという生活を始めた。その年の終わりのメールを読み返すと、プロンクスにまた行きたい。生徒た

ちの写真を見ていたら急に懐かしくなって、クリスマスカードを60枚も書いてしまった、あんな汚い

ところをなぜ恋しく思うのか、自分でも分からない、という記述がある。

エピローグ

帰国して数年たったある年の暮れ、アメリカから 1通の手紙が届いた。差出人のWttma Newman(仮

名)という名前には聞き覚えはなかった。同封された手紙には、“Eu10gyおr Janice Newman"と いう

タイトルで、長い英語の文章が続いていた。えっと、eulogyっ てどういう意味だったっけ。あれ、も

しや。確認のため辞書を引くと、悪い予感が的中した。「eulogy(名 詞):弔辞」

***********

翌年の春休みにブロンクスを訪れ、差出人のW」maを訪ねた。姉のJaniceは 前年の10月 のある朝、

突然息を引き取ったという。苦痛を伴わない、寝たまま起きてこなかっただけの、安らかな死だつた

そうだ。一人暮らしの姉の遺品を整理していたとき私の住所を見つけ、手紙を送ってくれたのだとい

つ。
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3年武者修行を続けられないだろうか。

学期末、上司に「ビザは切れてもまだアメリカにいたい」という希望を伝えたら、彼

女は協力しようとしてくれました。教育委員会のお偉方をまわって、MI Haradaに ビ

ザを出してくれと、頼んでくれたのです。弁護士にも相談したら、雇い主の教育委員会

からビザが出ないとアメリカにはとどまれないということ。だから自分も動きました。

移民局、教育委員会人材採用室、法務課、そして教員労働組合。しかしどこに行っても、

日本人英語教師にビザを出すのは無理だという返事。

最後の授業

1年前の就職活動の苦労に逆戻りだ。いくらJaniceが 協力してくれるとはいえ、雇い主の教育委

員会が、面倒なことはしたくないという態度であった。就労許可の期限が切れて、アメリカから追い

出される日が迫っていた。プロンクスを離れるのはつらかったが、ここでぐずぐずしていられない。

アメリカのどこでもいいから、とにかくビザを出してくれる人を探すこと。

I even visited the lB()E to talk to thema directly,but they all treated nle like a dOg,

saying``Who told you to colme here'"or"The 130E.has nothlng to dO with yOur vlsa.''

Even after the selmester ended,I did nOt get any help金 ,Om the B():E.:But nly AI)and

l kept netWOrking until l realized so〕 m.etilne in July that l should leave New Ylork.

Otherw■se l wOuld have gOtten」bustrated to the point、 vhere l would have started

kicklng sOnle asses.What l didn't realize was hOw nluch l was going to lniss the

people in the BrOnx.

′アメカ作拿委警乳全まで27ウま′萱|を3a渉′ご栞:クだアごとるあった力
'｀

、ごとど
｀
とぐ″′|″抜わ

れた。√方|″″〃の折 びごご確 んだ ノ彰鯖婆賀r蒻 んたのどソ笏 |夕|まで月
なク)ま。ノイタ:末′どなってる(夕芦委貞≠ヽ力)らの″′ソカ

'｀

βうれな力)ったがキ■7るグうぎ

まざまなス

"1慶
ク′締|″たOιか ιヽ アンタのある″ヽ三ユ~プ~クを|〃‐れた方力

'｀

ク)ク )と

ク`ラ,ズ動1′こflろ。ごんなどとを″%≒′ソていたら、ズハルズカ1をまフイ:″ |ク )そうだ
｀
った。そ

のときまだ夕づし)τク嗜ラ)ったの″、や

"W力
などノンンクスを|なιぐノ

『

うかとク)ジ

ごと。
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very careh■ y watching outぉ r a blackboard eraser aying toward my head.IIoweveL

as l opened it,I was surprised to llnd a cake on my desk.Then,I heard the kids

inside the classroonl cheen They all sang.

"Happy birthday to you,

IIappy birthday to you,

I:Iappy birthday Hah・ Rah‐1)ah

Happy blrthday to you."

I cOuldn't bring nlyself tO say``Call lne Mister IIarada,''this tirne.All kids were

looking at ine,exanlining nly face.()ne ofthe boys said``Hey lnistet don't cry."

巌′′一番′畷ヨク)″″イメ入 学|夕:末|の′力)燿′夕の″:表
'事
た
｀
った。その″数室|″カカ)ジタ|の

ガi′ご、″下でたクろιτク)る_■をか月
'え
た。クヽフろ笏 題鉾 夕の姿を:月るなクひ

そひそ′霧|を:始めたのA′嫌なラ感がιた。,と
:づ｀
ぐど /i夕室1′ごスろなyど′Jせんなしまた

まからぬり策iZF力 あヽるのだろ ラ。√コラど″、菱葉iが〕名`まってク)るのだ、ノ厳F下でラろうろ

ιィクうるな。ノど、炎
´
らを″ιの″だ/″ヂを力)″た。そιζ ′黒″炭|〃ι力`

｀
夕のサ菱iをめ

が′ソτ:濯|ん でぐろごとをク ιなガち、そつとノ筋r′ソろο方ろとなんと、1夕:卓i″″ター芋

力`あ力)力 lζ
「‐ク)る lζ
「.″なク)力 )。 ノ,:7:″

|′ど多:室|のψ力)ら″、空たたちの歓戸1、 そιτ今響力
'!名

|

まった。

ノヽツピ°パ~ズデL ハク_ コー
ノヽツピ°バ~ズデニ ハク_ コー
/ヽ ッピ。ノヾ―ズデL ノヽ一フ~夕 L`

ノヽ ツピ・パ~ズデL ハク_ コー
どのときが力)ク″、の須

"影

箸:空ど″ベンとク)ラ ごどうできな力)つた。_奎
・
をたちが

｀
多多%2‐

ノが1をうか力)｀フイクうち。~スが)聟'を/7ク )たο√方ク):死:空1、 ″くなま。ノ

Ч

サプライズ。パーテイ

授業も忘れ、初めて生徒と

雑談した。「今度の連体は

どこかに行くの。」

「無理よ。あたしには赤ん坊

がいるんだもの。」

帰国前の悪あがき

夏休みの長いアメリカでは、 6月初めに学年末を迎える。褐色の肌の生徒たちが hckを連発しな

がら行きかう廊下に、どれだけ鍛えられたことであろう。金属探知機と警察官に面食らい、生徒の反

乱に不登校寸前まで追い込まれていた自分であったが、今はそんな生徒たちに愛着を感じている。自

分の英語力にも満足できていないし、まだまだこの町で学ぶべきことがあるような気がした。あと2,
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Because he didn't have a note from his mom, I said "No, you can't leave the class

without an official note." In an instant, he went nuts, screaming I had no right to

prevent a student from going to the dentist. Soon his anger was conveyed to the

whole class and all kids started protesting to me on his behal-f. Again the class broke

down into total chaos. So, I said, "Do you want me to call Ms. Lopez?" Then the kids

stopped screaming and became quiet.

That was until a glrl dared to exclalln,``You always say`ゝ 4s.Lopez this,ヽls.I」Opez

that.'Vlou llke her,dOn't yOu?"I dOn't knOw what kind Of expressiOn there was On

lny face,but the kids nlust have seen sOmething.Tlley rOared witll laughter.I was

driven intO a cOrner tO explaln that lЛ aria was just a good coworker Of lnine and I

respected her as a teacher.:But n0 1natter what l said,they kept laughing harder and

harder and thlngs were totally out of contrOl.They laughed hardest when l shouted,

“Get serious and stOp laughing.10pen yOur b00ks to page 78 no、 7!‖

“
″.・ ある″、一スイを首を1カ

't,著
:贋
「者`′ど/デぐので1″業

'を

_昇
|サ酋Fタィと言ってきた。 ιかι、

次慶:者からのヂ:〃|かなク)のでF夕7できなク)とク)ラ ごとを夕えると、ク)きなクメ露ぎ|を'めん。
あ/"を″どレ各るひ修βξ力)iあって7査力)1夢l,医i著′ご/デぐ権利|を奪

rうの力)と。その|ぷ
'ク
んりをちまち

考にぎグ″ご′芝i、 _翌影櫨∠ン尋力
'｀

一斉|々フ%場れを:燿%り、ノヽチの1募識をフフク)たような:多ぎ
｀
′どなった。

ιかι √″ベズ芳劣″求:ζιらおうカソ とク)ラ ,夕の一‐言4夕 らなたちまち′蒙まった。

その′好である。一スの:」女
‐
デカ

'｀

催 ″、どどあるどを″″ベスカ空、″ベズ死:空フイク)

ラ″どヽ ひよつとιτ″ベズ死:4‐″交1カ あ`るんεやなク)の。ノどのとき′方力`
'｀

そんな表:

″をιたの力)燿力)でなるれ 力ヽ〕キクラズψがどフと箱ク)ノ言をあ′ソた0√″ベズ死́::奎
‐
なLラ1'κ

'Z71Jメ

1::L`::・ 1で

'、

ノワ″
.と
ιζ:事教ιζク)るよ。ノそんな 卵́

`力

1を方々が
'す
るなどt実クうン譜1″′専ま

るがンク。フクを″λ )ク 吻滋|″ιろ。ざあ、″業|を考める者:刻 ξ Zθベージを|ガ|ケ ./ノ
ど″んだ″、グらの実ク)る娠蔵潮′ご層ιた。

What a Su岬 )五∞。
春学期も終わりに近づき、ブロンクスでの 1年も終わりに近づいてきた。そんな時、忘れもしない

出来事があった。

The most memorable event came in April --two months before the end of the school

year. On the way to the classroom I saw a couple of students hanging around in the

hall. They were the ones who had always given me hard times. When they saw me

walking, they whispered to each other, which put me on alert. As I approached them,

one of them said "Mister, don't go into the classroom." I suspected that there was

evildoing going on again. "Get out of my way. You can't hang out in the hall now," I
said. I pushed my way through their barrier and reached for the door. I opened it
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生徒たちの作文を集めて文集を作ったこともある。タイトルはF00ds We Are Proud of(自 慢の料

理)。 各生徒が出身国の名物料理のレシピを、自分で描いた絵を交えて紹介するというもので、生徒
から集めた原稿を編集して製本した。

教員部屋で一人残って様々な雑用をしている私に、Janiceが よく声をかけてくれた。「日本人って

よく働くのね。他の先生も、もう少し頑張ってくれればいいのに。」こっちは、授業崩壊を避けよう

と必死でやっていただけだが、傍から見れば働き者に見えたのかもしれない。

Maria Lopez

ある程度職場に慣れてきたとはいえ、生徒とのコミュニケーションでは苦労の連続だった。特に、ス

ペイン語ができないのは大きな制約だった。生徒たちも英語が分かっているはずだが、いざとなると

分からないふりをする、あるいはスペイン語で反抗してくる。一番手に負えないのは、叱られた生徒

が口答えをして、それに同調した生徒たちが集団でスペイン語攻撃をしてくるとき。そんなとき、私

をよく助けてくれたのは、エルサルバドル出身の MaHa Lopez(仮名)と いう先生だった。生徒と私

の間にトラブルがあると、通訳をしながら生徒指導もしてくれた。

The one thing that bothered■ ■e so lnuch was that the kids often freaked out ln

spanish and there was nO way tO talk tO thenl tO calnl dOwn.Luckily,I gOt good

suppOrt iOnl a yOung fenlale teacheL Marla:Lopez,who was teachlng Spanish.She

suggested that whenever l had proble:田 ts in class with IIispanic students,I call her

fOr llelp and she would talk to thenl in Spanlsh.I really appreciated ller offer.She

Often canle and talked to the class wllenever any of the klds freaked out and got

Out of control.She calne to preach,wllen the kids went crazy because l gave thenl a

surprise test,when they roared with anger because l declared that l would never let

anyone go to the bathroonl,or when they went wlld because they had to attend iny

class while a student fashlon show was going on ln the auditoriunl.Her serinons in

Spanlsh to the kids were always good enough to scare thenl and make thenl behave.

′″ .・ ″′ご″フイク)たの″、ズベイン,語
:で
1興1菖タイ_■ををなだあること力

'｀

できなク)ご と。

≠ξ′どう、マグ/。 ″ベズどク)ジ ,″い_々
・
このズベイ)`者1の:力空

・
が〕勁'″ζぐれた。教室

・
び

どズ准 ックを とハラノンクだなったら、〃セルこ寿τぐれ々ダ:あたιの:方から_生を

たち′ご5fι ζβかせてあゲと、とψι″ζぐれたのだふ″どあクカ'た
クう″ι″|力 b_生

‐
″

が:興1重=ι ζヂカ
'｀

″′アう々なぐなったとき″、ク)つでるメダ|′ソフ″ζ,勢|夕をιてぐれた。デ

″なιのテスハを実〃ιょうとι
`:生
た力iク霧Fぎ
｀
″ιたとき、″:薯

:ψ
ハイルタ〃禁Z令を

芳:夕ιτ:生たが″友芳ιたとま ′霧::堂で,"″ざれた_生を強フ/ソションショーど″業の

庇訪η力::重=なって、空炎りをち力
':夕
:議
'ι
ζ課留′ご夕'ク櫂7まるし

'つ

たとき、ク`フるタノクグ〕ク′ア

ζぐれた。″:クのズベイ)う考|の,裁訪|なかなクのグき′力'あるうιぐ、たちま
ち_生を″方

となιぐなフアち

One day, a student said he wanted to leave the class for a dental appointment.
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の多ク)ある_空た 、力務レ:;兵 i夕り
'き
でだ
‐
ιぐ、グヽざな/ノ ―ゞハ″イスンたi″と暮

・
διζク)る

とのこと。浮

"嘱

′ご:`々 |ン学のことを広1えたら、ど
｀
ラタることるできなク)の′を

｀
どを1カ )力 τιまっ

ん

貧困問題は深刻で、こんな話も耳にした。

(今年のニューヨークの冬は)寒かったです。マイナス 15度 ぐらいまで下がり、イース

トリバーは凍っていました。雪もよく降りました。ハリケーンのときはちょっと風が吹

いただけで休校になったのに、冬は大雪でも休校ではないのです。そしてそんな日には、

あまり来て欲しくない生徒が、きちんと学校に来ます。授業中に喧嘩を始める生徒、授

業妨害をやるような生徒、チャイムが鳴ってからトイレに行きたがる生徒、テストのと

きだけ歯がいたくなる生徒、毎日お昼を食べた後に頭が痛いから保健室に行かせてくれ

とわめく生徒、そういう生徒が熱心に学校にくるのです。そういう子の家庭環境は大概

劣悪だけど、学校に来れば昼食はあるし暖房もあるから、まじめに登校する、またそう

いう子供のために、ニューヨーク教育委員会は市内の学校を開けておくんだ、と同僚の

先生が教えてくれました。

春休みには、多くの生徒の出身地である、プエルトリコで数日を過ごした。カリブ海に浮かぶ南国

の楽園、のんびりした土地柄に、そこに暮らす人々も穏やかだった。こんな土地から来た生徒たちが、

どうしてニューヨークで荒れてしまうのか。熱帯の国からニューヨークの寒空の下に移り住み、ゲッ

トーのような街で暮らしている生徒たち。やはり、生来の性格というより、環境の影響が大きいに違

いない。

子どもが環境で変わるなら、教師にもできることがあるのではないか。しかし、スペイン語ができ

ない日本人。アメリカ暮らしが長く英語が流暢な生徒とは罵り合いになりがちだ。唯一可能なまとも

なコミュニケーションは、英語の経験は少なくても意欲のある生徒が提出する毎日の宿題と、それに

私が入れるコメントだった。読み物の感想を書け、過去形を使って日記を書け、といった課題を毎日

丁寧にこなしてくる。だから、それに対するフイードバックはかなり丁寧に行った。

ただ私を悩ませるのはきちんとやるべきことをやってもできない子、宿題をやってもテ

ストの点数が悪くて不合格になる子です。こういう子には申し訳ないという気持ちがし

ました。そこで 2学期目から始めたのは、宿題をやっても間違えているものは再提出を

させるというものでした。生徒たちからは不満の大合唱だし、こちらも倍の量の宿題を

見るので三倍の労働量でした。同僚の先生は、僕が職員室で宿題のチェックをしている

と、「宿題なんていちいち見ないでいいのよ。」なんておせっかいを焼いてきます。そん

な同僚の目を避けるため、空の教室で仕事をしたこともしばしばありました。

でもこの厳しさがある程度効を奏したのか、二学期目はもっとまともな授業ができまし

た。こちらの苦労をちゃんと分かっている子は分かっていて、バレンタインにはプレゼ

ントをくれるような子もいたのです。
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しかし、 1学期間ブロンクスで過ごすことで、私の生徒との接し方が変わってきた。教員とは無力

なもの、その事実を受け入れ、自分が変わろうとしたのであろう。

Powerless,I have no ch01ce but to let students win.VVhen a restless boy goes out to

the han durlng nly class,I have to beg hinl p。 1ltely“ could you please con・ e back to

the classr00nl,slr?"When a glrl says to m.e``Get the fuck out of nly face,''I get the

fuck out of her face.When another girl says to lne``Stop glving n■ e shit!''I stop glving

her the shit.

′Й′.・ 所を″:空を′ごな:どうえなク)染:力な教″、グう′ご資 ″を1謬|めるι力
)な ク`。落

・
ち́どきの

なク):生
‐
夕1か滋F下で,療ぎまわれば:√方慶 ク)で方か ら、多 :重1′ごお疾

‐
クぐだざクソ ど.葬:を 下

ゲち。女デ:奎
・
″″ √あた ι″だアク)ノラを,と'づンソるん εゃないわよノ と言わたんが:√

'τ

:

ク)ンラを之
～
ルアなクソ ごと″チる。 /:金 ;々のクノみたク)″つきまとわなι)でまノ と言わ

れればt機 のクノみたクうだつきまとラノ のをやめる。

新学期クラス替えが行われ、文法のクラスでは 1段上のクラスを担当させてもらうことになった。

前学期と同じ顔触れの生徒も多かったが、前学期散々苦しめられた生徒は進級していないので、別れ

ることができたのである。そんなこともあって自分の心にも若干の余裕が生まれ、それがわずかなが

ら生徒理解にもつながった。そこから浮かび上がるのは、複雑な家庭環境、思春期に祖国を離れなけ

ればならなかった運命を嘆く姿、そして貧しい生活環境。連日の授業崩壊で被害者意識ばかりが強かっ

たのだが、生徒たちもまた、被害者なのかもしれない。

In the second selnesteL I was beginning to see the students'backgrOunds.()ne girl,

who was always sucking her thunlb,had been abandoned by her parents and was

lⅣlng with aお ster hmlly.A boy■om Venezuela was not happy hⅥ ng in the US.He

wanted his lnother to send hiln back holne.So he lnisbehaved at school,trying to

send her a lnessage that he was a lnisnt.There was another studentマ vho kept doing

his holm.ework incorrectly every day.I found out he did not go to school in hls honle

country. I discovered he was alinOst illiterate in spanish as well as in iEnglish.I

learned that another boy who had cut classes lnany tilnes lived with his four brothers

and sisters in a snlall apartlnent whlle his parents worked every day When l called

his inOther tO tell her about his habit of cutting classes,she cried,saylng that she

was powerless to do anything.

去読′.・′グ″|″′ごスフイ、1生夕;た ちの!姿|力 :月
.′
τぐるよう′ごなった。ク)フる,″|″

―
をιやボフ

イク)る」々
´
デ:生
・
た、力務7カ )う _月以

`ぎ

=々勇
:筋アと暮

^う
ιイクうちらιクしバ塚ズンラカ)ら 莱́|力あ

る〃デ:生たな /メ グカ暮らι″なεめダキク)つι帰クたク)と筋4′ご所i′ ζク)ろそうだ:

夕が亭クをでク)ろいろ混髪顔をフ響ご夕のを、ど
｀
ラやら′方`の不透,ご:「ぶ

｀
クを筋ζ′ご:刀せつ″乙

ベネズヒラ′ごノク′返
‐
ιτろぅうためのヂ′なのかるιれなク)。 宿題をきちんとやってる

力7ι
｀
多多詔彩2渥象墓iア カ`ど

‐
らなク)L生・力%ま、だ移分の,どでるまとう″デ′焚i′ど,コフオごと力)なク)ま

うAズ房|だけでなぐ、ズベイン語でる所iみまきができなク)どとが力`力)フカ。驚″欠レ″f
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ス:当|″なかつク)た力)ら、あのSちゃんの厚ちゃんだ層轟:ι ζやろう力)とン
『

ったま。ノ

秋学期が終わり

年が明け、西暦2000年を迎えた。アメリカでは、早々と 1月 2日 から学校が始まる。ニューヨー

クは 2学期制、 1月半ばに秋学期が終わった。前期の文法のクラスでは、34名 中25名が単位を落と
すありさまだったが、落とされた生徒たちの不満は、私にぶつけられた。

最初の学期は半分以上が不合格になり、単位を取れませんでした。授業を聞かないし、

宿題をやらないのだから当たり前です。おまけにクリスマスにドミニカ共和国に帰省し

て、そのまま 1か月も学校に帰ってこない子もいました。そんな子に限って、教師のせ

いにしてわめくのだからたまりません。「何で俺が 55点なんだ、」と、今にも殴りかか

りそうな勢いで迫ってくるので、計算式を書いて説明したのですが、英語も算数もでき

ない子には通じません。

]:)uring class one day,I heard sOmeone knock on the d00■ When l opened it,I saw

a glrlマvhO had fa」 ed nly class h01ding her report card.She had cOnle to the United

StateS a year before and had hardly learned any:English.But it seelm.ed that she

decided to taunt ine in iEngLsh.

“IIarada!IIaradar'she yelled.

“Call nle Mlster IIarada.''I replied.

“IIarada!IIarada!You badr',she contillued sllovlng iher report card toward‐ nly nose.

“Well,that's the scOre yOu earned.''I said bluntly.

“IIarada!IIarada!Ylou bad!Ylou bad!You badr'She wenton and on.

“No,`You ARE bad,''I tried to correct her Enghsh.

“Nb,YC)U!"she yened atine and ran,nOt at all getting what I Ineant.

′″ Jある″の1″:薯ψ、多室のパアをノック方るξ力〕薄′ごえたοノ筋″τみるとル:学:″|のグ

のクラズび屁薄■/を:夕'つたし女^デ:生たバ 涯́ん:ヨ|を″フイレ
‐
フイク)た。一ケ,労i′ど/メグ

カ′ど来|ただン)ク 4妬者|力 な`どんどできなク)空・をだ
｀
フたが
｀
、どの〃〆力)ク″、だ|を:死著で

,誘″:をι′ご来たようだι

/Lα名
`ガ
α,蘭αttααυ とわめぐので、

/】イκ Hα雀滋オンと、 どちらうやク,どブち
/.Lrα名滅α,鳳α鶴滋,拗χ bααυ ど_涯:″麦をるの|夕′ど突'き /≠″

`ぐ
カゲ:

バそうだキそれ力〕移′労1のレ炭1精iだシと、た'6ぶ
｀
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｀`
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小め,ИOυ.υ と言クリジιτ、ジご=クズフイιまっえち

まフオぐ癸,署 i′どならなク)。
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悪ガキ対処法

生徒を制圧する力がほしかった。しかし生徒に触ることも許されないのが現状。問題生徒にでき

ることといえば、警察官や生徒指導担当教師 (dean)を 呼んで教室からつまみ出してもらうこと。

Janiceは 、困ったことがあったらいつでも助けるつもりだと言ってくれた。もう一つの手段は、問題

生徒の親に電話すること。英語が話せない保護者と連絡を取るために、Basic Spanlsh lor Ъachers

という本まで買って、必要な表現を丸暗記した。「あなたの息子さんは授業中の私語をやめません」

は「ス・イホ・アプラ・ムチョ・エン・クラセ」、「お宅の娘さんは教師をバカにしているようです」

は「ス・イハ 。ノン・テイエネ・レスペト・ア・ス・マエストロ」などなど。しかし、いずれの手段

も焼け石に水で、自分の不満は学校や保護者にまで向けられる。

There are two ways to deal with such kids. One is to send them to the dean's office. I
do it almost every day. But the deans are no help. They just have a ten-minute talk

with the kids to tell them to behave and return them to my class. Of course, they

misbehave again. What do the deans think they can do with a ten'minute talk? I've

been telling them to behave more than two monthsl

The other way ls to call their parents.This is nOt very e:“ ective,elther.Flrst,many

Of the parents dOn't speak:English.When l try to explain the sltuatlons in iSpanish,

they are Just anlused with n■ y broken Spanish and laugh.Second,even if they

understand what l say and nlake their children behave,their good behavlor won't

last lnore than two days.Thlrd,solm.e parents don't care about thelr kids at all.One

rnOther even toldコce she didn't want to talk because she was sleepy.Who in the

hell could be sleepy when she gOt a phone ca11 1lolα l her lnisbehaving son's teacher?

Besides,lt was already l1 0'c10ck ln the m.Orning when l called.(At that tune l was

so plssed that l thOught abOut calling the inother's mothe■ )

′Й′.・ クらゆ ″′́ごク。一つ″、空を1着鶴髪シど遂`ク フ″ること。などんど
｀
夕″のよ

ぅ″ゃってクヽ多。どごろ力ヽあのスたちる,な|″たらノθ方 ぐ`らιヽ,裁
`教

・ιτ √方となιぐιτ

なぎクソど滋斎ιただ″ 4また妬 ′ご疾
‐
ιτιまうのた そんな注ぎεゃ′夕き′なιうま。

ス「ク7θガゝ′ごらダセa)擢ラ峯蒙で夕1カドできるとノ

『

フイクうち′ん′を:ι ごつち″′力)力1'数

`[■

ι発鶴″ιζ

クるんだぜi;

ろう――フの:方 |″認ム タ
′
らのサ″′ご′藝≠タイごと。ご力うあまク′夕:栗|力 ｀`なク)。 そうそうタカ

'｀

ズ1謡Fを房
:せ
なク)。 どフ多かなんとかズベイン,語

:ζ
:藷|ガιまうと夕ろと、おかιク)ら ιぐ

芙「ι)渚あるんだらそ々″夕i′ど庸力
')握

Fε 乙 務が,生きιτぐれたとιτう、夕
'ら のし藁i,ワIF

な堀勧雲多なんζ′″ク■ 6務与力)なクう。それた、デど
｀
るのごとなん力)ち フどうお″ク)なιど
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｀
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でぐ々 ノだ
｀
ど。デどうカツタ22を|どごιτ物 う層房笏勁)力 )フ てきτクヽるのだ、/7ηι)

から′教弁ソなんτ:″がどご″クア。それだた力
'｀

雪訂ιたの″:夕1の ′′″だ
｀
ゼt6あの″″
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学だった。しかし当時を振り返り、こんな考えが頭をよぎる。「あのとき、もう少し強く止めてくれ

ればよかったのに。」

このような自分であつたが、日本の友人たちには弱みを見せたくなかった。偉そうなことを宣言し

て渡米した自分である。プライ ドだけは高かったと見えて、当時の日本語メールには、こんな強がり

が読み取れる。

先生が生徒に手を上げない分、生徒も先生に手を出すということはほとんどありません。

いまでもよく自分よりでかい生徒と教室内や廊下でにらみ合いを演じるんですが、不思

議と恐怖を感じないのもこのためかもしれません。

さらには、弱気の自分を出す代わりに、闘う自分の姿を伝えようともしていた。英雄になりたかっ

たのだろうか。

授業中の私語、休み時間の喧嘩、ここまではしょうがないでしょう。黒板に板書してい

たら生徒たちがゴミを投げて遊びまわっているのには我慢ができません。そのゴミの一

部は私の背中にもぶつかってきます。そして振り向いて誰がやったのか聞けば皆で声を

そろえて「知らない。」本当に腹が立ちます。

(中略)

さらにかわいくないことに、やつらは嘘をつくのです。悪さをしたやつを問い詰めても

問い詰めても、必ず "I didn't do it"と くるのです。もちろんこちらも毎日チョークをぶ

つけられれば誰がやっているのか見当ぐらいつきます。でもやつらの返事は決まって "I

didn't do it."首をしめたくなりますよ。

このような強がりとは裏腹に、内心は教師としての情熱を失う毎日であつた。そしていつの日か、

教えることが嫌いになり、生徒たちを憎むようになっていった。そして、自分が大学院で叩き込まれ

た「自律学習」、「生徒中心の授業」といった教育思想にすら反発を感じていた。生徒の自律 ?そんな

性善説はここでは通用しない。学者さんたちは現実を知らないのではないだろうか。

私もこの仕事を始める前までは信じていました。どんな悪い生徒でも心は純粋、情熱を

もつてぶつかれば心の交流ができるはずだ、なんて。でも (連日でごみをぶつけられた)

このときは、「こいつらは根まで腐った人間のクズだ」と思ってしまいました。

]1)espite nly initial passion for education,I anl becOnllng less idealistic.IIowevet I

think I Can Still enJOy teaching ifl think thls whole thing is a ganle.:Every day On the

subway tO wOrk,I think about hOw l can retahate aga■ nst those bad kids.

′″ .・ 当初の多・芦1への″熱とな要笏′ど、理勢7を:失ク)つつある。でる、ォベτ″グLムだと

調/ク ″フζ:薬ιど艇オラ″ιイクうち0ど
｀
ラιたら夕らをン黎

・
うιめられるか、イ努Zの

'遅

7:夕

'の
メZ′

万移レタであ力ごイ″ダえてク)る。
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実際自分も、喧嘩に巻き込まれて目にけがをしたことがある。大したことはなかったのだが、学校

の勧めに従って眼科医で診察を受けることになった。検査の結果、「まぶたのかすり傷で眼球に異常

なし」ということだったが、診察代185ドルを払う羽目になってしまった。教育委員会に請求したが

手続きに時間がかかり、結局のところ支払を受け取ることなく、 1年後に退職という結果になった。

授業をそっちのけで黒板のまん前で口論をしている男子と女子がいました。スペイン語

なので何を言っているのかさっぱり分かりませんが、こつちだつて授業を始めなければ

なりません。しかし着席を命じても、全然いうことを聞きません。腹が立ったから、彼

らに近づき、「おいコラ、座れって言っているんだよ、分かんねぇのか !」 と、至近距

離から怒鳴りつけてやったのです。すると彼らは私の言うことを聞く代わりに、いきな

り殴りあいを始めたのです。男と女がですよ。「座れって言っていんだろ !」 と叫ぶ私

を無視し、彼らは殴り合いを続けました。何せ生徒に触るなといわれているんだから、

やめろと叫ぶ以外になす術なしです。そんなことが 1分ぐらい続いたでしようか。そこ

にようやくおまわりさんが、騒ぎを聞いて駆けつけてきました。そして喧嘩をしていた

二人を外に引きずり出したあと、僕のことを見て言いました。「先生、目がはれているよ。」

僕の顔を見た生徒たちも大喜び。どうやら、喧嘩をしていた 2人の腕が僕の顔にかすっ

たみたいです。その日は医務室から眼科に送られ、多額な診察代を払うことになってし

まいました。

(中略)

翌日学校に行ったら、いつのまにか職員食堂の人気者になっていました。「喧嘩止めよ

うとしてけがしたんだって ?さすがだね。」「俺のクラスに手に負えないのが二人いるか

ら、先生、今度よろしく頼むわ。」「明日から学校にニンジャ・スターズ (おそらく手裏

剣のことでしよう)を持ってきなよ。ガハハハハ。」

不登校の危機

この一件をきっかけに、私は教員の間で受け入れられてきたようである。しかし、生徒との関係は

最悪であった。授業は相変わらずの崩壊状態で、教師としての自信を失いつつあった。生徒はことあ

るごとに反発した。注意をしても、怒鳴りつけても改善するわけでなく、着席を拒む生徒を座らせよ

うとすれば Donit touch meと 手を払いのける、テープを流してリスニングをやらそうとすれば大声

で妨害し、板書すれば後ろからものが飛んできた。むろん協力的な生徒もいるにはいたが、授業の大

半は問題生徒との怒鳴りあい。彼らが私を見る目は、敵意に満ちていた。そして42分の授業が終われ

ば、大テーブルでため息をつく日々だった。

授業の進まない毎日に疲れ果てるだけでなく、反抗する生徒に囲まれて、自分が孤立しているよう

に思えた。いわば、「いじめられ教師」。今日はどんな悪態をつかれるのか、そんなことを考えると、

教室に向かうのもつらくなってきた。とりわけ月曜の朝は重苦しい気分で、アパートの窓から差し込

む朝日が恨めしく、不登校生徒の気持ちが分かったような気がした。

思えばその 2年前、留学を決意して東京の会社を退職するときは、「アメリカで暮らすなんて大変

だぞ」と止めてくれる上司もいた。それでも、日本の英語教育を変えるんだ、と大見得を切っての留
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These kids are so rude.They call m.e Chino.(Who is their Geography teacher?)They

say things like,``IIey ChinO,you stink!I)id yOu take a shower?I)on't colme c10se to

me.I wlllthrOw up."

(中略 )

The kids are happy tO see ine get angry.They do everything to enrage lne.When I

anl teaching,klds not be10nging tO Iny class yell at ine froln the hall“ IIey what's up

Chlno?"Ifl ignOre thenl,they start banging on the d00r untill cOme Out.

所′.・ どのどψ雄 壼:ケ|などと。た1のごとを √≠ノノなんる呼びやが多 ζ一″認を夕Z:〃|を

ど'フ イクるんだツ。どなクアなんか、√方ク)チノ、お″実ライb今″シャノー浴びたの し
受フ宇多層クラ)う ごっち′ご求ろなυ鮎ノだと。

遅:/ク″、た1カ 葱ヽ「るの力
'1楽
ιク)よ う′をιノ螢Fら オ:ためなら/7でるιτぐる。ごなクう′た

:｀

6j費:し美F

ψ″まそのクラズのノヽ
｀
力がキ″ アン ら多L室1のψ″カカ)フ イ √おク)チノ、π資1カソ ど″ん

でクうた。ごフち力`染夕方ろと 考力))〃ζぐることをプ鍵7″ιτだ́アをだンだ.ン
`ψ

′
ぐ′ん′どち

生徒がけんかを始めたら

生徒の体に触れられないということは、生徒同士の喧嘩を止めることも禁止。授業中に喧嘩が起き

れば、信頼できる生徒に廊下の警察官を呼びにいかせ、その間教員は殴り合いの様子をしっかり観察

していること、そしていざとなれば教育委員会に報告できるように。そのようなニューヨークのルー

ルを知らず、 トラブルに巻き込まれたことがある。

出勤三日目にして早くも大喧嘩に遭遇しました。教科準備室で指導計画を作っていたら、

すぐ前の教室で叫び声とガチャンガチャンという音。駆けつけてみたら女の子二人が

取っ組み合っているではありませんか。それもなだめようとした年寄りの先生を押しつ

ぶすようにして。なんだ女の子か、と油断して片手で止めようとしたのが大間違い。そ

のままニメートルぐらい引きずられました。こりゃ大変だと、一生懸命綱引きをやって

いたら、後から入ってきた教頭が、僕の腕を引っ張り、信じられないことを言ったので

す。「やらせておきなさい。警官に任せておけばいいんです。」自分の耳を疑いましたよ。

その後、取っ組み合っていた二人は駆けつけてきた婦警さんを軽く突き飛ばし、結局は

四人の男のおまわりさんに押さえつけられました。最後は手錠をかけられ、大声でわめ

きながら地下の生徒指導室に消えていったのです。

それより驚かされたのは、ほかの先生たちの反応です。喧嘩を止めようとした私を皆

で責めるのです。「何であんな無茶をしたの?けがでもしたらどうするの ?」 という批

判なら分かりますが、「あなたは独身でしよう。女子の体にあんなふうに触ると、セク

ハラで訴えられるわよ。」という批判には理解に苦しみました。おまわりさんだって突

き飛ばされるような大喧嘩だったというのに ,こ の人たちは何をトンチンカンなことを

言つているのでしょう?あ とで教頭が事細かに説明してくれたのですが、前の校長先生

は喧嘩の仲裁に入って大けがをしたのに、何の手当ても出ないという悲惨な目にあった

そうです。
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アメリカは訴訟社会、些細なことで生徒の保護者から訴えられるかもしれない。このため、教育委

員会からのお達しは、「生徒の体に触れぬこと」。ここまで自由を奪われれば、教師は無力と化す。生

徒もそのことを知っているようで、やりたい放題であった。

All they are thinking about is how to get out of school.lThey cannot sit sti11 ln■ ly

double‐period class.They run around and scream.They solnetilnes have fights in

class.The securlty guards c011le t0 1ny class on a regular basis.Even though these

students cannOt read and write in iEnglish,they already know how to argue with a

teacher.()ne glrl t01d nle tO shut up when l tOld her tO stOp nlaklng nOise.Another

boy said,``Ylou're fucked up''when l told hinl to be quiet.I told hinl l would never

allow hinl to attend nly class until hls inother co〕 m.es to school.He is now happy

f。。ling around in the han every day.

′″ r次'う ときたら、ιタツど学 i′焚
'を
ざばるか、そんなどとιカラフどなク)。 ′コマ;夕きのク

ラズだな々が|おどな ιぐZ・フイク)られなク)。 ≦発冬庁″′艦:シ妨:'の|′ど多室:をのぞ
｀
きた来る。

所 iみまきうできない ぐせた、発 L奎
・
″た てフぐごとな できるみたクうだしある_クデ:空″′どξ

をiノτるなどク)えば:省Z“ιι′P″ と言われた。別のI〃デ:生を′ど多i力 )″ ιろと言′ダ:√ぐ

たば″カタ と言わ々た。た力
'キ

√今:度|お母ぎんと一:″|″学|夕 |′ご来るまA″ :業'′ど″な
ぐτクヽクヽそンと言ったのをいクヽごと″、姦′″夕″茄「下で:なιそうだ″ιゃぎ

｀
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る。

チ  ノ

学校の前の通り

プロンクスの目抜き通り

だけに、ラテン系の人々

で賑わう。

写真 http://blog.tstc.org

ヒスパニックの高校生にとってアジア人は珍しいらしく、廊下を歩けば生徒たちがもの珍しそうに

笑って、大声で「ヘイ、チノ」と声をかけてくる。「チノ」とはスペイン語で「中国人」のことである。

就職活動中、教育委員会の役人に中国人と間違えられたことを腹に据えかねていたのだが、生徒にま

で「チノ」と呼ばれるのは我慢ならない。「先生に向かってチノとは何だ。そもそも俺は中国人じゃ

ないし、名前があるんだぞ !」 と一喝したのだが、これが大失敗。彼らを喜ばしてしまい、挑発するきっ

かけを与えてしまった。
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らしに関しては、私なんかよりはるかに先輩。それなのになぜか、ESLの初級クラスに入つてくる。
Janiceに あれほど英語がうまい生徒がどうして初級クラスにいるのか尋ねたら、「あの子たちは英語

が話せても、書けないのよ。」と、彼らの作文を見せてくれた。見るとschoolは eskulと綴っている、

過去形の edは 使っていない、さらに What do you hke?は What yOu llke?、 I dOn't have itは No

haveなどなど、日本の中学 1年生が習う文法もままならない有様であった。

とはいえ、アメリカ暮らし10年以上の生徒たちが、私のような日本人に英語を習うのは屈辱であっ

たろう。シラバス通りに、アルフアベットの大文字と小文字の書き方、Sunday,Mondayな どの語彙

を授業で扱えば、不満たらたらで、ノートを開こうともしない。それどころか始業時の着席すら拒み、

教室、廊下を自由自在に動き回り、座るように指示すれば悪態をつく。アメリカに渡ってきて間もな

いおとなしい生徒をしり目に、彼らは好き勝手な振る舞いをした。

授業風景

アメリカの教員の間では、Don't smile beお re Chnstmasという格言がある。教師にとって大切な

のは規律を確立すること、だから9月 の新学期には厳格な雰囲気で授業を始めるべし、楽しい授業な

んていうものを演出してもいいのは 12月 のクリスマス以降になってから、というわけだ。反抗的な生

徒を前に、私も必死になった。何とか授業の規律を回復しなければ、ここでなめられてはいけない、と。

しかし、反抗期の子どもたちに、経験の浅い教師が無理に厳しく接しようすれば、状況は悪くなるば

かり。

教室はまさに戦場。課題を与えてもまじめに取り組むのは本当に少数です。ほとんどは

教室を駆け回ったり、取っ組み合ったり、大騒ぎです。こちらも部屋中を駆け回り、や

つらを叱り続けなければなりません。「ラモン、授業中だろ座れっ !」「ペドロ後ろを向

いていたら勉強できないだろっ」「ミゲル、そのポケモンカードとドラゴンボールカー

ドは授業に関係あるのか。今度見つけたら取り上げるぞ。」「マリア、その“妊婦のため

の手引き "はカバンにしまって休み時間に読め。」「誰が黒板に俺の似顔絵を描けっていっ

たんだ。授業中だぞ、座れ !」 次から次へとあっちの生徒、こっちの生徒と、休む間も

なく走り回っているのですから、まさにゲームセンターの「もぐらたたき」です。こう

して走り回つている間も、やつらは攻撃の手を緩めません。「先生、 トイレ行ってきて
いい ?」 「先生、水飲みたい。」「腹減つた。」「うるせえんだ、オメーラは |そんなにショ

ンベンしたけりゃ、明日からバケツ持って来い。」 1コ マの授業が終われば、もうヘト

ヘトです。こんなわけで私の声は 2週間でかれてしまいました。

(8)
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教員部屋の大テーブルで、もらったたばかりの教科書を眺めていると、チャイムが鳴り、授業を終

えた先生たちが入ってくる。新入りの私の顔をみれば、Hlと 軽くあいさつをして出ていく。赴任した

ばかりの新人教師を珍しがらないところを見ると、やはりこの学校ではすぐに辞める先生が多く、教

員の入れ替えが激しいのだろうか。また、イライラした状態で入ってきて、I can't stand that boy(あ

の生徒だけは勘弁してほしいわ)と、教科書をテーブルにたたきつける先生もいた。

同僚の先生

多国籍な職場。外国語を教え

る先生はネイティブよりも

ノン・ネイティブの方がいい

というJaniceの 方針。

私の教室デビューは、赴任 2日 目。教室に向かう前に、先輩の先生たちがいろいろアドバイスをし

てくれた。「生徒が授業中にトイレに行きたいと言っても、絶対に行かせちゃだめよ。」「自己紹介で

自分が新人教師だと言うと生徒からなめられるから、10年 くらいここで教えているふりをしなさい

よ。」

授業の最初の数日間は、心地よいものだった。クラスにはアメリカに来たばかりという、内気そう

なメキシコ人の女子生徒一人。スペイン語を話せる職員に通訳してもらうと、夏にニューヨークに渡っ

て来たが、9月 の新学期になっても学校に通わず、しばらく自宅で過ごしていたそうだ。おそらくこ

の子のメキシヨ人の両親は、娘の入学手続きの仕方が分からなかったのであろう。さっそく1対 1で、

Whatis your name?My namels Junな どと、自己紹介の練習をした。英語を全く知らないおとなし

い生徒が、自分の発音をまねて練習することに幸福を感じた。 2年前にアメリカに渡ってきた日本人

の自分が、ニューヨークで英語を教えている、ここまで来るのにどれだけ長い道のりであったことか。

ぎこちない授業ではあるが、アメリカで自分が役に立っている、この国で自立して暮らしていけそう

だ、こんな自信にもつながっていつた。

いきなり試練の場

しかし、そんな幸せも長く続かない。数日後には、ガラの悪そうな男子生徒が、「俺もこのクラスだ」

と教室に入ってきた。彼の提示するプログラムカードを見ると、確かにこのクラスの生徒ということ

になっている。そして着席するなり、“I don't know why they put me in this dumb ClaSS!"(何 で俺が

こんなクラスに入らなけりゃいけないんだよ !)と 、不機嫌そうに叫んだ。その英語の発音はほぼ完

ぺき。私はすごく不安になった。こいつ、俺より英語うまいぞ。

翌日、翌々日と、「俺もこのクラス」、「私もこのクラス」、とヒスパニック系の生徒が次々と登場、

1名 でスター トしたクラスが、たちまち34名 で満員になった。そして、そんな生徒の多くが流暢な

英語を話していた。ある者は9歳から、ある者は 2歳からアメリカにいるのだという。アメリカ暮

(7)
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見れば廊下にも警察官がいて、生徒たちを教室の中に入れようと奮闘していた。

First,I was surprised by the inetal detectors at the nlaln entrance and the nuコ nber Of

p。licemen in the hall.′ rhen,I saw so nlany rough kids walking down the hall saying

“fuck,''``bitch,"Or“ shlt''It seelmed as if they could not walk dOwn the hall withOut

using four‐ letter wOrds.

′ス′・・まず採多うたのバ スДμ2劣濤1/%吻努どノタ西″ク)イ警1序の」数10そιζ
'霧

下で″ガ
｀
ラの

層そうな空たたちバ クノオキグレだ
｀
と言ク)をガ

'｀

ら歩ι)τク)た。ごク)つらば、卑″|な言
j葉Fを″′ごιな″力″ウ廓百万を歩″なι)のたちラカb

少し前の自分なら、この荒廃ぶりに怖気づいていたかもしれない。しかしその時の自分は、この荒

廃ぶりこそ仕事を得る絶好のチャンスだと感じたのだ。「こんな荒れた学校なら必ず辞める先生がい

る。その後釜として自分が雇われればいい。」小心者の自分も、4か月を超える失業状態で、かなりせっ

ぱつまっていたのだろう。

Janice Newmanと の面接の細かい内容は覚えていないが、 3日以内で返事をすると言われたのに

しばらく音沙汰もなく、非常に苛立ったのを覚えている。そして 1週間後に公衆電話からボイスメー

ルにアクセスすると、ようやくJanlceのメッセージがあり、その中にI'dl■ e to o“er you a pOsitiOn(ぜ

ひともうちに来ていただきたい)という言葉を聞き取り、街頭で歓喜の叫びをあげたのも覚えている。

さらには近くにいたアメリカ人に受話器を渡して、「この人、o“er you a posltionっ て言っているよね、

僕の聞き違いじゃないよね。」と確認したことも。

世の中、拾う神つているんですね。 9月 の終わりにブロンクスの高校から連絡がありま

したよ、来月からここで教えてくれって。50枚近く履歴書を送りまくって、そのうち

のひとつが当たったみたいです。うれしかったですよ。早速、推薦状を書いてくれた教

授たちに報告とお礼を言いにいきました。「先生が書いてくださった推薦状のおかげで

プロンクスのLincoln高 校から誘いがありましたよ。」今までいろいろ励ましてくれた

教授達です。てっきりいっしょに喜んでくれるのかと思ったらどうも反応が鈍い。「え、

あの高校 ?大丈夫 ?」 何のことだかよく分からなかったけど、失業の苦労に比べれば今

後の苦労なんてなんでもないさ、と思っていたのです。

校長宛に「生徒と肉体関係を持ちません」という誓約書を提出し、 10月 1日 から 1日 5時間 (1コ

マ42分)の授業を持つことになった。Language Departmentと いうのが私の所属先で、部屋の中に

は大テーブル 2つ とロッカーがあった。英語を移民の生徒に教えるEngLsh as a SecOnd Language

(ESL)の先生と、スペイン語やフランス語をアメリカ人生徒の教養のため、または移民の生徒の母
国語力維持のために教えるForeign Languageの 先生が所属していて、Janiceと いう人はそこを統括

するAsslstant Princlpal(AP)、 日本でいえば教頭みたいな役職であった。初日は彼女が笑顔で迎え

てくれ、まあ今日はゆっくりと学校の様子でも観察してと、いろいろ案内をしてくれた。学校を探索

する中、地下に託児室があったのには驚いた。10代で妊娠し出産する生徒が多く、そんな生徒が授業

中に赤ん坊を預ける施設だという。
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しまう。教育委員会の人事採用室が、私の成績証明書にケチをつけたのだ。自分の大学院での専門は

英語教授法だったので、取得した単位のほとんどが英語関係で、日本語関係の単位は 1年前の夏に取

得した「日本語教授法」の 3単位だけだった。日本語教師として雇うのには日本語の単位が不足して

いる、専門が英語ならば英語の分野で教職を探せとのこと。この決定で、就職の夢が一気に遠のいて

しまった。日本人がアメリカで英語を教える、それは無理な話ではないだろうか。

The xnenlbers Ofthe BOard Of Ed were absolute idiots!Who ln their rlght lnind w()uld

hire a fOreigner with nO pernlanent residence status to teach iEnglish?

′所′.・ 夕芦委貞分の,どlψ′ま」葬がイカルイク)ろどι力)言クヽま うがなク)。 晟
`力

'要
,署言の夜:業

'を
〃

せるために、ゎぎわざ:次″なるなι)〃コスを1層りんだ
｀
2

こうして9月 になり新学期が始まったにもかかわらず、失業中の自分がいた。毎日のように学区事

務所を訪れて、役人に相手にしてもらう順番を待つ、そんな日が続いた。どこでもいいから仕事が欲

しい。「あきらめるなよ。ブロンクスなら新学期に入って3日 で辞める先生がいるから、まだ雇われ

るチャンスがあるはずだよ。」こんな情報を得て、ブロンクスの高校すべてに履歴書を郵送するとい

う手段に出た。50通近くの封筒の束を見てルームメイトも感心、というより呆れていた。

Septelnber ca:m.e and the new selnester started,but l was st■l jobless.I had never

felt so hopeless.I was deter】 nined to take any job no nlatter how diricult it was.

Sonlebody told ine that there was a severe teacher shortage in the lBronx.In

fact,very few people had the guts to take a Job in the:Bronx because of lts rough

neighborhoods.Slnce l was even wihng to teach in a juvenile detention centeL I sent

lny resulnes to all high schools in the Bronx.

所′.・ θン″″なったとク)う の 二́ ′榮i″まだ久:業F崚っどのときなど
｀
/デき′霧ま クをレ懲:εたこと

″なク)。 どんな大変なを事でる〃まぞ″る方密
`疹
った。ブ″ンクズなうク)つ でう政貞

ヵッ冒
.ク

なクフォプウを
｀
ど、え力た力)カウタiア ζぐれ/■ あんな′どメ宇々 た.僣 1夕笏

′でわざわざ:冴1蒻:ナろ

〃グアまうグヽなクフ%を
｀
ど力)。 ′ダ|を教′移l′どつ″るのなら、そご力`ク巧■笏:た

｀
フイカ嗜ξわなク)と

ぷってクうたぐらク)だ:方ぐ″ノンンクズψの淳夕|′ど顔磨ヨ|を|ピ
|る
ごと″ιた。

ようやく就職したその先は

そんなブロンクスの高校の 1つ、George Lincoln High School(仮名)と いうところから電話があっ

たのは、 9月 の半ば過ぎ。当時は、就職先がどこでも対応できるようにアパートは週契約、部屋には

電話も引かず、月20ドルで契約したボイスメールのアカウントに公衆電話からアクセスするのが、唯

一の通信手段だった。そこに入っていたのは Janice Newman(仮 名)という女性の声で、あなたの履

歴書を拝見した、とりあえず電話をしてくれ、夜になったら自宅でもいいと、電話番号まで残してく

れた。久しぶりのチャンスである。

数日後、電話で約束した時間に学校に行ってみて驚いた。入り口には金属探知機と警察官が配置さ

れ、生徒がそこを通ってから校内入る。ひとたび校舎内に入れば、廊下はすさまじい喧曝状態であった。

(5)



ごろと言えダ:そ ラ、こご=ュ ーコーク。″不1語
i″動 方る学:をる.″|え τクヽるι、

′オスタ″1の清要iは:必ダあるなダだ
｀
った。

しかし、日本語教師の職も簡単に手に入るものではなかった。ニューヨーク教育委員会に出向き、

日本語プログラムがある学校の一覧を手に入れて、片端から電話をしてみたものの、ほとんどが新規

採用の予定はないという答え。たまに採用を考えていて私に興味を持ってくれる校長にも出会えたが、

私の就労許可の期間が 1年だけだと分かると、そこで行き詰ってしまった。

こちらは教員免許が法律上取得できない外国人。公立学校でプロとして教えるのは容易

なことではありません。教員が足りない分野では無免許の先生でも校長先生から指名を

受ければ教壇に立てるのですが、現実は想像以上に厳しかったです。ニューヨークの学

校をいくつも回つたのですが ,ど こへいってもグリーンカード (アメリカ移住権)がな
いのなら雇えないとのこと。雇う側にてみれば、 1年しか働けないような外国人よりも

永住権をもった人に教えてもらいたいというのは、無理からぬ話です。そんなわけで、

就職活動は困難を極めました。

1週間地下鉄乗り放題のパスを買って、市内の学校や学区事務所を訪問した。自分の履歴書には多

少の自信を持ってはいたものの、職が決まらないまま8月 を迎えた時はかなり焦った。新学期が始

まる9月 までには何とかしなければ、そんな思いを胸に学校訪間を続けているうちに、ニューヨーク

の地下鉄路線の大半を制覇した。地下鉄も市街地から離れれば地上に出るが、治安の悪いと言われる

地域に入れば、窓からは荒廃した建物や、塀の落書きが目に入る。以前の自分なら、ここで怖気づい

ていたかもしれないが、「治安の悪い地域は教師不足が深刻だから、その分雇用の機会が多いはずだ」

という友人からの情報に励まされた。卒業した学校の図書館がバイトで雇ってくれ、そこでもらえる

時給 8ドルが唯一の収入源であった。

地下鉄の長いトンネルを

抜けると、そこはプロン

クスであった。

(1弓irョ.http:〃glanceback‐bxblues.blog)

ようやくこの長いトンネルから抜け出せそうに見えたのが、就職活動開始から3か月たった8月 半

ば。ハーレムの進学校から、 1年間でもいいので日本語教師として来てくれないかという、オファー

をもらった。面接の末、教育委員会に提出する任命書をもらったのだが、これも行政の壁に阻まれて
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程最終学期に行ったブルックリンの中学校での教育実習であった。当時のメールには以下のような記

述がある。

卒業前の学期にはブルックリンの公立中学で実習をやりました。周りからニューヨーク

の公立学校のひどさについていろいろ脅されたのですが、それとは裏腹にとっても楽し

い実習でした。生徒はヒスパニックのほかにも中国、アラブ、ロシア系など多様性があり、

日本では到底体験できないような環境で教えられたのは本当に幸運でした。(中略)(そ

この生徒たちは)みんなかわいかったですね。音楽とか使って教えたら喜んでついてき

て、廊下で会っても遠くから“Hi,MI Harada!"な んて声をかけてくれたりして、私に

よくなついていました。(中略)最終日には手製のカードをくれたりして思わずウルウ
ルしてしまいました。

アメリカ残留を希望したもう一つの理由に、自分の英語力に対する不満がある。2年暮らした後で

さえ、自分の英語の拙さに苛立ちを覚える毎日であつた。この英語力ではまだ日本に帰れないという

思いがあった。幸い米国には、Practlcal■ainingと いつて、学位を取った留学生に 1年間就労を認

める制度があり、これを利用して何とか英語力を高めたいと考えていたわけである。そもそも今回の

留学も、長年の夢がかなったもので、一度帰国してしまったら今度はいつ来られるのかもわからない、

せっかく来たのだからこの機会を最大限利用しなければ損だ、という思いもあった。

4か月の失業体験

アメリカは移民を受け入れてきた国ではあるが、永住権のない外国人にとつて、就労の門は狭い。

しかし、典型的なアメリカ文化を経験するには、自分が教育実習をしたような公立校がいいと考えて

いた。ニューヨークの高校には日本語を教えるプログラムもあるらしい。友人から聞いた話だが、あ

えて日本語を選択する高校生は、語学好きの意欲的な生徒が多いということ。日本人の自分には最適

な就職先だと思えた。当時の英文メールでは、そのあたりの事情をこう記している。

The only problenl at this point was to■ nd out where l could get a job teaching kids?

In Japan?14aybe.:But the nulllber ofkids is going down and getting a jOb at a school

ls extrelm.ely dificult.Besides,I'nl not certl■ ed to teach in Japan.In California?

′
I11lat's a good alternatlve because there is a large Japanese populatiOn.But it is not

a place for people who don't drive,like lne.There is only one place in the U.S.where

peOple can live withOut driving.Yies,it ls here in New Ylork.There are a growing

nunlber Of public schOols in New Y10rk starting tO teach Japanese to A]m.erican kids,

and l knew they needed lnore Japanese teachers.

,7rノ覧売ξiなどごでフク|夕 |′ご筋
:ぐ
力)′宅 ″本 るジ蔀ぐんしケク)力 'アクを夕!夕

|が蒻
'フ イク`るか ら、多

・

ッ蒻キ″|ガぐのなヵ)なク,新ιクし それ″″ |″″本の多膚:力戸夕を″ フイクヽなク)ι。カ グノォノク

三/などう力)2″オスのス″う_多ク)のでク)ク )選玖強笏)る ιれなクヽ″ど αみたク)″草|の

遅こを力
'｀
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・
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けた建物を多く目にする (www.newyorkoggi.com)。

(地図 :wwwat‐ newyork.com)プ ロンクス全図

US Census Bureau(米国国勢調査局)のデータによれば、この地域におけるヒスパニック系住人の

割合は53.8%、英語以外の言語を話す人の割合は56.3%だという。一人あたりの年収は約 18千 ドルで、
ニューヨーク州全体の水準32千 ドルと比べると著しく低く、28.5%が貧困層だとされる。また教育水

準でも遅れが目立ち、25歳以上の人口に対する高卒以上の割合は69.2%(州全体では84.6%)に過ぎ
ない (http.census.gOv)。 今日でも治安の悪い地域とされ、暴力を伴う犯罪率は約11件/1000人 (全

米では3.9件 /1000人 )となつている (wwwmettourhoodscout.com)。 ニューヨークの旅行ガイドも、
この地域は危険なのでむやみにうろつかないようにと呼びかけている (例 :ダイヤモンド社「地球の

歩き方 :ニューヨーク2012-2013」 )。

アメリカで就職

(写真 ht":〃wwtbceq.org)プ ロンクスの風景

5年間勤めた企業を辞めてニューヨークの大学院に留学を決意した当初は、アメリカに住むのも修

士課程に在籍する 2年間だけと考えていた。では、何故アメリカでの就職を考えるようになったのか。

主な理由として、アメリカの学校のとりこになってしまったことがあげられる。きっかけは、修士課

(2)
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ブロンクス奮闘記

英語科 原 田   淳

はじめに

この春で本校勤続 10年を迎える。人は節目に来ると過去を振り返るものだが、自分の教員歴は、

ニューヨークの公立高校で教壇に立った経験を抜きに語ることはできない。たった 1年の間であった

が、貧困や治安の悪さで悪名高いプロンクスという地域で、英語もたどたどしい日本人が移民の子ど

もに英語を教えるという型破りな設定、あの頃ほどがむしゃらになった時期はない。教員生活の 1年

目、慣れない環境で生徒とぶつかり、生徒を憎んでいた自分に対し、生徒たちの方から心を開いてく

れた。子どもたちから多くを教えられた 1年間で、その経験は今の教員生活の基盤となっている。本

校奉職10年の節目、自分のプロンクスでの経験をつづってみたい。

私がプロンクスで教職についていたのは、1999年秋から2000年夏までで、すでに13年の月日が経っ

ている。そして今回紹介するのは、このたび部屋を整理して掘り起こした当時の emailの電子データ

である。日々の生活に悪戦苦闘する中、さまざまな出来事や思いをつづったもので、日本語で日本の

友人に、英語でアメリカ人の友人に送付している。

勤務校の校舎

ニューヨーク屈指のマンモス校。

退学率の高さに教育長が激怒し、

2006年 廃校。現在は 6つの学

校が利用しているらしい。

(写真 http:〃insideschools.org)

ブロンクスとは

プロンクス (the Bronx)と は、マンハッタンからハーレム川を挟んだ対岸にあるニューヨーク市北

部の行政区(borough)である。第一次世界大戦後、地下鉄の開通でアイルランド系の移民が急増したが、

禁酒法の時代に密造業者やギャングのはびこる地域となり治安が悪化、富裕層が郊外に出て行ってし

まった。60年代からはプエルトリコ、 ドミニカ共和国などからのヒスパニック系移民が急増した。若

者ギャングの抗争を描いた映画、West Side Stowが 公開されたのはこの頃である。同時に都市開発

に乗り遅れ生活水準が急激に低下し、保険金を目当てとした放火が横行したそうで、今日でも崩れか

(1)



―執 筆 者 紹 介 一

…国 語 科 教 諭

…英 語 科 教 諭

…英 語 科 教 諭

・・国語科非常勤講師

・・国語科非常勤講師
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